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ド地遺跡第8 掘調査報告 正誤表

頁 行 誤 → 正

9 上から22イ子目
畑状遺構 畠状遺構123 上/9ヽら20行 日

124 上から10行 日

16 下から4行 日 直径Ocm → 直径50cm

22 上から17そ〒日
東壁は、西壁は、南壁 tま、

北壁は、
→
北壁、南壁が攪乱を受けている

以外は良好に残存する。

26 下から9行 日 脂頭圧痕 指頭圧痕

115 上から9行 日 表13の通り 表 14の通り

125 上から2行 日 農業生産以では、 農業生産以外では、

125 上から13行 日 鉄 (製品)製産 鉄 (製品)生産

127 上から12行 日 必要となり 必要があり
う
０ 上から18行 日 4.土師器生産と消費 5。 土師器生産と消費

132 上から1行 日 5,まとめ 6.まとめ
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細谷地遺跡第 8次発掘調査報告書

盛岡南新都市計画整備事業関連遺跡発掘調査



畠状遺構検出状況

RD140土坑出土剥片土器



序

岩手県には、旧石器時代から全時代を通 じて数多 くの遺跡、埋蔵文化財があります。これら先人が残 した

文化遺産を保存し、後世に伝えていくことは、私たち県民に課せられた重大な責務であります。その一方で

地域開発などの社会資本の充実も欠くことのできない題日であります。

このような埋蔵文化財の保護、保存と開発との調和も今日的な課題であり、当岩手県文化振興事業団は、

埋蔵文化財センターの創立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業によってやむを得ず消

滅する遺跡の緊急発掘調査をおこない、記録保存する措置をとってか りました。

本書は、盛岡南新都市計画整備事業に関連 して平成15年度におこなった細谷地遺跡第 8次調査の成果をま

とめたものであります。この調査により段丘上に立地する平安時代集落の様子がこれまで以上に明らかにな

り、当時の集落を考えるうえで貴重な資料を提供することが可能となりました。

この調査成果が、本書とともに広 く活用され、考古学研究に寄与すると同時に埋蔵文化財に姑する理解と

関心をより深めることに役立つこと切に願う次第であります。

最後になりましたが、これまでの発掘調査および報告書作成に際し、ご援助とご協力を賜りました盛岡市

都市整備部盛岡南整備課、盛岡市教育委員会をはじめとする多くの関係諸機関、関係各位に心より感謝申し

上げます。

平成16年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団
理事長 合田 武



例  言

1.本書は、薯手紫選諧≒臀Υ尋竿壽廣11-1ほかに所在する緬蓉亀遺跡において、平成15年度に実施した
第 8次発掘調査の成果を収録したものである。

2.調査は、盛岡南新都市整備事業に伴い、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課の調整を経て、盛岡市
の委託を受けた財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施 した緊急発掘調査である。

3.岩手県遺跡登録台帳における登録番号はLE24-0214、 第 8次調査の調査略号はOHY-03-8で ある。
4.発掘調査面積は2,638ポ 、発掘調査期間は平成15年 7月 1日 ～11月 7日 であった。また、発掘調査は、福
島正和・齋藤麻紀子が担当した。

5.発掘調査に際する基準点、補助点の測量・設置は、株式会社ハイマーテックに業務委託した。
6.整理作業は平成15年 H月 4日 ～平成 16年 3月 31日 の期間、福島正和が担当した。
7.本書の執筆および編集は齋藤麻紀子の協力を得て福島正和がおこなった。
8.発掘調査においては、盛岡市都市整備部盛岡南整備課、盛岡市教育委員会、地域振興整備公団岩手総合
開発事務所、株式会社佐賀組、株式会社中亀建設、近隣住民の方々のご理解とご協力をいただいた。

9.各種科学的分析および保存処理は以下の機関に委託 し、分析・鑑定結果は本書に記載した。
火山灰分析・・・パ リノ・サーヴェイ株式会社

植物珪酸体分析・・・パ リノ・サーヴェイ株式会社

炭化樹種同定・・・木炭協会

石質鑑定・・・花蘭岩研究会

10.出土遺物の写真撮影、遺物写真図版の編集および作成は、140セ ビアスに委託 した。

11.調査および報告書作成にあたり以下の方々のご教示をいただいた。 (敬称略・順不同)

鎌田 勉 (岩手県教育委員会 )、 八木光則 。津島知弘・三浦陽― 。今野公顕 (盛岡市教育委員会 )、 高木
晃 (岩手県立博物館 )、 及川 洵・野坂晃平 (江刺市教育委員会 )、 木村淳一 (青森市教育委員会 )、 宇
部則保 (八戸市教育委員会 )、 菊池強一

12,本書では、国土地理院発行「盛岡 。日詰  1:50,000」 地図を使用した。

13.検出遺構の土層注記における土色および出土土器の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法

人日本色彩研究所 色票監修『新版 標準土色帖』2002年度版に準拠 した。
14.調査で出土した遺物および実測図、写真等の各種記録類の一切は岩手県立埋蔵文化財センターに保管 し

ている。

15。 本書発行以前に現地説明会、遺跡報告会等で資料および調査成果を公表したが、公表内容と本書記載事

実との不一致、相違に関しては整理作業期間を経ている本書をもって正とする。
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I.調査に至る経緯と経過

盛岡南新都市開発計画は、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街地として開発し、両者が有機

的に結びついた軸状都心を形成するために策定された都市区画整理事業である。平成 3年度から平成17年度

までの15年間を事業予定として、対象面積313haに及ぶ土地区画整理事業が進められている。

この間、事業対象地域に係わる埋蔵文化財の取り扱いについても協議が重ねられた。その結果、盛岡市教

育委員会が試掘調査をおこない調査必要範囲を確定し、本調査は、財団法人岩手県文化振興事業団の受託事

業として実施することとなった。

細谷地遺跡は過去に数次に渡る調査がおこなわれている。第 1次～第 3次調査は、盛岡市教育委員会によ

り実施されており、特に平成11年度実施された第 3次調査では、古代の遺構が濃密に分布する区域が明らか

になったことから、平成12年度受託事業として財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが第 4次

調査をおこなった。その後、平成13年度には第 5次調査が同様の受託事業としておこなわれ、これに隣接す

る地域振興整備公団委託分を第 6次調査としておこなってきた。

なお、第 4次・5次調査の成果は、『岩手県文化振興事業団埋蔵文化薄調査報告書第414集 細谷地遺跡発掘

調査報告書―第 4・ 5次調査―』に成果が収録され、第 6次調査については、『岩手県埋蔵文化財発掘調査略

報 (平成13年度)』 にて報告がおこなわれている。

今回の細谷地遺跡における発掘調査は、第 7次 。第 8次が平成15年度受託事業として契約された。そのう

ち第 7次調査が地域振興整備公団委託分として都市計画道路用地内260m2の 範囲で、第 8次調査が盛岡市都

市整備部盛岡南整備課委託分として宅地用地内3,067ポ の範囲でそれぞれ予定された。 しかし、予定された

面積より、実質的に発掘調査が平成15年度内事業として不可能な部分があり、これを除外した調査範囲内で

調査を終えた。これにより実質の調査面積は、第 7次調査125だ、第 8次調査2,638旨 とそれぞれ変更された。

今回調査 した第 8次と合わせて調査した地域振興整備公団委託分である第 7次調査は『岩手県埋蔵文化財

発掘調査略報 (平成15年度)』 に本報告とし調査成果を収録している。

Ⅱ。遺跡の立地と環境

1.地 理的環境

細谷地遺跡は、岩手県盛岡市向中野字野原から同市飯岡新田にかけて所在する。遺跡の東には北上川、北

には雫石川がそれぞれ流れ、北西には標高2,038mの 岩手山を望むことができる。

岩手県北部から県内を南へ貫流する北上川は、蛇行を繰り返しながら岩手県南端を抜け宮城県に至る。宮

城県北部を抜けた北上川は、宮城県石巻湾より太平洋に注ぎ出る。この東北地方を代表する大河川は西に連

なる奥羽山脈、東に連なる北上山地の間を流れ、その流域に多 くの沖積平野を形成している。この北上川の

沖積作用によって形成された平野は、特に中・下流域において発達が顕著であり、その平野部面積は岩手県

内に存在するその他の河川流域よりも広大である。中流域北部に位置する盛岡盆地では、西から雫石川、東

から中津川、梁川がそれぞれ北上川に合流する。

雫石川は、秋田県境、岩手県西部に端を発 し、東へ流れ北上川に合流する。この雫石川は、盛岡盆地西半

において広い沖積地を形成しており、特にこの南岸と北上川西岸にあたる一帯は沖積段丘面が層状に重なる。
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細谷地遺跡は、この段丘面の一角に位置する。この段丘は砂礫層によって構成され、起伏を持ちながら一

帯に広がっている。

細谷地遺跡周辺は、雫石川の氾濫原による低地部分と自然堤防状低位段丘面が複雑に入り組んだ地形を成

している。現在でも水田、宅地、道路などに反映している場所も随所にみられる。このような微地形は、遺

跡の分布・立地と大きく関わるものと考えられ、両者の関連性については今後も開発が進むこの地域の重要

なテーマの一つであると考えられる。   ´
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第 2図 地形分類

-3-



2.歴 史的環境

細谷地遺跡の所在する盛岡市内には、現在約500以上を数える遺跡が確認されている。これら多数の遺跡

は、時代、性格、内容において多岐に渡る。しかし、現段階での遺跡分布状況は、遺跡の時代によってやや

偏在傾向が認められる。

縄文時代の遺跡あるいは散布地は、雫石川北岸に位置する台地上に多くみられ、大新町遺跡などを含む大

館遺跡群などが挙げられる。古代の遺跡は、細谷地遺跡の位置する雫石川南岸、北上川西岸の地域で集落遺

跡が高い密度で分布 している。中世の遺跡は、館跡等を中心として市域各地に散見される。

細谷地遺跡周辺域では、縄文時代の遺跡として熊堂A遺跡が存在する。この遺跡は縄文時代晩期を中心と

する集落遺跡であり、周辺では縄文時代の居住域が特定できる数少ない遺跡である。周辺では居住域ではな

いが、縄文時代の陥し穴等猟場を示す遺構が熊堂、稲荷、野古、飯岡沢田などで確認されている。

この地域では、古代の集落遺跡が多く分布する。古代城柵の一つである志波城跡は、雫石川より約 l k41南

に位置する。志波城跡は803年 に造営された城l14で、雫石川の氾濫により城柵機能を徳丹城に移 したと考え

られている。

今回調査 した細谷地遺跡周辺は、古代の集落遺跡が多 く確認されており、いわゆる盛南開発に伴う発掘調

査によってその全体像が徐々に明らかになりつつある。盛南開発により調査された遺跡は、大宮北、小幅、

熊堂 A、 熊堂 B、 稲荷、鬼柳、野古 A、 台太郎、飯岡才川、飯岡沢田、矢盛の各遺跡、向中野館跡が挙げら

れる。これらの遺跡は、ほとんどが奈良～平安時代の竪穴住居を中心とする集落遺跡である。熊堂 B遺跡で

は、竪穴住居が約80棟、野古A遺跡では、同じく約50棟確認・調査されている。台太郎遺跡の発掘調査事業

は、すでに50次を超え、合計約110,000活 の調査終了面積に対して竪穴住居約600棟が確認されている。さら

に、飯岡沢田遺跡では、古代の墳墓群が確認されており、周辺の竪穴住居群との関係が注目される。

古代に続 く中世の遺構・遺物としては、台太郎遺跡で確認されている礎石建物、堀跡、土墳墓群などが挙

げられる。また、向中野館跡では、中世の館跡の一部であることが発掘調査によって明らかになっている。

近世の遺構・遺物は各遺跡で少なからずみられるが、まとまって確認されているのは台太郎遺跡、小幅遺跡

などである。両遺跡ともに掘立柱建物などの遺構がみられる。

表 1 盛岡南新都市計画整備事業関連調査遺跡一覧 (埋蔵文化財センター調査分)

睫 遺 跡 名 時  代 種  別 阻 遺 跡 名 時  代 種  別

大宮北 古代 集落跡 野古A 古代・平安 集落跡

小幅 古代 集落跡 飯岡沢田 古代 集落跡

17 本宮熊堂 (熊堂 B) 古代 集落跡 台太郎 古代 集落跡

稲荷 古代 集落跡 飯岡才川 古代 集落跡

鬼柳 古代 集落跡 細谷地 古代 集落跡

向中野館 中世 集落跡
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表 2 周辺の遺跡一覧 (1)

聴 遺 跡 名 時 代 種 別 阻 遺 跡 名 時 代 種 別

1 細 田 古代・平安 散布地 熊堂 I 縄文・古代 集落跡

2 館 (太田館) 古代 。(平安) 集落跡 熊堂Ⅲ 古代・平安 集落跡

3 八ツロ 古代 散布地 熊堂Ⅱ 古代・平安 集落跡

4 八 卦 古代 。(奈良・平安) 集落跡 下久根Ⅱ 縄文・古代 散布地

5 上野屋敷 古代 散布地 石持 古代 散布地

6 畑 中 古代 集落跡 松島 古代 集落跡

7 小沼 古代・平安 集落跡 田中 古代・平安 集落跡

8 五兵衛新田 古代 集落跡 南谷地 古代・平安 集落跡

9 天 沼 古代 集落跡 因幡 縄文・古代 散布地

0 竹鼻 古代 集落跡 新井田] 古代 散布地

石 仏 古代 集落跡 木節 古代 平安 集落跡

2 /kF日 古代 集落跡 アイノ野 縄文 散布地

3 小林 古代 集落跡 湯壷 縄文 散布地

4 大宮 古代 。中世 集落跡 後 島 縄文 散布地

鬼柳 C 古代 集落跡 小田 I 古代 散布地

鬼柳 B 古 代 集落跡 新田 古代・平安 集落跡

野古B 古代 散布地 湯沢大館 古代～中世 散布地

上越馬 B 古代 集落跡 一本松 平安 散布地

辻屋敷 古代 集落跡 大島 古 代 散布地

堤 縄文・古代 散布地 間木 古代 散布地

月見山 縄文・古代 散布地 境田 古代 散布地

山中 縄文・古代 散布地 葛本 古代 散布地

蟹沢下 古代 散布地 陣当 古代 集落跡

細越 縄文 散布地 生畔 古代 集落跡

飯岡山館 中世 散布地 夕覚 古代 散布地

高館古墳路 奈良～平安 古墳 向中野幅 古代 集落跡

高館 縄文 散布地 南仙北 縄文 古代 集落跡

大柳 I 古代 集落跡 碇堰 古代・奈良 集落跡

藤島Ⅱ 平安 ? 散布地 西鹿渡 古代 集落跡

藤島 縄文・平安 集落跡 百目木 縄文・古代 集落跡

二 又 古代・平安 散布地 坂の下 縄文 散布地

西田A 古代 集落跡 中島 古代 集落跡

西田 B 古代 集落跡 三本柳幅 縄文・古代 集落跡

前田 古代 集落跡 下永林 縄文・古代 散布地

矢盛 古代 散布地 いたこ塚 近世 祭祀跡

深淵 I 古代・平安 集落跡 永井経塚 祭〒E跡

飯岡林崎Ⅱ 古代 集落跡 永井前田 古代 散布地

赤坂Ⅱ 平安 ? 散布地 神 田 古代 散布地

飯岡赤坂 古代 散布地 神田塚 近 世 祭祀跡

いたこ塚 近 世 祭斤E跡 下永井 古代 散布地

小館 (羽場館) 中世 散布地 荒屋 古代 集落跡

砂子塚 古代 散布地 高格A 古代 集落跡

飯岡林崎 I 古代 集落跡 高櫓 B 古代 散布地

上新田 古代・平安 集落跡 和野 古代 散布地

深淵コ 古代 平安 集落跡 三百刈田 古代 。中世 集落跡

西 古代・平安 集落跡 古館 中世 散布地

高屋敷 I 古代 散布地 見前館 古代 集落跡.城館跡

高屋敷Ⅱ 古代・平安 散布地 見前中島 古代 散布地

下久根 I 古代縄文 散布地 伊志田 古代 散布地
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随 遺 跡 名 時 代 種  別 � 遺 跡 名 時 代 種  別
見前中島 古代 散布地 黒石野平 古代 (平安) 集落跡

伊志田 古代 散布地 東緑が丘 縄文 散布地

大桜前 古代 集落跡 上国一里塚 近世 祭〒E跡

上浅子 古代 散布地 箱清水 縄文・古代 散布地

大波野 I 古代・縄文 散布地 右京長根 縄文 散布地

大波野コ 縄文 散布地 八幡森 縄文 散布地

赤林一里塚 江戸 散布地 高松神社裏 縄文 散布地

島 不明 散布地 高松 縄文・古代 散布地

湯 沢 縄文 散布地 上堤頭 縄文 散布地

白沢 縄文 散布地 長根 縄文 散布地

滝沢笹森 縄文・奈良・平安 散布地 宇登坂 縄文 散布地
17 大緩 縄文・平安 散布地 櫃石 縄文 散布地

別当森 縄文・平安 散布地 洞清水 縄文 散布地

笹森 縄文 散布地 稲荷窪 縄文 散布地

室小路8 縄文 散布地 上田山 縄文・古代 散布地

室小路 16 縄文 散布地 金比羅前 縄文 散布地

室小路5 縄文・平安 散布地 南武家墓所 近世 散布地

室小路 9 縄文 散布地 久保屋敷A 縄文 散布地

室小路 15 縄文 散布地 岩清水 縄文 散布地

室小路Ⅱ 縄文・古墳 散布地 新茶屋 縄文 散布地

室小路3 縄文 奈良 平安 散布地 歳ノ神 縄文 散布地

穴 口 縄文・古代 集落跡 177 新茶屋口 縄文 散布地

室小路10 縄文 。弥生 散布地 合間 縄文 古代 散布地

室小路4 縄文 散布地 道下 縄文・古代 散布地

室小路12 縄文・平安 散布地 甘石 縄文 散布地

室小路6 縄文 散布地 屠牛場 縄文・古代 散布地

室小路■ 縄文・奈良 散布地 楢山田 縄文 散布地

室小路7 縄文・古墳・奈良・平安 散布地 愛宕山 近世 散布地

室小路13 縄文・古代 散布地 四 ッ家 古代 散布地

室小路 I 縄文・平安 散布地 久保屋敷 B 縄文 散布地

室小路14 縄文・古代 散布地 永祥院経塚 近世 経塚跡

諸葛川 縄文・古墳・奈良・平安 集落跡 鍛治町 近世 一里塚

高柳 縄文・弥生・古墳・奈良,平安 集落跡 盛岡城 中世 。近世 散布地

堤橋 縄文 。古代 散布地 獅子が鼻 中近世 散布地
0 諸葛橋 縄文・古代 散布地 0 鼻子 縄文・弥生 散布地

l 氏子橋 縄文 古代 散布地 1 新庄 縄文 散布地

2 上堂頭 縄文 古代 集落跡 2 瀬戸 縄文・弥生 散布地

3 赤異 縄文 古代 散布地 3 花垣館 (花坂館) 中世 散布地
4 長橋町 縄文・古代 散布地 山王山 縄文・古代 集落跡

5 水道 縄文・古代 散布地 砂溜 縄文・古代 集落跡

幅Ⅲ 古代 集落跡 中野館 中世 散布地

幅 コ 古代 集落跡 大慈寺町 縄文 散布地

幅 I 古代 (奈良) 集落跡 新山館 古代 。中世 近世 集落跡,城館跡

大館堤 縄文 。古代 集落跡 金勢 縄文・古代 散布地

稲荷町 縄文・古代～近世 集落跡 葛西館 縄文～古代 散布地

1 大新町 縄文 。古代 集落跡 立 石 縄文・古代 散布地・集落跡

安倍館 (厨川城) 縄文 。中世 散布地 壇ケ森 縄文～近世 散布地

上堂 縄文・古代 散布地 蝶ヶ森館 中世 散布地

前九年 縄文 集落跡 縄文・古代 散布地

宿田南 中世・近世 集落跡 角下 縄文・古代 散布地

表 2 周辺の遺跡一覧 (2
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Ⅲ.調査の方法
1.発 掘調査の方法

調査開始時、調査区境に沿って調査区を全周する細長い試掘 トレンチを掘削し、その土層断面によって調

査区全域での遺構検出面を確認した。その後表土をバックホーにより除去 し、それ以降の掘削作業は入力で

おこなった。調査中は適宜、写真撮影および実測をおこない記録の保存に努めた。

調査区割とグリッドの設定および遺構名称は、盛岡市教育委員会の方針に従っている。正方形グリッド最

小単位を 2× 2mと した。グリッド (区画点)の設定および実測に用いた基準点は表 3の とおりである。

遺構出土遺物は遺構・位置・層位の各単位で取 り上げ、遺構外出土遺物はグリッド (区画点)・ 層位単位

で取り上げた。

遺構名は遺跡内統一の連番であるため、調査時に付与したものが欠番になることもあったが、統一連番に

するべく新 しい遺構名 。番号を与え報告した。また、過年度調査されている遺構の続きは、過年度調査の遺

構名および遺構番号をそのまま踏襲 した。遺構名略号は、竪穴住居 (RA)・ 竪穴住居状遺構 (RE)。 土坑

(RD)。
J性格不明遺構、その他 (RZ)である。

表 3 基準点・補助点座標一覧

第 4図 調査区割

点名 座標系種類 X  座  標 Y 座 標 Z  座  標

基準点 1
世界測地系 (新 ) 35792.313 26100.409

122.724
日本測地系 (十日) 36100.000 26400.000

基準点 2
世界測地系 (新 ) -35792.313 26100.408

122.776
日本測地系 (旧 ) -36100.000 26450.000

補助点 1
世界測地系 (新 ) -35800.312 26050.410

122.960
日本測地系 (十日) -36108.000 26850.000

補助点 2
世界測地系(新 ) -35800.312 26100.409

122.760
日本測地系 (十日) -36108.000 26400.000
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2.整 理作業の方法

発掘調査中に作成 した遺構実測図は必要に応 じて合成および修正をおこない、必要なものは第 2原図を作

成し浄書 した。遺構名は、発掘調査時のものと整理作業・報告書用のものとで新旧の対応表を作成 した。

発掘調査中に撮影 した遺構写真は、35mmモ ノクロ 。35mmカ ラーリバーサル・6× 7版モノクロを使用 し、

それぞれファイルに整理し台帳を作成した。本書では、そのうち必要な遺構写真について紙焼き、 トリミン

グをおこない写真図版に掲載した。

出土 した遺物は、水洗 した後注記・接合 し、必要な遺物に関しては石膏による復元をおこなった。それら

作業過程中、本書に掲載するものを選出し実測、写真撮影を実施した。実測 した遺物は浄書をおこない挿図

版として掲載 し、撮影 した遺物写真についてもすべてを写真図版に掲載した。掲載した遺物は、原則的に実

測に堪え得るものを中心に選出した。また、体部のみの破片は器壁の傾きが判明する遺物のみを選出した。

遺物写真は、立面での撮影を原則としたが、立面での撮影が不可能な破片については平面的な撮影をおこ

なった。なお、遺物撮影はデジタルカメラ (300万画素程度)を用いた。

3.記 載方法 と凡例

本書で使用する方位は、座標による方位である。よって平面図中に付されている北方位印はすべて座標に

よる北である。検出した遺構の欠損部分は、波線による推定線を加えて表現 した。また、調査において任意

で設定 した トレンチ掘方、調査区境および現代の攪乱は一点鎖線とし、 トレンチおよび攪乱の平面はケバを

変えて遺構のそれと区別した。

遺構の重複については、平・断面図ですべてを示 している。

個々の遺構平面図は、基本的に遺構主軸を重視 して配置 したが、主軸の定まらない不定形、円形の平面形

態を呈する遺構については、北が上になるように掲載した。竪穴住居の平面図はカマ ドのある側辺を上向き

に配置 し主軸に合わせ、畑状遺構については畝間溝の軸方向に合わせてレイアウトした。

出土 した土器は、本書では以下の通りに分類 し報告することとした◇

従来のあかやき土器とされているITh類は土師器 (非黒色処理、 ミガキなし)と した。この分類は客観性を
持たせることが目的であるが、非黒色処理でミガキの施されない郭と焼成不良の須恵器郭とは極めて不分明

であると言わざるを得ない。両者の決定的な差異は焼成に他ならない。よって、一部で還元が進んでいるも

のや須恵器の形態・製作技法がみられるものは本来須恵器を指向したと考えられ、器表面に黒斑が顕著にみ

られるものは本来土師器を指向していたと考えられるため、部分的に違元不足が認められる土器や黒斑を有

する土器は遺物観察表中の備考欄に表記した。

掲載 した土器実測図は、奈良平城京跡、京都平安京跡の調査報告書に準 じて1/4の縮尺で統一 した。先述 し

た分類により須恵器の断面は黒塗 り、土師器の断面は白抜き、黒色処理されている土師器は半分にアミをか

け表現 した。調整の痕跡は表のとおり区分し、内外面ともに中央半分のみの表現にとどめた。口縁部に施さ

れるヨコナデは、図の煩雑さを避けるため表現していない。また、土器実測図における稜線は弱い屈曲や口

縁端部、底端部の稜を一点抜き直線、強い屈曲や明瞭な調整の変化点は実線、ロクロ等の回転力を利用 した

回転ナデは、その凹凸の凸部に二点抜き直線で表現した。

竪穴住居出土遺物は、原則的に住居毎のまとまりで図・写真を掲載したが、遺構間で接合 した遺物は本文

中・遺物観察一覧に表記し、より原位置に近い出土状況にある遺構の方を優先させ掲載した。
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表 4 土器調整一覧

調整作

用媒体

ロクロ等

の回転力
調整技法名 施される吉【位 器面に残る痕跡 実測図表現方法

工具

×

ヘ フ ナ ア 甕の体部など

明瞭な条線のない

不定方向で断続的

な正具の単位

ケ 甕の体部など

不定方向で断続的

な数条単位の細か

な条線

ヘ ラ ケ ズ リ 甕の体部外面など
不定方向で断続的

な砂粒の動き

ガ キ 杯体部など
断統的で光沢 のあ

る細い単位の筋

○ 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ 然底部など

横、螺旋方向に連続

して見 られる砂粒

の動き

指十皮 (布 ) △ ヨ コ ナ ア 各器種口縁部など

口縁部等に見 られ

る横方向の連続的

な粘土の動き

指

× ナ ア 各器種各部

不定方向、単位不定

の断続的な粘土の

動き

○ 回 転 ナ デ 郭・甕体部など
横・螺旋方向に連続

的な粘上の動き
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Ⅳ.検出遺構と出土遺物
1.基 本層序 と遺構配置

遺跡の基本層序は、大別すると I層～Ⅱ層である。

I層は灰黒色シル トで近現代の混入物を含む層である。細分すると表土、耕作土、攪乱層などから構成さ

れる。

Ⅱ層は黒褐色シル トで、この層上面が古代の遺構検出面である。部分的にしか遺存 していない。特に、調

査区南側は削平が著しいため遺存していない。無遺物自然堆積層である。

Ⅲ層はⅡ層の削平が著 しいところでは I層直下で検出される。細分すると上層からⅢ-1層 は、暗褐色シ

ル ト層で漸位的に変化 している無遺物自然堆積層、Ⅲ-2は黄色シル ト層、Ⅲ-3は黄色砂層、Ⅲ-4は黄

色砂礫層である。いずれも無遺物自然堆積層である。

遺構調査区は概ね東西方向に長い形状を成し、過年度調査区南端と隣接している。検出した遺構は、調査

区北端および東側の 21・ 2J。 31・ 3」 ・ 2H・ 3Hにかけて竪穴住居、調査区西側の 3G・ 3Hにか

けて畠状遺構がみられる。

2H区

第 5図 基本層序断面

I区
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第 6図 遺構配置
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2.竪 穴住居・竪穴住居状遺構 と出土遺物 (RA008・ RA 034・ RA 035・ RA040～ 051・ RE006)

今回の調査では、堅穴住居15棟・竪穴住居状遺構 1棟を検出した。調査区を便宜的にHoIラ イン (Y=
26400,000上 )で東西 2分割すると、調査医東側で10棟、調査区西側で 5棟となり、やや東側に偏在する傾向

にある。特に 21区は最も分布密度が高い。また、遺構埋土に十和田 a降下火山を含むものも存在する。

R A008竪穴住居 (第 7図、写真図版 4)

3H区に位置し、第 4次調査で検出された堅穴住居に続く遺構である。全体的に現代の水路によって削平
を受けているが、床面は良好に残存 している。

平面形態は全体が不明であるが、方形であると考えられる。規模は、残存する南北長0.6m、 東西長2.8m、

深さ13cmを 狽1る 。カマ ドおよびそれに付随する施設、焼土はみられなかった。

南側壁は、東西に流れる現代の水路による攪乱を受けているが、南西隅は屈曲の始まりを示 し、堅穴住居

角に近いと考えられる。

埋土は、現代の水路の影響で、ややグライ化 しているシル トであった。

カマ ドおよびそれに付随する施設、出土遺物は第 4次調査部分と同様にみられなかった。

出土遺物もなく、時期も不明である。

R A034竪穴住居 (第 8図、写真図版 4)

21区に位置し、第 4次調査で検出された堅穴住居に続 く遺構である。第 4次調査では、この住居の北側
1/3が調査されている。住居南側は、東西に流れる現代の水路による攪乱を受けている。

また、遺構西側はRA035と 重複が認められる。第 4次調査断面では、このRA034が別遺構を破壊 していると

報告されている。今回の調査で、この別遺構はRA035の 一部であることが判明し、このことからRA034は RA035

より新 しい遺構であると考えられる。平面では重複する部分が水路により欠損 しているため不明確である。

よって、両者の先後関係は第 4次調査の成果から考えられるのみである。

先述 した通り攪乱が著 しいため全体の規模は不明である。 しかし、第 4次調査の成果を勘案すると東西長

3.6mを測 り、南北長3.5m以上であると推定される。
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第 7図  R A008堅 穴住居
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A034 '1                     7
YR4/3 にぶい赤褐色シル トの焼土 (細粒砂含む 炭化物粒含む)
YR4/8 赤褐色ンル トの焼土 (細粒砂含む 炭化物粒含む )
5YR3/3 暗褐色シル ト(炭化物粒含む 土器片含む)
.5YR2/3 暗褐色ンル ト(細粒砂含む 焼土粒含む 粘性やや強い )
5YR3/4 嗜褐色ンル ト(細粒砂含む 地山土粒状に含む )
.5YR3/1 黒褐色ンル ト(地山ブロック含む )
OYR3/1 黒褐色シル ト(細粒砂～粗粒砂含む 攪乱 )

RA034 P2
1 10YR2/1 黒褐色ンルト(細粒砂含む 小礫含む)
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第 8図  R A034堅 穴住居

平面形態は、直線のみの検出、残存であったため不明である。 しかし、第 4次調査より方形であると考え

られる。

埋土は上 。中・下の 3層からなり、若干の凹凸はあるもののほぼ水平に堆積している。中層および下層に

は火山灰が認められるが、下層の方がより顕著である。この埋土は、水平な堆積で顕著なブロック土を含ま

ないため自然堆積であると考えられ、同時に下層は火山灰降下により近い時期の堆積層であると考えられる。

床面は、ほぼ全面固く締まり、貼床が施されていると考えられる。また、床面において Pl、 P2をそれ

ぞれ検出した。

Plは、平面長軸39cm。 短軸26cmの楕円形を呈する小土坑である。床面および東側壁を袋状に掘り込んで

いるが、竪穴住居埋土での掘 り込みはみられないことから、この住居に伴う何らかの施設であったと考えら

れる。埋土には炭化物や焼土を多 く含み、規模に比して遺物も多 く出土 した。

P2は直径19cmの 平面円形を呈する小形の土坑である。深さは21cmを 測 り、床面から掘 り込まれている。

埋土は火山灰を含まない黒褐色土層で、遺物は出土 していない。

出土遺物 (第 9図、写真図版39)

出土した遺物は土師器郷 。土師器甕である。 1～ 6は土師器FTNで ある。

1は 日縁部～底部にかけて良好に残存する。内面ミガキ調整で黒化処理され、底部は回転糸切り後無調整

である。体部外面に「上」という文字が倒位で墨書されている。墨書の文字は、筆順・字体・筆の運びとも

ノプザ
イ″
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0          (S=1:4)

に非常に整っている。住居内土坑 Plの焼土

を伴う埋土より出土 した。

2は 口縁部～底部にかけて良好に残存する。

内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は回転

糸切 り後無調整である。住居内土坑 Plの 焼

土を伴う埋土より出土 した。

3は 日縁部～底部にかけて残存する。不明

瞭ながら内面 ミガキ調整で黒化処理され、底

部は切 り離し回転ヘラケズリ調整である。住

居内土坑 Plの 焼土を伴う埋土より出土した。

4は 口縁部～体部下半にかけて残存する。

内外面ともに回転ナデのみの調整である◇体

部下半でやや膨らみを持つ特異な器形を呈す

る。住居埋土中より出土 した。

5は体部下半～底部にかけての破片である。

内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は切 り

離し後回転ヘラケズリ調整である。住居内土

坑 Plの 焼土を伴う埋土より出土した。

6は体部半ば～底部にかけての破片である。

内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は

第 9図  R A034堅穴住居出土遺物

回転糸切り後無調整である。住居埋土中より出土した。

7は土師器甕である。成形および調整にロクロは使用されていない。外面調整は下半のヘラケズリと上半

のハケで、それぞれ痕跡の見え方が異なるが、調整の単位幅、調整方向ともに同じであるため同一工具で施

されたと考えられる。内面調整は横方向のハケで体部全面、密に施されている。口縁部は短 くわずかに外方

に開く。住居内土坑 Plの 焼土を伴う埋土より出土した。

R A035堅穴住居 (第 10。 11図、写真図版 5)

調査区中央やや東寄 り、 21区 南西隅に位置する。遺構北西隅が区画点 2121eに近接する。
検出面は第 1層直下、標高122.600mを測る。この検出面は、木の根の浸食を受けているため、非常に凹凸

の著 しい面であった。また、東西に流れる現代の水路により東西両側壁の一部を攪乱されている。

平面形態は、ほぼ方形を呈するものと思われる。北西側壁は、第 4次調査区で検出されており、第 4次調

査「RA35住 居跡」に続 く遺構である。

規模は、短軸である南北長6.1lm、 長軸である東西長は推定6.65m、 深さ22.6cmを 測る。今回検出した竪

穴住居群中最大の規模を有する。

埋土は、概ね上・下 2層のシル トからなり、上層には多量の火山灰を含む。火山灰は、比較的大きな塊状

を呈するが、降下時の純堆積ではないと考えられる。

東側壁は、南半が良好に残存 しているが、北半は現代の水路によって攪乱されている。また、同様に一部

RD141に よって切られている。西側壁は、東側壁と同様に現代の水路によって一部削平されているが、調査区

-14-
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RA035埋土
表± 10YR4/1 褐灰色シル ト(粗粒砂含む )
1 10YR3/1 黒褐色シル ト(火山灰ブロック含む )
2.10YR3/2 黒褐色シル ト(細粒砂～粗粒砂含む 雑物含む)
3.10YR3/2 黒褐色シル ト(炭化物粒、火山灰粒多く含む)
4.10YR2/1 黒褐色シル ト(地山ブロック少量含む )
5 10YR2/3 黒褐色シル ト(地山土粒状に少量含む )
6 10YR2/2 黒褐色シル ト(細粒砂含む 地山土粒状に多く含む )
7 10YR2/3 黒褐色シル ト
8.10YR2/3 黒褐色シル ト(地山ブロック、他の層より多く含む)
9.10YR3/3 暗褐色シル ト(地山ブロック含む )
10 10YR3/1 黒褐色シル ト(地山上粒状に含む)
11 10YR3/4 暗褐色シル ト(地山ブロック少量含む )
12.10YRS/8 黄褐色砂質シル ト(地山 ?)
13 10YR2/3 黒褐色シル ト(壁溝埋土 )
14 10YR4/3 :こ ぶい黄褐色シル トと10YR2/2黒褐色シル トの混合土
貼 り床部分
15 5YR5/8 明赤褐色シル トの焼土 (炭化物粒含む)
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3,7.5YR2/3 極暗褐色シル ト(炭化物片含む 底面は砂礫層 )
RA035 P2
1.10YR2/2 黒掲色ンル ト(地山ブロック含む 粘性やや強い )

122400 k'    ゼ         122400  ゼ'

RA035-P7

122.400

RA035 P3
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2.10YR4/4 掲色シル ト(焼土ブロック含む )
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1.10YR2/2 黒掲色シル ト(炭化物粒、焼土粒含む )
RA035 P5
1 10YR2/1 黒褐色シル ト(小礫含む 桂痕 ?)
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第10図  R A035竪 穴住居
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3.10YR5/8 黄褐色シルト(細粒砂含む)
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第 11図  R A035堅穴住居カマド

境まで概ね良好に残存 している。南側壁は、最も良好に残存 している。北側壁は、今回の調査区では検出で

きなかったが、第 4次調査区内で検出されている。

カマ ドは、北側壁調査区境に位置する。カマ ド両袖は、構築用の礫が露出した状態であった。カマ ド燃焼

部はカマ ド袖よりやや南に位置し、本来カマ ド袖がもう少 し南まで延びていたことを示している。

煙道および煙出しは、不明である。存在するとすれば、第 4次調査区にみられると推定されるが、検出さ

れていない。

床面は、残存 している長さ南北3.2m、 東西3.15mを測 り、堅 く締まっている。

床面では土坑10基、周溝 1条を検出した。

床面の貼床は、厚さ約 5 clllを測る。完掘したが、柱穴はみられなかった。調査では明確にできなかったが、

床面で検出した10基の土坑のうちいくつかは柱穴になる可能性 も考えられる。また、直径Ocmの 範囲で焼土

面を確認 したが、どのような性格を有するものかは不明である。

遺物は、竪穴住居埋土および付属する施設等から土師器を中心に土器類が出土した。遺構および遺物から

9世紀後半～10世紀前半にかけての竪穴住居であると考えられる。

-16-
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R A035出 土遺物 (第12図、写真図版40。 41)

出土した遺物は土師器坪・土師器高台付邦・土師器甕・須恵器甕である。 1～ 8。 11～ 13は土師器lThであ

る。

1は日縁部～底部にかけて良好に残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は切り離し後不定方向

のヘラケズリ調整である。また、体部外面に正位で「方」と墨書されている。住居北東部埋土より出土した。

2は 日縁部～底部にかけて良好に残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は切り離し後体部最下

端～底部外周にかけて回転ヘラケズリ調整が施されている。また、林部外面に正位で「大」と墨書されてい

る。

3は 口縁郡～底部にかけて良好に残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は回転糸切り後無調整

である。住居埋土中より出土した。

4は 回縁部～底部にかけて良好に残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は切り離し後体部最下

端～底部外周にかけて回転ヘラケズリ調整が施されている。住居埋土中より出土した。

5は体部上半～底部にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は回転糸切り後無調整

である。体部外面に正位で「村」と推測される 1文字が墨書されている。住居埋土中より出土した◇

6は 口縁部～底部にかけて良好に残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は回転糸切り後無調整

である。住居カマ ド付近埋土中より出土した。

7は 口縁郡～底部にかけて良好に残存する。内外面ともに回転ナデのみの調整であり、底部は回転糸切り

後無調整である。また、日縁部はやや外反する。住居埋土中より出土した。

8は 口縁部～底部にかけて良好に残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は回転糸切り後無調整

である。住居埋土中より出土した。

11は 日縁郡～体部下半にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整であり、底部調整は不明

である。また、口縁部はやや外反気味である。住居埋土中より出土した。

12は底部のみの破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整であり、底部は回転糸切り後無調整である。

また、底部外面には黒斑が認められる。住居埋土中より出土した。

13は 口縁部～体部下半にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整であり、底部調整は不明

である。また、日縁部はやや外反気味であるょ住居内土坑 3埋土中より出土した。

9。 15～ 22は土師器甕である。

9は誉部下半～底部にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整であり、底部は回転糸切り

後無調整である。住居埋土より出土した。

15は 日縁部～体部にかけての破片である。外面調整は縦方向のヘラケズリ、内面調整は横方向の
ハケがそ

れぞれ施されている。体部はやや丸みを持ち、口縁部は緩 く外反する。住居内土坑 3埋土中より出土した。

16は 回縁部～体部上半にかけての破片である。外面調整は縦方向のヘラナデ、内面調整は横方向の
ハケが

それぞれ施されている。日縁部は短く、わずかに外方に開くのみである。住居北側埋土中より出土した。

17は 口縁部～体部にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整で、日縁部は端部でわずかに

上方に向く。住居内土坑 3よ り出土した。

18は 口縁部～体部下半にかけて残存する。外面は縦方向のヘラケズリが施され、日縁部はわずかに屈曲さ

せるのみで、 ヨコナデが施されていない。住居内土坑 1埋土中および住居埋土中より出土した。

19は 口縁部～体部にかけての破片である。内外面ともに回転ナデ調整である。この調整によって不明瞭に

-18-
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1.10YR2/2 黒褐色シルト(細粒砂含む 地山土泣状に微量含む)
2.10YR2/1 黒褐色シルト
3.10YR3/1 黒褐色ンルト(地山ブロック多く含む 焼土粒微量含む)
4.10YR2/3 黒掲色シルト(地山土粒状に含む)
5.10YR5/8 黄褐色砂質シルト(10YR2/2黒褐色シルトブロック多く含む)
6.10YR3/3 暗褐色ンルト(雑物多く含む 杭による攪乱 粘性強い)
7.10YR5/8 黄褐色粘土質ンルト(10YR3/2黒褐色シルトプロック含む 一部はグライ化している)

RA040 Pl
l.10YR5/8 黄褐色シルト(10YR3/1黒褐色シルト斑状に含む)
2.10YR3/1 黒褐色シルト(地山ブロック多く含む)
3.7.5YR2/3 極暗掲色シルト(地山ブロック多く含む 2層より多い)
4.10YR3/2 黒褐色ンルト(地山ブロック含む 細粒砂～小礫含む)

RA040 P2
1.10YR3/1 黒褐色粘土質シルト(地山土粒状に微量含む)
2.10YR5/8 黄褐色シルト(炭化物粒微量含む)

お
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第 14図  R A040堅穴住居カマド

なっているが、かすかに平行タタキの痕跡が認められる。また、器壁断面の輪積み痕は非常に明瞭である。

日縁部は短 く外方へ開く形状である。住居内カマ ド埋土中より出土 した。

20は体部半ば～底部にかけての破片である。内面調整はハケである。また、底郡外面には木葉痕が認めら

れる。住居埋土中および住居内土坑 3埋土より出土 した。

21は体部～底部にかけて残存する。外面調整は縦方向のヘラケズリ、内面調整は横方向のハケが施されて

いる。また、底部外面には木葉痕が認められる。体郡下半には焼成前の刻書がみられるが、文字か記号か、

にわかには断じ得ない。 しかし、文字であるならば筆順と出土文字傾向より倒位の「大」である可能性 も考
えられる。住居北東埋土中より出土した。

22は体部～底部にかけて残存する。面調整は縦方向のヘラケズリ、内面調整は横方向のヘラナデが施され

ている。また、底部外面には木棄痕が認められる。住居北西埋土中より出土した。

10は土師器高台付邪である。体部下半～高台部にかけての破片である。調整は摩滅のため不明瞭であるが、

内面はミガキと黒化処理されている可能性がある。底部は切 り離し後高台が貼 り付けられ、さらに回転ヘラ

ケズリが施されている。住居埋土より出土した。

“
Ｎ
博
・一
一
Ｏ
　
　
　
　
ｎ
・
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16は土節器鉢である。□縁部～体部にかけての破片である。内外面ともに回転ナデ調整が施されているが、

体部外面には不定方向のヘラケズリも施されている。日縁部は丸みを持ちながら上方に端部を向け強いヨコ

ナデが施されている。住居内土坑 3よ り出土した。

23は須恵器甕である。日縁部のみの破片であるため口径等の法量は不明である。日縁端部直下に波状文が

施されている。

R A040(第 13。 14図、写真図版 6・ 7)

調査区中央西寄り、 2H区 南端中央に位置する。遺構南西隅が区画点 2H24eに 近接する。

検出面は第 1層直下、標高122,700mを測る。この検出面は、木の根の浸食を受けているため、やや凹凸の

著 しい面であった。また、東西に流れる現代の水路により中央の一部を溝状に攪乱されている。

平面形態は、ほぼ方形を呈し、平面規模は南北3,4m、 東西3.8m、 深さ42cmを測る。

埋土は、概ね上下 2層 のシル トからなり、ほば水平堆積である。いずれの埋土にも地山ブロックが含まれ

ているが、堆積の状況から人為的な堆積とは考えられない。

東壁は、カマ ドの設置位置である中央やや北寄りの一部が現代の水路によって攪乱されている。西壁も同

様に中央部が水路によって攪乱されている。南壁は良好に残存しており、北壁は西半が調査区外である。

カマ ドは、水路によりほば完全に削平されているが、燃焼部のみを良好に検出した。カマ ド袖はすべて失

われているため規模および形状は不明である。燃焼部には焼土がみられ、この焼土の範囲上面に土器が集中

して出土した。土器は土師器甕 1個体分で、故意に破砕して敷かれたと考えられる。

煙道および煙出しは、現代の水路により削平を受けているが、全体の長さの約1/3が トンネル状に残存して

いる。

床面は、南北3.2m、 東西3.4mを測り、堅く締まっている。水路による攪乱は、概ね床面直上までしか及

んでいないため床面は全体的に良好な状態で残存している。

床面では土坑 2基を検出した。 2基 ともに本来存在 したと考えられるカマ ド袖の両外側で検出し、いずれ

も東側壁を朗って掘り込まれている。また、

埋土中から翔り込まれていないことから床

面と同時に機能した土坑であると考えられ

る。

床面の貼床は、厚さ約 5 cmを測る。完掘

したが、柱穴はみられなかった。

遺物は、竪穴住居埋土および付属する施

設等から土器を中心に出土した。遺構およ

び遺物から9世紀後半～10世紀前半にかけ

ての竪穴住居であると考えられる。

R A040出 土遺物 (第15図、写真図版42)

出土した遺物は土師器郭・須恵器イ・土

師器甕である。

1は土師器辱である。内面ミガキ調整で

0           (S=1:4)          20cm

∞
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第 15図  R A040堅 穴住居出土遺物



黒化処理され、底部は回転糸切り後無調整である。住居埋土から出土 した。

2は須恵器FThで ある。底部は回転糸切り後無調整であり、体部が帯状に還元不足を示す。床面直上から出

土した。

3は土師器甕である。体郡下半の調整痕は縦方向のヘラケズリとみられるが、上半はハケに転化している

ようである。両者の調整痕は見え方が異なるが、工具の単位、方向など同一視でき、いずれの調整も同一工

具により同時に施された一連の調整であると考えられる。また、内面調整は横方向のハケである。口縁部～

頸部にかけては、ヨコナデは施されているが、ほとんど屈曲せず直立気味である。大部分の破片がカマ ド前

床面で出土した。

R A041竪 穴住居 (第 16～ 18図、写真区版 8・ 9)

調査区中央やや東寄り、 31区 北端に位置する。遺構北東隅は、 31lkの 区画点に近接する。

検出面は第 1層直下、標高122.400mを測り、ほぼ平坦な面である。

平面形態は、概ね長方形を呈する。北壁と南壁の一部は、現代の攪乱によって欠損しているが、その他は

良好に残存していた。

規模は、短軸である南北長4.46m、 長軸である東西長5.20m、 深さ26.8cnを測る。

埋土は、概ね 2層のシル トからなる。

東壁は、西壁は、南壁は、北壁は、

カマ ドは、東側辺中央よりやや南よりに設置されている。カマ ド両袖および煙道側天丼部ともに、良好に

残存 している。カマ ド袖構築土を除去するとしっかり組まれた石列がその姿を現す。石組みは両袖ともに

2～ 3段積み上げられており、地山削り出しと合わせて袖の芯部となっている。

煙道は、天丼部が良好に残存するトンネル状を呈する。煙道に取り付 く煙出しは間口の広い筒状を呈する。

床面は、南北4.6m、 東西4.8mを測り、全体的に堅く締まっている。

床面の貼床は、厚さ約 5 cmを測る。完掘したが、柱穴はみられなかった。

さらに、床面では比較的大形の土坑を 4基検出した。これらの土坑は、すべて貼床を含む床面から掘り抜

いて作られている。堅穴住居埋土の上からの掘り込みではないことは、RA041竪 穴住居土坑 2が竪穴住居に

設けた土層観察用のベル トから明らかである。

RA041竪 穴住居内Plは、住居北側壁の一部を切って掘り込まれている。長軸1.4m、 短軸1.Omを測る長楕

円形を呈する。底面は住居床面より約20cm下 に位置する。

RA041竪穴住居内P2は、直径1.2mの 平面円形で、深さは堅穴住居床面から最深部で65cmを測る。埋土は、

人為的な堆積とは認められず、竪穴住居埋没に伴って自然に堆積 したものと考えられる。土坑の周囲には、

平面環状に固く締まった砂礫層が巡る。この砂礫層は、シル トを主体とする堅穴住居埋土や貼床構築土とは

土質が明らかに異なり、地山中のシル ト層より下層に存在する砂礫層に酷似する。また、 この土坑 2は地山

砂礫層まで掘り抜かれており、絶えず湧水が著しい状況であった。これらの様子を総合するとこの土坑は、

この竪穴住居床面が機能している時期に何らかの目的で掘削されたものと考えられる。さらに、非常に固い

地山砂礫層まで掘削 し、掘削に際 して生じた排土を土坑の周囲に積み上げていた可能性が考えられる。

RA041竪 穴住居土坑 3・ 4も 土坑 2と 同様である

遺物は、竪穴住居埋土および付属する施設等から土器を中心に多く出土した。遺構および出土遺物より 9

世紀後半～10世紀前半にかけての竪穴住居であると考えられる。
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RA041埋土
17.5YR2/1 黒色シル ト(根による擬乱 )
2 10YR2/3 黒褐色シル ト(地山ブロック

8.10YR3/2 黒褐色シル ト(地山プロック少最含む P2の爆+)
9.10YR2/1 黒色シル ト(P2の埋土 )
10.10YR2/2 黒褐色シル ト(粗粒砂含む )
11.10YR3/4 暗褐色シル ト11.10YR3/411.10YR3/4 暗褐色シル ト
12.10YR3/4 暗褐色ンル トと10YR2/3黒 褐色シル トの混合土 (貼り床部分 )

第16図  R A041堅 穴住居

二:器誘2層色影Ъ躍 P雪塁ヤク少量含む)  o
5。 10YR3/1 黒褐色シル ト(地山ブロック少量含む 火山灰ブロツク少量含む )
6.10YR2/2 黒褐色ンル ト(地山ブロック少量含む 焼土ブロック少量含む )
7.10YRl.7/1  黒色シ,レ ト
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RA041  Pl
1 75YR2/2 黒褐色ンルト(中粒砂混じる)
2.10YR3/1 黒褐色シルト(細粒砂含む火山灰ブロック少量含む)
3.10YR4/3 1こぶい黄褐色シルト(細粒砂含む 地山ブロック?混 じる)
4.ア.5YR2/1 黒色シルト(細粒砂含む)
■ЮⅦ閉 艶 カレr la翻含む 脚 勁 緒 0刊

122600

122.600

第 17図  R A041堅穴住居カマド

122 400  hi

RA041  P4

1.10YR5/4 にぶい貢褐色砂(小礫多い 下部はより明るい色の砂
しまりなし)

91 h

RA041  P3
1.10YR2/2 黒褐色シル ト(地山土粒微量含む 粘性やや強い)
2 10YR2/3 黒褐色ンル ト(地山ブロック多く含む 粘性やや強い)
3.5YR5/8 明赤褐色シル トの焼土 (炭化物粒含む)
4.10YR2/1 黒色シル ト(砂礫を含む 固く締まる 壁面より湧水あり)

・υ
　
　
　
　
　
　
Ｏ
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RA041 カマ ド・煙道
1.10YR3/4 暗褐色シル ト(小～中礫含む 炭化物粒微量含む )
2 10YR3/3 暗褐色シル ト(焼土粒、炭化物粒微量含む )
3 75YR3/4 暗褐色シル ト(小礫含む 焼上粒、炭化物粒微量含む )
4 75YR2/1 黒色シル ト(地山小 ブロック含む  やや粘性あ り)
5.5YR3/2 暗赤褐色シル トの焼土 (微粒砂混 じる )
6.10YR4/2 灰黄褐色シル ト(焼土粒微量含む )
7.10YR5/6 黄褐色砂質シル ト
8,7.5YR6/6 橙色シル ト(微粒砂含む 炭化物粒含む )
97.5YR2/2 黒褐色シル ト(焼土粒、炭化物粒含む )
10 10YR5/6 黄褐色砂質シル ト(炭化物粒微量含む )
11.7 5YR2/1 黒色シル ト(細粒砂含む )
12.7 5YR4/3 褐色シル ト(焼土粒含む )
13,7 5YR3/4 暗掲色シル ト(焼土粒、炭化物粒含む )
14.ア .5YR2/2 黒褐色シル ト(焼土粒含む )

0           (S=1:20)           lm

一

-24-



第 18図  R A041堅穴住居カマド石組

出土遺物 (第 19図、写真図版42・ 43)

出土 した遺物は土師器および須意器である。

1～ 6・ 8・ H～ 14は土師器郭である。

1は日縁部～底部にかけて良好に残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理され、底郡は切り離し後不定方向

のヘラケズリである。住居床面直上より出土 した。

2は 日縁部～底部にかけて残存する。内外面ともに回転ナデのみで、回転糸切 り後無調整である。住居内

カマ ド袖構築土中より出土 した。

3は 日縁部～底郡にかけて良好に残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は回転糸切 り後無調整

である。住居内カマ ド付近より出土 した。

4は 口縁部～底部にかけて良好に残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は回転糸切 り後無調整

である。判読不可能であるが体部外面に墨書がみられる。文字であると考えられるが、止め・払い等が未熟

で拙 く、字の大さもやや太い特徴がある。住居床面直上より出土 した。

5は 口縁部～底部にかけて良好に残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は切り離し後ヘラケズ

リである。住居内カマ ド天丼部構築土中より出土 した。

6は 日縁部～底部にかけて残存する。日縁部～底部にかけて良好に残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理

され、底部は回転糸切 り後無調整である。床面直上・住居内土坑埋土中より出土 した。

8は内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は回転糸切り後無調整である。住居埋土上層より出土した。

10は林部下半から底部のみの破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は回転糸切り後無調整で

ある。カマ ド燃焼部から出土した。

11は底部のみの破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は回転糸切り後無調整である。床面直

上、煙出し、住居内カマ ド埋土中より出土した。

12は 日縁部から体部にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されている。住居埋土中より出土

した。

13日縁部から体部下半にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されている。住居内カマ ド天丼
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部の構築土中より出土した。

14は林郡下半から底部のみの破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理され、底部は回転糸切り後無調整で

ある。住居床面直上より出土した。

7は土師器高台付郭である。林部外面に不明瞭ながら墨書がみられる。墨書は横位の「祝」などが考えら

れる。日縁端部はやや外反しており、高台は貼 り付けである。住居埋土中位より出土 した。

9は土師器杯であると考えられる。体部下半から底部にかけて残存していないが、他の出土遺物の類例か

ら高台が付 く可能性が高い。内外面ともにミガキ調整で黒化処理されている。日縁端部はやや外反している。

住居南東部埋土中および住居内カマ ド埋土中より出土 した。

15は須恵器小瓶であると考えられる。口縁部のみの破片であるため全体の形状は不明であるが、極端に口

径が小さい。当該期、周辺域での出土事例が皆無であるため比較することができないが、施釉陶器などにみ

られる小瓶に形状が近い。住居検出中に埋土最上層より出土した。

16・ 17は土師器耳皿である。ともに内外面黒化処理され、底部は回転糸切 り後無調整である。 16は 日縁部

が半分程度欠損するのみで、その他は良好に残存 している。煙出し検出中に出土 した。 17は底部のみの破片

であり、内面はミガキ調整が施されている。住居北西部埋土中より出土 した。

18～ 22は土師器甕である。

1は外面縦方向のヘラナデ、内面横方向のヘラナデがそれぞれ施されている。口縁部は短 く外反している。

南西部の埋土およびP3埋土より出土 した。

19は 内外面ともに回転ナデが施されている。頸部～底部にかけて良好に残存しているが、日縁部は残存 し

ていないため形状不明である。カマ ド周辺で集中して出上 しているため、カマ ドの支脚に用いられたものか

もしれない。

20は 口縁部～体部最下端部にかけての破片である。日縁部はヨコナデが施されているが、緩 く外反し頸部

との明瞭な稜は持たない。外面調整は縦方向のヘラケズリ、内面調整は横方向のハケが施されている。また、

体部内面中位には比較的明瞭な輪積み痕を残 している◇カマ ドと住居埋土中より出土した。

21は 口縁部～体部下半にかけての破片である。口縁部は短 く外傾しており、端部は上方に摘み上げられた

ような形態をなす。内外面ともに回転ナデ調整が施されているが、外面下半には縦方向のヘラケズリの痕跡

が認められる。住居内カマ ド天丼部及び袖部の構築土中より出土した。出土状況よりこの土器は、両構築土

中での補強材として用いられていた可能性が高い◇

22は完形ではないものの口縁部～底部にかけて残存している。口縁部は緩 く外反し、体部上半に膨らみを

持つ。外面調整は縦方向のヘラケズリ、内面調整は横方向のハケがそれぞれ施されている。また、それ以外

に内外面ともに脂頭圧痕が数力所認められる。住居南側埋土およびカマ ド埋土中より出土 した。

R A042堅穴住居 (第20～ 22図、写真図版H)

調査区中央やや東寄 り、 21区 南西隅に位置する。住居南東隅が区画点 2124kと近接する。RA046と 切
り合い関係がある。

検出面は第 1層直下、標高122.600mを測る。この検出面は削平が著しく、さらに木の根の浸食を受けてい

るため、やや凹凸の著 しい面であった。

平面形態は、ほぼ方形を呈する。北西角は、攪乱によって欠損している。さらに、北東角は、RA046竪 穴住

居によって切られている。
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第20図  R A042・ 045・ 046堅穴住居
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1.10YR2/3 黒褐色シルト
2.10YR3/3 暗褐色ンルト(地山ブロック少量含む やや粘性強い)
3.10YR2/1 黒色ンルト(地山土粒含む)
4.10YR5/6 黄褐色砂質シルト(焼土粒微量含む)
5。 10YR4/4 褐色シルトと10YR2/3黒褐色シルトの混合土(貼り床部分)
6.10YR4/6 褐色シルト(粗粒砂含む P2埋土)

RA042  Pl

9 122500gょ
I群罷舞量糧9形∵羅聖建観 粒含む底面は砂醐
RA042 P2は埋上に含まれる
RA042 P3
1.10YR2/1 黒色ンルト(細粒砂含む 炭化物粒含む)

1営

122.800 a'

0            (S=1:40)           2m

物
RA042 P3

第21図  R A042堅 穴住居

RA042埋土
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第22図  R A042堅穴住居カマド

規模は、南北長3.76m、 東西長3.50m、 深さ23.6cmを 測る。

埋土は、概ね上・下 2層のシル トからなり、上層は植物の浸食による攪乱が顕著であるが、下層はやや粘

性の強いシル トである。

東側壁は、南半が良好に残存 しているが、北半はRA046竪 六住居によって切 られている。北側壁も同様に

RA046竪 穴住居によって切られている。西側壁および南側壁は、良好に残存 している。

カマ ドは、西側辺の概ね中央部に設置されている。カマ ド南袖は良好に残存しているが、北袖は後世の攪

乱のためか残存 していなかった。燃焼部は、焼土が平面ほぼ円形にみられる。

煙道は西に延びるが、天丼部が残存 していない。本来は トンネル状であったと考えられる。煙道に取り付

く煙出しは間日の広い筒状をする。

床面の貼床は、厚さ約 5 cmを測る。完掘 したが、柱穴はみられなかった。

床面中央には浅い掘 り込みの土坑がみられた。このPlは埋土中に土器片を含む。

5.5YR3/2 暗赤掲色ンルトの焼土(炭化物粒含む)
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西側壁近 くにはカマ ドより北に 1基、カマ ドより南に 1基の土坑がみられた。

北側の土坑であるP2は、住居西側壁に張り付 くように掘 り込まれている。住居埋土から掘り込まれてお

らず、住居床面での掘 り込みである。

南側の土坑であるP3は、 P2よ りもさらに住居西側壁に接している。やや西側壁を快り込むように掘ら

れている。

これら西側壁に接する 2基の上坑は、その位置からカマ ドに関連する何らかの施設であったと考えられる。

遺物は、竪穴住居埋土および付属する施設等から土師器を中心に出土した。遺構および遺物から9世紀後

半～10世紀前半にかけての堅穴住居であると考えられるが、切 り合い関係よりRA046堅 穴住居よりも古い竪

穴住居である。

出土遺物 (第 23図、写真図版44・ 45)

出土した遺物は、土師器 lTA・ 婉・甕である。 1～ 5は土師器年である。

1は 内外面ともにミガキ調整、黒色処理が施されておらず、底郡は回転糸切り後無調整である。また、体

部外面には黒斑がみられる。住居南東部埋土とRA045北 西部埋土から出上 しており、遺構間での接合認めら

れた。

2は 内面 ミガキ調整で黒化処理されている。日縁部～体部が残存 している。 P3埋土から出土 した。

3は内面 ミガキ調整、黒化処理ともに施されていない。底部は回転糸切 り後無調整である。住居南東部埋

土から出土 した。

4は内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部は回転糸切り後無調整である。住居南西部埋土、 P3埋

土、煙道埋土から出土 した。

5は内面 ミガキ調整で黒化処理されており、

底郡は回転糸切 り後無調整である。体郡下

半～底部にかけての破片である。 P2埋土か

ら出土した。

6は土師器高台FThであると考えられる。内

外面ともにミガキ調整で黒化処理され、高台

は貼り付けである。

7は土師器甕である。日縁部～体部にかけ

ての破片である。頸部はあまり外傾せず、日

縁端部がやや外反する。体部外面上半に焼成

前とみられる刻書が施されている。欠損して

いるため刻書全体は確認できないが、何らか

の文字あるいは記号であると考えられる。外

面調整は縦方向のヘラナデ、内面調整は横方

向のハケがそれぞれ施されている。南東部埋

土、P2埋土から出土 した。

(S=1:4)         20cm
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R A043竪穴住居 (第24～26図、写真図版12)

調査区中央やや東寄 り、 21区 南中央に位置する。住居南東隅が区画点 2123Qに近接する。RA050堅穴
住居と切り合い関係がある。

検出面は第 1層直下、標高122.700mを測る。

平面形態は、ほぼ方形を呈するものと思われるが、北東角がRA050南 西角によって切られる。

規模は、南北長4.16m、 東西長40.6m、 深さ23.6cmを 測る。

埋土は、概ね上・下 2層のシル トからなるが、南北方向断面の堆積状況と東西方向の堆積状況がやや異な

る。

西側壁は、良好に残存 しているが、東側壁は、RA050竪 穴住居によって北半が失われているため、南半のみ

が残存 している。北側壁は、東半がRA050竪 穴住居によって失われているため西半のみが良好に残存 してい

る。

カマ ドは、北側辺のほば中央部に設置されている。カマ ド西袖は、床面よりわずかな高まりを確認できた

が、東袖はRA050堅穴住居によって削平されており、痕跡すら確認できなかった。燃焼部は円形の範囲で比較

的厚い焼土層を確認 した。

床面の貼床はみられず、貼床そのものが施されていなかったと考えられる。また、同様に柱穴もみられな

かった。

床面には大小 2基の土坑を検出した。いずれも性格不明である。

遺物は、堅穴住居埋土および付属する施設等から土師器を中心に出土 した。遺構および遺物から 9世紀後

RA050竪穴1主居

北
"r

RA043竪穴住居 ‐山田‐‐‐‐‐‐四〔］）

牝2抑

123.100 a'

0           (S=1:80)          4m
|

第24図  R A043・ 050竪穴住居

-32-



・ｎ
　
ｏ
ｏ
Ｎ
。い
Ｎ
中

贄}Sく
⑧ン)S ttstａイ

d

nl。
| 123.200  a'

122,700 d,

黒色ンル ト(中粒砂少量含む )

灰黄褐色ンル ト(地山プロック多く含む )

黒褐色シル ト

RA043煙十

1.10YR3/2 黒褐色シルト(粗粒砂～小礫含む 雑物多い)
2.10YR2/2 黒褐色シルト(粘性、しまり強い)
3.10YR2/1 黒色ンルト(粗粒砂～小礫含む)

RA043 P2
1.10YR2/3 黒褐色シルト(細粒砂含む 地山土粒含む)
2.10YR2/1 黒色シルトと10YR5/6黄褐色シルトの混合土

蜘一一　　わつシ診呻d

RA043
1.10YR2/1
2.10YR4/2

3.10YR3/2

第25図  R A043堅穴住居
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半～10世紀前半にかけての竪穴住居

であると考えられるが、切り合い関

係よりRA050よ りも古い竪穴住居で

ある。

出土遺物 (第 27図、写真図版45)

出土 した遺物は、須恵器郷 。土師

器算・土師器甕である。

1は須恵器杯である。内外面とも

に回転ナデのみの調整である。底部

は回転糸切 り後無調整である。住居

東側埋土およびRA050竪穴住居床面

直上から出土 した。

2～ 5は土師器lTXで ある。

2は内面 ミガキ調整で黒化処理さ

れている。日縁部～体部下端にかけ

ての破片である。住居北側埋土から

出土 した。

3は内面 ミガキ調整、黒化処理と

もに施されていない。底部は回転糸

切り後無調整である。体部～底部に

かけての破片である。床面直上から

出土 している。

4は内面 ミガキ調整、黒化処理と

もに施されていない。底部は回転糸

122400  
ぜ

RA043

1.5YR3/2

(S=1:20)

カマ ド残存焼止

暗赤褐色シル トの焼土 (上器片含む )

lm

第26図  R A043堅穴住居カマド

切 り後無調整である。体部下半～底部にかけての破片である。住居東側埋土より出土 した。

5は内面 ミガキ調整で黒化処理されている。底部は回転糸切り後回転ヘラケズリが施され、体部最下端ま

で及ぶ。住居東側埋土、床面直上より出土 した。

6は土師器甕である。口径より底径の方が大きく、全体の最大径は体部のやや下にある。林郡下半の調整

痕は縦方向のヘラケズリとみられるが、上半はハケに転化 しているようである。両者の調整痕は見え方が異

なるが、工具の単位、方向など同一視でき、いずれの調整も同一工具によりほぼ同時に施された一連の調整

であると考えられる。また、内面調整は横方向のハケである。底部には木葉痕等は確認できず、ナデや指頭

圧痕により消されたと考えられる。カマ ド埋土中およびRA050竪穴住居埋土より出土した。

R A044(第 28図、写真図版13)

調査区中央やや東寄り、 21区 南端ほば中央に位置する。住居南東隅が区画点 2125kに 近接する。

検出面は第 1層直下、標高122.500mを測る。

平面形態は、北西角が攪乱によって失われているが、ほぼ方形を呈するものと思われる。
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第27図  R A043堅穴住居出土遺物

規模は、南北長2.22m、 東西長は2.1lm、

深さ28.7cmを 測る。今回検出した竪穴住居

群中最小の規模を有する。

埋土は、概ね上・中・下 3層のシル トか

らなり、上層は後世の攪乱を受けている。

東側壁は、全体的に良好に残存している

が、西側壁は後世の攪乱により南半を失っ

ている。また、南側壁は良好に残存 してい

るが、北側壁は一部攪乱を受け欠損 してい

る。

カマ ドに該当するような施設は確認でき

なかったが、北側壁中央部付近で被熱した

石や炭化物、土器が集中しており、カマ ド

の残骸である可能性が考えられる。また、

北側壁は攪乱を受けていないにも関わらず、

中央部の壁面が途切れ、煙道が設置されて
6

いた可能J性がある。この煙道および煙出し

は、存在すれば北にあるRA042竪穴住居に

まで及ぶと考えられるが検出できなかった。

しかし、RA042竪 穴住居南端の埋土最下層

に
3

に
4

中に焼土などがブロック状に集中して存在 したことより、この住居の煙道の一部・煙出しは、RA042竪穴住居

によって消滅した可能性が高い。

床面の貼床は、厚さ約 5 cmを 測る。 しかし、貼床を施されているが、上面である床面は平坦ではない。こ

のことから、貼床とした部分は住居埋上の最下層に相当することも考慮に入れる必要がある。また、床面に

は、柱穴はみられなかった。

遺物は、竪穴住居埋土および床面から土師器を中心に出土した。遺構および遺物から 9世紀後半～10世紀

前半にかけての竪穴住居であると考えられるが、切 り合い関係よりRA046堅 穴住居よりも古い竪穴住居であ

る可能性がある。

出土遺物 (第29図、写真図版46)

出土 した遺物は須恵器lTh・ 土師器高台付邦・土師器甕である。 1・ 2は須恵器不である。

1は内外面ともに回転ナデのみの調整である。底部は回転糸切り後無調整である。全体的に還元不足が著

しい。住居埋土および検出中に出土した。

2は内外面ともに回転ナデのみの調整である。底部は回転糸切 り後無調整である。全体的に違元不足が著

しい。住居埋土と検出中、さらにRA047堅 穴住居埋土からも出土した。

3は土師器高台付杯である。底部のみの破片であるため婉となる可能性もあるが、にわかには断じ得ない◇

内面 ミガキ調整、黒化処理ともに施されておらず、高台は貼り付けである。高台端部は比較的丁寧なヨコナ

デが施されており、外面には垂直な端面を持つ。住居検出中に出土 した。
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第28図  R A044堅穴住居

4・ 5は土師器甕である。 4は 口縁部～体部上半にかけての小形甕の破片である。調整痕は不明瞭である。

住居検出中に出土 した。

5は 日縁部～体郡上半にかけての破片である。外面調整は縦方向のハケ、内面調整は横方向のハケである。

外面のハケに比べ、内面のハケの方がより条線が粗い。住居埋土中より出土した。

R A045堅穴住居 (第 30・ 31図、写真図版 14・ 15)

調査区中央やや東寄 り、 21区 南端ほば中央に位置する。住居北東隅が区画点 2123gに 近接する。
RA046と 切 り合い関係がある。

検出面は第 1層直下、標高T.P.122.500mを 測る。

平面形態はやや不整であるが、ほぼ方形を呈する。規模は南北長4.65m、 東西長4.63m、 深さ30.6cmを 測

る。

埋土は、概ね上・下 2層 のシル トからなるが、下層は焼土ブロックや炭化物を多量に含む。

側壁は、すべて良好に残存している。北側壁は直線的ではなく凹凸が顕著である。

カマ ドは、東側辺の北よりに設置されている。カマ ド北袖は、芯材と考えられる礫が露出していた。南袖

も礫を芯材として用いてあり、その上をシル ト主体の構築土で覆っている。また、カマ ド天丼部はすでに失

われていた。燃焼部は両袖の間に存在 し、円形の範囲で比較的厚い焼土層を確認 した。

煙道は天丼部が削平のため残存 していなかったが、煙道埋土中に焼土層が確認された。この焼土層は本来

トンネル状を呈 していた時の天丼部崩落土層であると考えられる。煙出しは最深部で深さ35cmを 測る。
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床面の貼床は掘り方のわずかな凹凸を解消

する程度の薄いものが施されていた。また、

床面には柱穴はみられなかったが、床面直上

には焼土塊や炭化物とともに多くの遺物が出

土 した。特に南西隅には須恵器甕が 1個体分

破片となった状態で出土 した。床面でみられ

る焼土塊や炭化物は、住居の焼失を想起させ
3

られるが、床面に普遍的にみられないため、

少なくとも焼失後そのままの状況を残すもの

♀
r m五
 Im割ょ組ヽと判断される。尚、床面から出土し|    1   14卜 ~すす~…す__―  た炭化物はクリ材が主体を占めている。さら

第29図  R A044堅穴住居出土遺物      に、床面には 2基の土坑を検出したが、いず

れも床面から浅 く掘られたものであった。いずれも性格不明である。西側壁～南側壁、北側壁の一部では、

周溝を検出した。平均すると約 10cmの 深さである。

遺物は、竪穴住居埋土および床面、付属する施設等から土師器・須恵器・鉄製品などが多量に出土 した。遺

構および遺物から 9世紀後半～10世紀前半にかけての竪穴住居であると考えられるが、切 り合い関係より

RA046よ りも新 しい竪穴住居である。

出土遺物 (第32～34図、写真図版46～ 50)

今回検出したすべての遺構の中で最も多 くの遺物が出土 した◇出土 した遺物は、土師器邦・土師器甕 。須

恵器壺・須恵器大甕である。

1～ 26はすべて土師器郷である。

1は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である。部分的に黒斑がみられる◇

床面直上より出土 した。

2は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である。底部内面に黒斑がみられる。

住居埋土より出土した。

4は内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部は回転糸切り後無調整である。体部に「玉」の逆字と考

えられる文字が墨書されている。住居埋土および検出中に出土した。

5は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である。口縁部は緩 く外反 し、体部

に黒斑がみられる。住居北東埋土より出上 した。

6は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である。体郡外面下半、底部内面に

黒斑がみられる。住居東側埋土より出土 した。

7は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後黒調整である。底部内面に黒斑がみられる。

住居東側および北西埋土より出土した。

8は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切 り後無調整である。住居埋土および住居内土坑

より出土 した。

9は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である。内外面広い範囲に黒斑がみ

られる。住居南西埋土より出土 した。
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RA045埋土
1 10YR2/2 黒褐色ンル ト(焼土粒、炭化物粒微量含む )
2.10YR2/1 黒色シル ト(焼土ブロック含む 炭化物片含む )
3.10YR3/1 黒褐色シル ト(炭化物片多量含む )
4 10YR2/2 黒褐色シル ト(火山灰ブロック多量含む )
5 10YR2/3 黒褐色シル ト(焼生粒、炭化物粒微量含む )
6.10YR2/1 黒色シル ト(焼土粒微量含む )
7 10YR3/4 暗褐色ンル ト(地山ブロック多量含む しまり強い)
8.10YR3/4 暗褐色ンル ト(地山ブロック含む 6層 より少なしヽ )
9,10YR3/3 暗褐色ンル ト(地山ブロツク含む )
10.10YR4/4 褐色シル ト(地山ブロック微量含む)
11.10YR5/8 黄褐色砂質シル ト(貼 り床部分 )
12.10YR5/8 黄褐色シル トと10YR3/2黒 褐色シル トの混合土
13.10YR3/1 黒褐色シル トと10YRS/8黄 褐色シル トの混合土 (焼土粒、炭化物粒微量含む 壁溝部分 )

RA045  Pl
l 10YR2/1 黒色シル ト(焼土粒、炭化物粒含む 粘性やや強い )

RA045  P2
1,7 5YR2/3 極暗褐色シル ト(焼土粒、炭化物片を多く含む )

第30図  R A045堅穴住居

Pl

l.10YR2/3 黒褐色シル ト(細粒砂～微粒砂含む 火山灰ブロック含む)

P2

1.10YR2/3 黒褐色シル ト(火山灰ブロック含む)
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d
122.600 d,

122.600 f,

123.500 h,

RA045 カマ ド・煙道
1.10YR2/3 黒褐色シル ト
2.7 5YR2/3 極晴掲色ンル ト(焼土粒、炭化物粒を多く含む )
3.7.5YR2/1 黒色ンル ト(微粒砂含む)
4 5YR2/2 黒褐色ンル トの焼土 (一部は5YR3/4暗赤褐色 )
5.5YR3/3 暗赤褐色シル トの焼土 (焼土粒、炭化物粒を多く含む )
6.7.5YR3/2 黒褐色ンル ト(焼土ブロック少量含む)
77.5YR2/2 黒褐色ンル ト(焼上ブロック含む 地山ブロック含む)
8,7.5YR3/3 暗褐色シル ト(地山ブロック含む)
9.10YR3/1 黒褐色シル ト(地山ブロック含む)
10.10YR2/1  黒色シ,レ ト
11.10YR2/2 黒褐色シル ト(細粒砂含む)
12.10YR2/2 黒褐色ンル ト(炭化物粒含む)

13,7.5YR4/4 褐色シルト(炭化物粒微量含む)
14.7.5YR2/2 黒褐0シルト(炭化物粒微量含む)
15.5YR4/6 赤褐色シルトの焼土(小礫多く含む)
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第31図  R A045堅 穴住居カマド
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10は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である。底部外面に黒斑が認められ

る。住居北側埋土中より出土した。

11は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である。日縁部はやや肥厚 し、底部

内面に黒斑が認められる。住居北東埋土中および床面直上より出土した。

12は摩滅のため不明瞭ながら内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である。口

縁部はやや外反し、底部内外面に黒斑が認められる。́住居埋土中より出土した。

13は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である◇口縁部はやや肥厚する。住

居南～東側埋土中より出土した。

14は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である。日縁部は外反気味であり、

内面には広範囲に黒斑が認められる。住居北東埋土中より出土した。

15は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である。住居北西埋土中より出土し

た。

16は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後呆調整である。底部内面に黒斑が認められ

る。住居東側埋土中より出土した。

17は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である。底部内面に黒斑が認められ

る。住居北東埋土中より出土した。

18は内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部は回転糸切り後無調整である。住居東側埋土中より出土

した。

19は体部半ば～底部にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部は回転糸切り後

無調整である。住居南西および北東埋土中より出土した。

20は 口縁部～体部下半にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されているが、底部調整は不明

である◇住居埋土中より出土した。

21は 口縁部～体部下半にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整であるが、底部調整は不

明である。住居埋土中より出土 した。

22は体部下半～底部にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無

調整である。住居埋土中より出土した。

23は体部下半～底部にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切 り後無

調整である◇住居北東埋土中より出土した。

24は体部下半～底部にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無

調整である。住居北西埋土中より出土した。

25は 日縁部～底部にかけて残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部は回転糸切り後無調整

である。住居北西埋土中より出土した。

26は 口縁部～体部下半にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整であるが、底部調整は不

明である。体部外面に黒斑が認められる。住居北側理土中より出土した。

27は土師器小形甕である。外面調整は縦方向のヘラナデ、内面調整は横方向のヘラナデが施されている。

底部外面には木葉痕が認められる。口径よりも器高の方が大きく凌駕する特異な形態である。住居北側埋土

中およびRA042土 坑埋土中より出土した。

28～ 30は須恵器壺である。
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28は短頸壷である。口縁部～底部にかけて良好に残存し、ほば完形である。林部外面は半ば～最下端にか

けて不定方向のヘラケズリが、半ばにはミガキが施されている。また、日縁部～頸部にかけては丁寧なヨコ

ナデが施され、その他の調整は回転ナデのみである。住居床面直上より出土した。

29は長頸壷である。口縁部～底部にかけて残存する。体部外面は半ば～最下端にかけて上方から下方へ向

けてのヘラケズリが施されている。また、日縁部～頸部にかけては丁寧なヨコナデが施され、その他の調整

は回転ナデのみである。口縁郡～肩部にかけて星状に降灰が認められる。住居埋土中より出土したが、他に

RA042お よびRA046埋土中からも破片が出土した。

30は広口壺である。口縁部～体部下半にかけて残存する。体部外面は半ば～最下端にかけて上方から下方

へ向けてのヘラケズリが施されており、体部内面下半は横方向のヘラナデが施されている。また、口縁部～

頸部にかけては丁寧なヨコナデが施され、その他の調整は回転ナデのみである。住居埋土中より出上 した。

31～ 34は土師器甕である。

第34図  R A045堅 穴住居出土遺物13)
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31は 口縁部～体部下半にかけての破片である。外面調整は回転ナデが施されており、半ば～下半にかけて

縦方向のヘラケズリが施されている。内面は回転ナデのみの調整である。住居内カマ ド埋土中より出土 した。

32は 日縁部～体部下半にかけて残存する。外面調整は縦方向のヘラケズリ、内面調整は横方向のヘラナデ

である。日縁部は肥厚 し、緩 く屈曲している。住居煙道および煙出し埋土中より出土 した。

33は 口縁部～体部半ばにかけての破片である。外面調整は縦方向のヘラケズリが施される。他の土師器甕

に比べ著 しく器壁が薄 く、日縁部は直立する体部に対し、直角に近い角度で屈曲する。住居北側埋土中およ

びカマ ド、煙道埋土より出上 した。

34は体部半ば～底部にかけての破片である。外面調整は体部最下端が横方向である以外は縦方向のヘラケ

ズリが施される。住居内カマ ド埋土中より出土 したが、RA042埋 土からも破片が出土 している。

9  122,70091 h        122.400 ht

,      122400,1

2

)
RA046 P4

鯵
RA046 P5切

|こ

122800 c,

RA046埋土
1 10YR2/1 黒色シル ト(火山灰ブロック多量含む )
2 10YR2/2 黒褐色ンル ト(火山灰ブロック微量含む 焼土粒含む)
3.10YR3/2 黒褐色ンル ト(焼土粒、炭化物粒を含む )
4.10YR2/3 黒褐色ンル ト(焼土粒、炭化物粒を微量含む)
5。 10YR3/2 黒褐色シル ト(細粒砂含む 地山ブロック含む焼土粒、炭化物粒を含む )
6.10YR2/1 黒色シル ト(細粒砂含む )
7.10YR2/3 黒褐色シル ト(地山ブロック含む)
3.10YR4/3 にぶい黄褐色シル ト(地山ブロック含む 炭化物粒微量含む)
9.10YR3/1 黒褐色シル ト
10.5YR5/8 明赤褐色の焼土 (炭化物片多く含む )
11.ア .5YR5/8 明褐色シル トの焼土 (小礫を含む)
12.10YR4/4 褐色シル トと10YR3/2 黒褐色シル トの混合土 (貼り床部分 )

第35図  R A046堅穴住居

RA046 Pl
l,10YR2/1 黒色ンル ト(細粒砂微量含む 炭化物粒微量含む )

RA046 P2
1.10YR3/2 黒褐色ンル ト(焼土粒、炭化物粒を微量含む )

RA046 P3は エレベーションのみ 注記無 し

RA046 P4
1.10YR2/3 黒褐色シル ト(細粒砂含む 焼土粒含む)
2 5YR4/8 赤褐色シル トの焼土

RA046 P5
1.10YR2/3 黒褐色ンル ト

0            (S=1,40)           2m
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35は須恵器甕である。ほぼ林郡および頸部に一部欠損部分があるもののほぼ完形である。外面は平行タタ

キ、内面は当て具の痕跡が明瞭にみられる。当て具痕は陶製であるためか木目等の痕跡は認められず、代わ

りに円形の窪み中心部に「十」文が認められる。頸部は回転ナデ、口縁部は丁寧なヨコナデが施されている。

また、口縁部内面～肩部外面にかけて焼成時の降灰がみられる。器壁は大形製品にしては比較的均等な厚み

を持つが、体部下半で器壁の厚い部分が存在する。これは、底郡成形後乾燥を経て、それより上部を成形 し

たために生じた痕跡である可能性が考えられる。大きな個体であるためかなりの破片数を教えたが、すべて

の破片が床面直上の炭化物とともに出土 した。

R A046竪穴住居 (第 35。 36図、写真図版 16。 17)

調査区中央やや東寄 り、 21区 南端ほぼ中央に位置する。住居南西隅が区画点 2124kに 近接する。

RA050と 切 り合い関係がある。

検出面は第 1層直下、標高T.P。 122.600mを測る。

平面形態は、北西隅が東西方向に流れる現代の水路によって攪乱され失われているため不完全であるが、

ほぼ方形を呈すると考えられる。規模は南北長 5。 38m、 東西長5.82m、 深さ28.6cmを 測る。

埋土は、概ね上・中・下 3層のシル トからなるが、上層は堆積土よりも火山灰の方が多い層である。火山

灰 2次的な堆積であるかもしれないが、かなり降灰時のプライマリーな状態に近いと考えられる。中～下層

は焼土塊を含むシル トの堆積であった。
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第36図  R A046堅穴住居カマ ド
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側壁は、攪乱を受けている南側壁と北西隅を除いてすべて良好に残存している。

カマ ドは、西側辺のほぼ中央に設置されている。カマ ド両袖は構築土で覆われた、礫を芯材とするもので

ある。また、カマ ド天丼部はすでに失われていた。燃焼部は両袖の間に存在 し、円形の範囲で比較的厚い焼

土層を確認した。

床面の貼床は掘 り方のわずかな凹凸を解消する程度の薄いものが施されていた。床面には柱穴と考えられ

るピットを 4基確認 した。 Pl・ P3は それぞれ東側壁際に掘 り込まれている。これに対 し、 P4・ P5は

いずれも西側壁より1,2～ 1.4mほ ど離れた位置に掘り込まれている。他に 1基の土坑を検出したが、床面か

ら浅 く掘られたもので、性格不明である。また、床面には焼土や炭化物を多 く検出したが、全面に広がらず

住居南東側に集中する。

遺物は、竪穴住居埋土、付属する施設等から土師器・須恵器・鉄製品などが出土した。遺構および遺物か

ら 9世紀後半～10世紀前半にかけての竪穴住居であると考えられるが、切 り合い関係よりRA050竪穴住居よ

りも古い堅穴住居である。

◎¨

第37図  R A046堅穴住居出土遺物
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R A047出土遺物 (第37図、写真図版52)

出上 した遺物は土師器郭・須恵器郷・土師器婉・土師器甕・須恵器甕・須恵器瓶である。 1・ 3～ 10。 12～

14は土師器郭である。

1は 内面 ミガキ調整で黒化処理されている。日縁部～底部にかけて良好に残存 している。底部は回転糸切

り後無調整である。住居カマ ド北側袖から出土 した。底部外面には「―」のヘラ記号がみられる。

3は内面 ミガキ調整で黒化処理されている。底部は回転糸切り後無調整である。日縁部～底部にかけて良

好に残存しており、住居埋土から出土 した。

4は内面 ミガキ調整で黒化処理されている。体部下端～底部縁辺は回転糸切 り後ヘラケズリが施されてい

る。日縁部～底部にかけて良好に残存 しており、住居埋土中、床面直上、カマ ド埋土から出土 した。

5は体部下半～底部にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されている。底部は回転糸切り後

無調整である。住居東側埋土中から出土した。

6は体部下半～底部にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されている。底部は回転糸切り後

無調整である。住居北西埋土から出土 した。

7は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である。回縁部～底部にかけて良好

に残存しており、内外面に黒斑がみられる。住居埋土上層より出土 した。

8は内外面ともに回転ナデのみの調整が施されている。底部が欠損 しているため、底部の調整は不明であ

る。住居埋土中の火山灰堆積層より出土 した。

10は内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である。口縁部は残存 していない。

住居内カマ ド前の床面直上より出土 した。

12は体部下半～底部にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されおり、底郡は回転糸切り後無

調整である。住居北側埋土より出土 した。

13は体部下半～底部にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、体部下端～底部縁辺

は回転糸切り後回転ヘラケズリが施されている。住居内カマ ド南側袖より出土 した。

14は体部下半～底部にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、体部下端～底部縁辺

は回転糸切り後回転ヘラケズリが施されている。住居埋土中より出土 した。

2は須恵器郭である。日縁部～底部まで良好に残存している。内外面ともに回転ナデのみの調整であり、

底部は回転糸切り後無調整である。住居内カマ ド袖直上および住居埋土中より出土 した。

11は土師器婉である。内外面ともにミガキ調整で黒化処理されており、底部は回転糸切り後無調整である。

底部には高台が貼り付けられている。体部の形状は半球形を呈し、口縁部はやや内湾気味である。

15。 16。 18は いずれも土師器甕である。

15は 日縁部～体部にかけての破片である。外面調整は縦方向のヘラケズリ、内面調整は横方向のハケであ

る。口縁部は緩 く屈曲している。住居カマ ド埋土から出土 した。

16は 日縁部～林部上半にかけての破片である。外面調整は縦方向のヘラナデ、内面調整は横方向のハケで

ある。日縁端部は端面を持つ形状をし、日縁部は短 く開く。住居北側埋土より出土 した。

18は 日縁部～体部下半にかけての破片である。内外面ともに回転ナデ調整が施されている。口縁部は鋭 く

外に開き、端部は上方に摘み上げられた形状である。住居埋土中、カマ ド埋土より出土した。

17は須恵器甕である。口縁部～体部上半にかけての破片である。内外面ともに回転ナデ調整が施されてお

り、外面には横方向のヘラケズリがみられる。住居埋土中より出土 した。
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19は須恵器瓶類の体部下半～底部にかけての破片である。内外面ともに丁寧な回転ナデ調整が施され、底

部は回転糸切 り後、高台が貼り付けられている。やや焼成不良気味であるが、胎土は精良で当地では類をみ

ない。形状から長頸瓶である可能性が高い。住居北側埋土より出土 した。

R A047堅穴住居 (第38・ 39図、写真図版 18。 19)

調査区中央やや東寄り、 3J区 北西隅に位置する。住居北西隅が区画点 3J2cに 近接する。住居東側は

調査区外に続 く。

検出面は第 1層直下、標高122.300mを測る。

平面形態は、住居全体の1/4程度が調査区外へ続 くと考えられ、全体の形態は不明であるが、調査区内で検

出できた西側の形状よりほぼ方形を呈するものと考えられる◇規模は西辺長5.20m、 調査区内に収まり、検

出可能であった北辺長3.35m、 深さ26.5cmを 測る。

埋土は、概ね上・中・下 3層のシル トからなる。上層は砂礫などが多 く混 じったシル トであり、中層は火

山灰がブロック状に多 く含まれるシル トである。下層は焼土塊を微量に含むシル トの堆積であった。

側壁は、調査区外へ存在すると想定される南側壁と東側壁を除き比較的良好に残存している。今回の調査

で完全に明らかになったのは北西角のみであるが、南西角もわずかに緩やかな曲線が現れている。

カマ ドは、西側辺の中央よりやや北寄 りに設置されている。カマ ド両袖は構築土で覆われた、礫を芯材と

するものであると考えられるが、芯材の礫に貼り付けられている構築土は残存していなかった。カマ ド天丼

部も袖構築土と同様にすでに失われていた。燃焼部は両袖の間に存在し、不整な円形の範囲で比較的厚い焼

土層を確認 した。燃焼部直上では、カマ ド芯材の礫とは異なる細長い形状を呈する礫を 2個体検出 した。こ

れらの礫は、本来両袖に架けられていたカマ ド天丼部の補強用芯材礫であった可能性が考えられる。

床面の貼床は厚いところで約10cmを 測 り、ほぼ床面全林に施されている。床面には焼土が広がる部分も

あったが、 1次的なものではなかった。

また、床面には大小 2基の土坑を検出した。いずれの土坑も床面からの掘 り込みであるが、性格は不明で

ある。

遺物は、竪穴住居埋土、付属する施設等から土師器・須恵器・鉄製品などが出土した。遺構および遺物か

ら 9世紀後半～10世紀前半にかけての竪穴住居であると考えられる。

出土遺物 (第40図、写真図版53～ 55)

出土 した遺物は土師器高台付邪 。土師器イ・須恵器杯・土師器甕・土師器婉・土師器鉢 。須恵器甕である。

1・ 9。 20は土師器高台付邦である。

1は 日縁部～底部までほぼ完存する。内面 ミガキ調整で黒化処理されている。底部は回転糸切 り後高台が

貼 り付けられている。日縁部は端部で外反し、高台の断面形状は逆台形である。体部外面には、「大」と思

われる刻書、底部外面には「―」のヘラ記号がそれぞれ施されている。また、体部外面には籾の圧痕がみら

れる。住居床面直上より出土した。

9は 口縁部～底部までほば完存する。内面 ミガキ調整で黒化処理されている。底部は回転糸切り後高台が

貼り付けられている。日縁部は端部で外反し、高台の断面形状は逆台形である。体部外面には、墨書がみら

れ、芳が不明瞭ながら「祝」と考えられる。住居床面直上より出土 した。

12は底部付近のみの破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整であり、底部は切 り離し後、高台が貼
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RA047埋土
1 10YR2/2 黒褐色シル ト(細粒砂～小礫含む )
2 10YR3/3 暗褐色シル ト(火山灰、帯状に多量含む )
3 10YR2/3 黒褐色シル ト(焼土粒微量含む )
4,7.5YR2/3 極暗褐色シル ト(細粒砂  焼土粒、炭化物粒微量含む )
5。 10YR5/6 黄褐色砂質シル トと10YR2/3黒 褐色シル トの混合土 (粗粒砂多 く含む 貼 り床部分 )
RA047 Pl
l.10YR2/2 黒褐色ンル ト(4ヽ～中礫含む )
2.10YR4/3 褐色砂 (小～中礫多 く含む )
RA047  P2
1.10YR3/2 黒褐色シル ト(粗粒砂 多 く含む )
2 10YR5/6 黄褐色砂礫 (10YR3/2黒褐色シル トブロック含む )

第38図  R A047竪穴住居
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RA047 カマ ド・煙道
1.10YR3/3 暗掲色ンル ト(焼土粒微量含む 赤変した小礫含む 粘性やや強い )
2.7.5YR5/6 明褐色シル トの焼土 (焼上粒、炭化物粒微量含む )
3.10YR4/3 褐色シル ト(地山ブロック含む 崩落土 ?)
4.10YR3/4 疇掲色シル ト(細粒砂含む )
5.10YR3/2 黒褐色シル ト(地山ブロック含む 攪乱 )
6 10YR3/3 嗜褐色シル ト
7.5YR2/2 黒褐色シル ト(中粒砂～焼土ブロック含む)
3.10YR3/3 暗褐色ンル ト(焼土粒含む )
9 10YR3/4 暗褐色シル ト(小礫多く含む )
10,7.5YR5/4 にぶい褐色シル ト(炭化物粒微量含む)
11,7.5YR3/4 暗褐色ンル ト(細粒砂粗粒砂多く含む)
12 7 5YR3/2 黒褐色ンル ト(小礫多く含む )

13.5YR4/8 赤褐色シル トの焼土 (小礫多く含む )

0          (S=1:20)

第39図  R A047堅穴住居カマド
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第40図  R A047堅 穴住居出土遺物
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り付けられている。住居北東埋土中より出土した。

2～ 5・ 7。 10。 13・ 14・ 17～ 19。 21・ 29。 30は土師器lTXで ある。

2は 日縁部～底部にかけて残存している。内面 ミガキ調整で黒化処理されている。底部は回転糸切り後黒

調整であるが、体部最下端部のみ回転ヘラケズリが施されている。体部外面には横字で「大」と刻書されて

いる。住居内土坑 2埋土および住居埋土中より出土した。

3は 日縁部～底部にかけて良好に残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部は回転糸切り後

無調整である。住居北側埋土中および床面直上より出土 した◇

4は 日縁部～底部にかけて良好に残存する。内外面ともに回転ナデのみの調整であり、底部は回転糸切り

後無調整である。住居床面直上より出土した。

5は体部下半～底部にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部は回転糸切り後

無調整である。住居内土坑 2埋土上層より出土した。

7は内外面ともに回転ナデのみの調整であり、底部は回転糸切り後無調整である。日縁部はやや肥厚気味

で外反する。住居北側埋土中および住居内土坑 2よ り出土した。

10は 口縁部～体部下半にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部は回転糸切 り

後無調整である。住居北側埋土中より出土した。

13は 日縁部～体部下半にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部調整は不明であ

る。住居北側埋土中より出土した。

14は体部下半～底部にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部は回転糸切り後

無調整である。住居南側埋土中より出土した。

17は内外面ともに回転ナデのみの調整であり、底部は回転糸切り後無調整である。住居床面直上より出土

した。

18は体部上半～底部にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部は回転糸切り後

無調整である。住居南東隅埋土中の火山灰層より出土 した。

19は 日縁部～体部下半にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部調整は不明であ

る。住居埋土中より出土した。

21は底部の破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、体部最下端部～底部は切り離し後回転ヘ

ラケズリが施されている。住居北側埋土中より出土した。

29は 日縁部～林部上半のみの小破片であり、器壁の傾きや口径などは不明である。内面 ミガキ調整で黒化

処理されている。外面には全容不明ながら墨書がみられ、筆の運びから「大Jと 推察される。住居南東隅埋

土より出土した。

30は体部のみの小破片であり、器壁の傾きや日径などは不明である。外面には判読不可能ながら墨書がみ

られる。住居南東埋土より出土した。

6・ 8。 11・ 12。 16は須恵器不である。

6は 口縁部～底部まで良好に残存している。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無

調整である。全体的にやや還元不足である。住居北側埋土中より出土した。

8は体部～底部にかけての破片である◇内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整

である。底部外面に「十」の墨書がみられる。墨書は筆の運びなどからみて文字である可能性は低 く、記号

であると考えられる。住居北東埋土中から出土した。
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11は 口縁部～体部にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部調整は不明である◇

住居南東埋土中から出土した。

12は 口縁部～体部にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部調整は不明である。

住居南東埋土中および床面直上より出土した。

16は 日縁部～体部下半にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部調整は不明であ

る。住居南側埋土中より出土した。    ´

15。 24。 25。 27は土師器甕である。

15は体部下半～底部にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無

調整である。住居煙道埋土より出土した。

24は底部のみの破片である。外面調整は縦方向のヘラナデ、内面調整は横方向のハケである。底部外面に

は木葉痕がみられる。住居南側埋土中より出土した。

25は体部～底部にかけての破片である。外面調整は縦方向のヘラケズリ、内面調整は横方向のハケである。

底部外面には木棄痕がみられる。住居煙道埋土より出土した。

27は 日縁部～体部下半にかけて残存している。外面調整は縦方向のヘラナデ、内面調整は横方向のハケで

ある。器壁はやや薄く、日縁部は短 く外に開く。住居北側埋土中およびカマ ド埋土より出土 した。

22は土師器婉である。高台のみが欠損している。内外面ともにミガキ調整で黒化処理されている。底部切

り離し後、貼 り付けられた高台を持つ。口縁部はやや外反気味である。また、体部外面には、「大」と正位

に刻書が施されている。

23は土師器鉢である。日縁部～体部上半のみの破片であるため、全体の形状は不明である。内面 ミガキ調

整で黒化処理されている。土師器甕とは異なる用途を保持していたと考えられるため鉢とした。現段階では、

類例の僅少な器種であるため不明な部分が多い。住居南側埋土中より出土した。

26。 28は須恵器甕である。

26は体部下半～底部にかけての破片である。外面タタキの痕跡が明瞭で、内面は当具痕とヘラナデが認め

られる。焼成は非常に良好で硬質である。南側埋土より出土 した。

28は体部半ば～底部にかけて残存している。内外面回転ナデの後、外面は縦方向のヘラケズリが施されて

いる。底部には溶着物が残存している。住居内カマ ド埋土中より出土した。

R A048堅穴住居 (第41・ 42図、写真図版20・ 21)

調査区中央やや西寄り、 2H区 南端ほば中央に位置する。住居北西隅が区画点 2Hllに 近接する。

検出面は第 I層直下、標高122.600mを測る。

平面形態は、北側壁が東西方向に流れる現代の水路によって攪乱され失われているため不完全であるが、

幸うじて床面には影響が少なく、ほぼ方形を呈すると考えられる。

規模は南北長の推定値2.91m、 東西長2.95m、 深さ30。 9cmを 測る。

埋土は、概ね上 。中・下 3層のシル トからなる。上層は上面の攪乱を受けているが、シル トが堆積 してい

る。中～下層はやや締まったシル トの堆積であった。埋土全体に地山のブロック土を含むが、層の単位に不

規則性や細かさがみられないため自然堆積の埋土であると考えられる。

側壁は、攪乱を受けている北側壁を除いてすべて非常に良好に残存している。また、側壁立ち上がりが良

好で、削平の度合いが紅めて少ない。
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RA048埋土
1.10YR2/2 黒掲色シルト(細粒砂～粗粒砂含む 雑物多く含む 表土)
2.10YR3/1 黒褐色シルト(地山ブロック微量含む)
3.10YR4/4 褐色シルト(地山ブロック含む)
4 10YR2/1 黒色シルト(地山ブロック含む)
5,10YR3/2 黒褐色シルト(地山ブロック含む)
6.10YR3/3 暗褐色シルト(地山ブロック含む)
7.10YR3/4 暗褐色砂質ンルト(地山ブロック含む)
8.10YR5/8 黄褐色ンルトと10YR3/2黒褐色シルトの混合土(貼り床部分)

RA048 Pl
l.2.5Y3/2 黒褐色砂質ンルト(焼土粒、炭化物粒微量含む)

RA048 P2
1.10YR2/1 黒色ンルト(焼土粒、炭化物粒含む 火山灰ブロツク含む)

P3

黒褐色ンルト(火山灰ブロツク含む 焼土粒含む)

第41図  R A048堅 穴住居
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RA048カマ ド・煙道
1.10YR3/1 黒褐色シル ト(細粒砂含む 固く締まる 表土 )
2.10YR2/3 黒掲色シル ト(地山を斑状に含む )
3.10YR4/6 褐色シル ト(地山との混合上 )
4,7 5YR2/3 極暗褐色シル ト(地山土粒含む 小礫含む )
5.7.5YR2/2 黒褐色ンル ト(地山との混合土 )
6 10YR5/8 黄褐色砂質シル ト
7.10YR5/8 黄褐色砂質シル ト(10YR3/1黒褐色シル トブロック含む)
8 10YR2/2 黒褐色ンル ト(焼土粒微量含む )
9.7.5YR2/1 黒色シル ト(焼土粒微量含む 地山ブロック含む )
10 10YR2/1 黒色シル ト(細粒砂含む)
11,10YR3/2 黒褐色シル ト(細粒砂含む 地山ブロック含む )
12.7.5YR3/3 暗褐色シル ト(細粒砂含む 焼土ブロック含む )
13.7.5YR2/1 黒色シル ト(焼上粒含む)
14.10YR2/2 黒褐色ンル ト(焼土粒含む 火山灰ブロック含む )
15.5YR5/8 明赤褐色の焼上
16,7.5YR2/2 黒褐色ンル ト(細粒砂含む 炭化物粒微量含む )
17.10YR5/8 黄褐色砂質シル ト(炭化物粒微曇含む )
18,7 5YR5/6 明褐色砂質シル ト(7.5YR3/3暗 褐色シル トブロック含む 焼土斑状含む )
19 7 5YR3/1 黒褐色ンル ト(焼土粒、炭化物粒含む )
20 10YR5/8 黄褐色砂質シル ト(炭化物粒微量含む)
217.5YR3/2 黒褐色シル ト(焼土粒、炭化物粒含む )
22ア.5YR3/2 黒褐色シル ト(焼土ブロック多く含む 礫のほりかた 7)
23.5YR3/6 暗赤褐色の焼土 (炭化物片含む SYR5/3明 赤褐色の燒土ブロック含む)

R A048堅穴住居カマ ド
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カマ ドは、西側辺のほば中央に設置されている。カマ ド両袖は構築土で覆われた、礫を芯材とするもので

ある。また、カマ ド天丼郡はすでに失われていた。燃焼部は両袖の間よりやや手前に存在 し、円形の範囲で

焼土層を確認 した。

煙道は、天丼部が残存していなかったが、 トンネル状であったと考えられる。煙道は住居から煙出しに向

けてやや登 り勾配気味に掘られており、その他の住居とは少 し異なる。

煙出しは煙道の方向より、やや北側に逸れた位置で開日部を持つ。

床面の貼床は平均すると約10cmの 厚みで住居全体に施されている◇この床面は全林的に強固に締まってお

り、締まっていない南西部分は 2次的な焼土が堆積 していた。

床面には土坑を 3基確認した。いずれも

10cm程度の深さであり、性格も不明である。

遺物は、竪穴住居埋土、付属する施設等か

ら土師器を中心に土器が出土 した。遺構お

よび遺物から 9世紀後半～10世紀前半にか

けての竪穴住居であると考えられる。

出土遺物 (第43図、写真図版56)

出土 した遺物は土師器郷・土師器甕であ

る。 1～ 6は土師器lThで ある。

1は 日縁部から底部にかけて良好に残存

している。内外面ともに回転ナデのみの調

整で、底部は回転糸切り後無調整である。

体部に一部還元状態の部分がみられ、焼成

不良の須恵器不である可能性も考えられる。

住居床面直上および埋土中より出上した。

2は内面 ミガキ調整で黒化処理されてお

り、底部は回転糸切り後無調整である◇住

居床面直上、埋土中およびRA040竪 穴住居

検出中に出土 した。

3は 日縁部から底部にかけて良好に残存

している。内外面ともに回転ナデのみの調

整で、底部は回転糸切り後無調整である。

住居床面直上、埋土中、住居内土坑埋土よ

り出土 した。

4は内外面ともに回転ナデのみの調整で

あるが、底部が欠損しているため底部調整

は不明である。住居埋土中より出土した。

5は体部下半～底部にかけての破片であ

る。内外面ともに回転ナデのみの調整で、
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底部は回転糸切 り後無調整である。住居床面直上より出土している。

6は 口縁部～底部にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整であるが、底部は大半が欠損

しており調整不明である。住居床面直上および住居内土坑埋土より出土している。

7～ 12は土師器甕である。

7は底部のみの破片である。内面調整は横方向のハケが施され、底部外面には木葉痕がみられる。住居内

カマ ド袖中より出土した。        ´

8は 口縁部～林部下半にかけての破片である。外面調整は縦方向のヘラケズリ、内面調整は横方向のハケ

である。住居埋土下層および床面直上より出土 した。

9は 口縁部～林部下半にかけての小形の甕である。外面調整は縦方向のヘラナデが施されており、口縁部

は極端に短 く屈曲する。住居床面直上より出土 した。

10は 口縁部～然部にかけての破片である。外面調整は縦方向のヘラナデ、内面調整は横方向のハケである。

日縁部は緩 く屈曲する。住居床面直上および埋土中より出土した。特徴は11と 酷似するため同一個体である

可能性が高い。

11は 10と 同じ特徴を有する。住居内カマ ド袖、住居床面直上および北側埋土中より出土した。10と 酷似す

ることから同一個体である可能性が高い。

12は 口縁部～体部にかけての破片である。外面調整は縦方向のヘラケズリ、内面調整は横方向のハケであ

る。体部はやや丸 く膨らむ形状を呈する。日縁部は緩 く屈曲し、端部は丸 く収められる。

R A049竪穴住居 (第44・ 45図、写真図版22)

調査区中央やや西寄り、 3H区 に位置する。住居南西隅が区画点 3H9eに 近接する。住居南側は調査区

外に続 く。

検出面は第 1層直下、標高T.P,122.700mを測る。この検出面では、同時にRZ006・ 007を検出している。

平面形態は、住居全体の 1/3程度が調査区外へ続 くと考えられ、全体の形態は不明であるが、調査区内
で検出できた北側の形状よりほぼ方形を呈するものと考えられる◇

規模は北辺長4.56m、 調査区内に収まり、検出可能であった西辺長4.62m、 深さ28。 9cmを 測る。

埋土は、単層のシル トからなる。先述した通 り、上面でこの住居埋土を切り込んでRZ006・ 007の 畝間が作

られている。この畝間埋土には火山灰を多量に含む。

側壁は、調査区外へ存在すると想定される南側壁と東側壁の一部を除き比較的良好に残存している。今回

の調査で完全に明らかになったのは北西角、北東角のみであるが、南西角もわずかに緩やかな曲線が現れて

いる。

カマ ドは、東側辺の中央より北寄りに設置されている。カマ ド両袖は構築土で覆われた、礫を芯材とする

ものであると考えられるが、芯材の礫に貼り付けられている構築土は残存していなかった。カマ ド天丼郡も

袖構築土と同様にすでに失われていた。燃焼部は両袖の間に存在するが不明瞭であった。

煙道は幅50cmの比較的広いものであった。本来はトンネル状であったと推測されるが天丼部は残存してい

なかった。この煙道は住居から約50cm延 びたところで調査区外へと続き、煙出しも調査区内で検出できな

かった。

床面の貼床は厚いところで約10cmを 測り、ほぼ床面全体に施されている。

遺物は、竪穴住居埋土、付属する施設等から土師器などの土器が出土 した。遺構および遺物から9世紀後半
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RA049埋土
1,10YR2/1 黒色シルト(地山ブロック含む)
2.10YR3/4 晴褐色ンルトと10YR5/6黄褐色シルトの混合土(粘性ややあり 貼り床部分)

h十

    ~十

」9e

123.200a'

1 調査区外

第44図  R A049竪 穴住居
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1.5YR2/2 黒褐色シルト(焼土ブロック含む 炭化物粒含む)
2.10YR3/2 黒褐色シルト(地山ブロック含む カマドのソデ)
3.7.5YR2/3 極暗禍色シルド(焼土粒含む カマドのソ⊃
4.7 5YR3/2 黒褐色シルト(焼土粒微量含む 粘性強い)
5.5YR4/6 赤褐色ンルトの焼土(炭化物粒微量含む)
6.5YR4/6 赤褐色シルトの焼土(地山ブロック多く含む)

第45図  R A049堅 穴住居カマド

の竪穴住居であると考えられ、少なくとも住居埋没後にRZ006・ 007が営まれたと想定される。

出土遺物 (第46図、写真図版 57・ 58)

出土した遺物は土師器邦・土師器高台付杯・土師器婉・土師器甕である。 1～ 5。 9・ 11・ 13～ 15は土師

器不である。 1は 日縁部～底郡にかけて残存 している。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部は切り

離し後回転ヘラケズリが施されている。住居内のカマ ド脇およびカマ ド埋土中より出土 した。

2は日縁部～底部にかけて良好に残存 している。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、体部最下端～底

部は切り離し後回転ヘラケズリが施されている。住居南側埋土中より出土 した。

3は 日縁郡～底部にかけて残存している。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調

整である。住居煙道埋土中より出土 している。

4は 日縁部～体部上半にかけて残存する小破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、体部外面

には墨書が認められる。墨書は欠損郡にあるため文字全体は不明であるが、残存する字形より正位に書かれ

た「本」であると推定できる。住居埋土中より出土した。

RA049カマド・腫
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第46図  R A049堅穴住居出土遺物

5は底部のみの破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切 り後無調整である。住

居埋土より出土 した。

9は 回縁部～体部下半にかけて残存している。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部は残存してい

ないが、体部最下端は回転ヘラケズリが施されている。日縁端部はやや外反する。住居埋土中より出土した。

11は底部のみの破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、体部最下端～底部は切 り離し後回転

ヘラケズリが施されている。住居内カマ ド北側袖付近より出土した。

13は 口縁部～体部下半にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されているが、底部の調整は不

明である。住居内カマ ド北側袖付近より出土 した。

14は 口縁部～体部にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部の調整は不明である。

住居内カマ ド袖構築土中より出土した。

15は 口縁部～体部下半にかけての破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されているが、底部の調整は不

明である。住居検出中、埋土最上層より出土 した。

7・ 8は土師器高台付lThで ある。 7は底部のみの破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底

部切り離 し後、高台が貼 り付けられている。住居埋土中より出土 した。

8は 口縁部～底部にかけて良好に残存 している。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部切 り離し後、
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高台が貼り付けられている。日縁端部は外反気味であり、体部に一部還元焼成部分が認められる。住居内カ

マ ド北側袖構築土中より出土した。

10。 12は土師器婉である。 10は 口縁部～体部下半の破片である。内外面ともにミガキ調整で黒化処理され

ている。残存する器形より底部には貼り付けられた高台が存在 したと推測される◇口縁端部は外反する。住

居埋土中より出土した。

12は 日縁部が残存しない。内外面ともにミガキ調整で黒化処理されており、底部には高台が貼り付けられ

ている。住居埋土中より出土した。

16～ 20はすべて土師器甕である。16は 口縁部～体部上半にかけての破片である。外面調整は縦方向のヘラ

ケズリ、内面調整は横方向のハケである。口縁部は緩 くわずかに外方へ開 く。日縁端部は端面を持ち、

シャープにヨコナデが施されている。住居床面直上より出土した。

17は 口縁部～体部上半にかけての破片である。外面調整は縦方向のヘラケズリ、内面調整は横方向のハケ

であり、外面のヘラケズリは口縁部にまで及ぶ。口縁部は緩 くわずかに外反し、日縁端部は尖り気味である。

住居内カマ ド埋土中より出土した。

18は体部半ば～底部にかけて残存する。林部の外面調整は縦方向のヘラケズリ、体部最下端は横方向のヘ

ラケズリである。底部外面には木葉痕がみられる。住居内カマ ド埋土中より出土した。

19は 日縁部～体部上半にかけての破片である。外面調整は縦方向のヘラナデ、内面調整は横方向のハケで

ある。口縁部は緩 くわずかに外方へ開く。日縁端部は端面を持ち、シャープにヨヨナデが施されている。住

居埋土中より出土した。

20は体部半ば～底部にかけて残存する。体部の外面調整は縦方向のヘラケズリ、体部最下端は横方向のヘ

ラケズリである。内面調整は不定方向のハケが施されている。住居埋土中より出土した。

R A050竪 穴住居 (第47・ 48図、写真図版23)

調査区中央やや東寄 り、 21区 南端ほぼ中央に位置する。住居南西隅が区画点 2122Qに 近接する。
RA043と 切 り合い関係がある。

検出面は第 1層直下、標高122.700mを測る。この検出面は、木の根の浸食を受けているため、非常に凹凸

の著 しい面であった。

平面形態は、北側が東西方向に流れる現代の水路によって攪乱され失われているため不完全であるが、ほ

ぼ方形を呈すると考えられる。規模は東西長3.44m、 深さ22.8cmを 測る。

埋土は、概ね上・下 2層のシル トからなる。埋土中には地山ブロックを含むが、木の根の浸食作用によっ

て生じたものと考えられ、埋上自体に人為的な様子は窺えない。

側壁は、攪乱を受けている北側壁を除いて概ね良好に残存しているが、南西角はRA043に よって損なわれて

いる。

カマ ドは、南側辺の東寄りに設置されている。カマ ド両袖は構築土で作られたものである。東側袖はほと

んど残存していないが、西側袖は構築上の高まりが良好にみられた。さらに、この西側袖は基底面を築いて

から袖を作ったような様子が断面で観察できた◇カマ ド天丼部はすでに失われていた。燃焼部は両袖の間に

存在 し、円形の範囲で比較的厚い焼土層を確認した。

煙道はカマ ドから南向きにトンネル状に掘られており、天丼部も良好に残存している。出しかし、煙道壁

面は焼土化 していなかった。
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RA050埋土
1.10YR2/3 黒褐色ンルト(細粒砂含む 炭化物粒含む 表土)
2 10YR2/2 黒褐色シルト(地山ブロツク微量含む 粘性ややあり)
3.10YR3/2 黒褐色シルト(地山ブロック含む)
4.10YR2/1 黒色シルト(地山ブロック多量に含む)
5.10YR3/1 黒褐色ンルト(細粒砂多く含む 雑物多い 攪乱)
6.10YR4/1 灰白色シルト(雑物多い 攪乱)
7.10YR3/1 黒褐色ンルト(細粒砂多く含む 雑物多い 攪乱)

第47図  R A050堅 穴住居
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RA050カマド・煙道
1.7.5YR3/1 黒褐色砂質シルト(炭化物粒微量に含む)
2.10YR5/8 黄褐色砂質シルトと10YR2/1黒 色シルトの混合土
3.ア .5YR2/1 黒色シルト(焼土ブロックを含む 炭化物片を含む)
4 10YR5/8 黄褐色砂質シルト(地山部分)
57.5YR2/1 黒色シルト(″郎と物粒微量含む)
6.5YR2/4 極暗赤褐色シルトの焼土(炭化物粒含む 小礫含む)
7,7.5YR3/3 暗褐色シルト(5YR5/8明赤褐色の焼土ブロック多く含む 炭化物粒微量含む)
8.7 5YR2/1 黒色シルト(焼土ブロックを含む)
9.10YR2/1 黒色シルト(焼土粒、炭化物粒微量含む)
10.7.5YR3/1 黒褐色シルト(細粒砂多く含む)
11.10YR3/2 黒褐色シルト(地山ブロック多く含む)
12 10YR4/4 褐色砂礫(10YR3/1黒褐色シルトブロック多く含む)

第48図  R A050堅 穴住居カマド
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煙出しは直径40cmを測る円形の開口部を持ち、検出

面より約70cm深 さの掘 り込みが認められた。

床面には明瞭な貼床はみられず、床面は大半で地山

礫層が露出した状態である。

遺物は、竪穴住居埋土、付属する施設等から土師器・

須恵器・鉄製品などが出土した。遺構および遺物から

9世紀後半～10世紀前半にかけての竪穴住居であると

考えられるが、切 り合い関係よりRA043よ りも古い堅

穴住居である。

出土遺物 (第49図、写真図版58)

出土した遺物は土師器lTX・ 須恵器lTA・ 土師器婉・土

師器甕である。 1・ 2は土師器界である。

1は内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部回
    第49図

転糸切 り後無調整である。住居内カマ ド右袖より出土した。

2は体部下半～底部にかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切 り後無

調整である。住居埋土中より出土した。

3は須恵器IThで ある。口縁部～体部下半にかけて残存している。口縁端部は外反気味である。住居埋土中

より出土した。

4は土師器婉である。内外面ともにミガキ調整で黒化処理されている。底部切り離 し後、貼 り付けられた

高台を持つ◇日縁部はやや外反気味であり、高台は大きく外反する。住居埋土中およびRA045北 東埋土より

出土 した。

5。 6は土師器甕である。

5は底部のみの破片である。外面調整は横方向と縦方向のヘラケズリ、内面調整は横方向のハケである。

また、底部外面には砂粒が多量に付着 している砂底土器である。住居埋土中より出土 した。

6は 日縁部～体部上半にかけての破片である。外面調整は縦方向のヘラナデである。口縁部は小さく外に

開く。住居埋土中より出土した。

R A051竪穴住居 (第 50。 51図、写真図版24)

調査区中央西寄り、 3H区 北端中央よりやや西側に位置する。住居南東隅が区画点 3H5fに 近接する。

検出面は第 1層直下、標高122.600mを 測る。

平面形態は、ほぼ方形を呈する。規模は南北長3.22m、 東西長3.27m、 深さ21.8cmを 測る。

埋土は、単層のシル トからなる。この埋土中には若子の火山灰ブロックが認められる。

側壁は、一部攪乱を受けている西側壁を除いてすべて非常に良好に残存している。

カマ ドは、東側辺の南寄りに設置されている。カマ ド両袖は構築土で覆われた、礫を芯材とするものであ

ると考えられる。構築土はほとんど残存 していないが、芯材の礫は良好に残存している。また、カマ ド天丼

部はすでに失われていた。燃焼部は両袖の間よりやや手前に存在 し、袖を避けるように円形の範囲で焼土層

を確認 した。

R A050堅 穴住居出土遠物
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獅十

観
p♂}p

甲

5d

RA051埋土
1.10YR2/3 黒褐色シルト(火山灰ブロック含む 焼土粒含む)
2.10YR2/2 黒褐色ンルト(地山土粒微量含む)
3.10YR3/2 黒褐色シルト(粘性弱い)
4.10YR5/8 黄褐色シルト(細粒砂含む)
5,7.5YR3/2 黒褐色シルト(焼土粒、炭化物粒含む)
6.10YR2/1 黒色シルト(地山土粒微量含む 粘性強い)
7.10YR5/8 黄褐色シルトと10YR4/3暗褐色ンルトの混合土(土器片を含む

0

貼り床部分)

(S=1:40)

第50図  R A051堅穴住居
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一〇

RA051カマ ド・煙道
1 10YR2/3 黒褐色シル ト(火山灰ブロック含む)
2 75YR2/2 黒褐色シル ト(焼土ブロック含む)
3 75YR3/2 黒褐色ンル ト(焼土ブロック多く含む )
4.10YR2/3 黒褐色ンル ト(粗粒砂含む)
S10YR2/1 黒色シル ト(焼土ブロック含む )
6 10YR4/3 にぶい黄褐色ンル ト(地山ブロック含む )
7 5YRS/8 明赤褐色ンル トの焼土 (」IBk多 く含む)
8 75YRl.7/1 黒色ンル ト(細粒砂含む)
97.5YR2/1 黒色シル ト(焼土ブロック夢く含む)
10,7 5YR3/1  黒褐色シ,レ ト
11 10YRS/8 黄褐色シルトとア.5YR2/3極 褐色シルトの混合土
12.10YR3/2 黒褐色シルト

第51図  R A051堅穴住居カマド

煙道は、天丼部が残存 していなかったが、本来は トンネル状であったと考えられる。煙道は住居から煙出

しに向けてやや登り勾配気味に掘 られており、 lmに 満たない長さである。以上の特徴はその他の住居とは

少し異なる。

煙出しは平面においても断面においても不明瞭であった。

床面の貼床は平均すると約10cmの厚みで住居全体に施されている。この床面は全体的に強固に締まってい

る。

床面には土器や被熱 した礫がみられた。また、 2次的な焼土層を住居北西郡で 2箇所検出した。

遺物は、竪穴住居埋土、付属する施設等から土師器を中心に土器類が出土 した。遺構および遺物から9世

紀後半～10世紀前半にかけての竪穴住居であると考えられる。
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出土遺物 (第52図、写真図版59・ 60)

出土した遺物は土師器郷 。土師器甕・土師器高台付辱・須恵器甕である。 1～ 4・ 6。 7・ 9～ 12は土師

器lTXで ある。

1は 口縁部～底部にかけて残存する。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整で

ある。住居貼床より出土した。

2は 口縁部～底部にかけて残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部は回転糸切り後無調整

である。口縁部は著しく外反する。住居埋土中およびカマ ド周辺埋土中より出土した。

一娃
　
∽

∞◎
第52図  R A051堅 穴住居出土遺物
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3は 口縁部～底部にかけて良好に残存する。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無

調整である。体部外面に黒斑が認められる。住居内カマ ド周辺床面直上より出土した。

4は 日縁部～底部にかけて残存する。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整で

ある。住居内カマ ド前床面直上より出土した。

6は 口縁部～底部にかけて良好に残存する。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無

調整である。住居床面直上より出土した。     ´

7は 口縁部～底部にかけて良好に残存する。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無

調整である。住居床面直上より出土した。

9は底部のみの破片である◇内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である。住

居床面直上より出土した。

10は底部のみの破片である。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部調整は切り離し後回転ヘラケズ

リである。住居北西床面直上より出土した。

11は 口縁部～底部にかけて良好に残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部調整は切り離し

後回転ヘラケズリである。回転ヘラケズリは体部最下端～底部外周に施されている。日縁部はやや外反する。

また、体部外面には「木」と考えられる墨書がみられる◇墨書の文字は太 く大きい特徴が認められる。住居

北西部床面直上より出土した。

12は 口縁部～底部にかけて良好に残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部調整は切り離し

後回転ヘラケズリである。日縁端部はやや外反傾向である。

5。 13・ 15,16は 土師器甕である◇

5は体部下半～底部のみの破片である。外面は縦方向のヘラケズリ調整が施されている。底部外面には木

葉痕が認められる。住居北東埋土中および貼床より出土した。

13は 口縁部～底部にかけて残存する。外面調整は縦方向のヘラケズリ、内面調整は横方向のハケである。

底部には木棄痕が認められる。口縁部はヨヨナデで短 くわずかに外反させるのみで、そのため器形は全体的

に円筒状を呈する。住居内カマ ド袖内およびカマ ド周辺埋土中より出土した。

15は 日縁部～体部半ばにかけての破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整であり、日縁部は端部が

上方に摘み上げられる形状を呈する。住居内カマ ド右袖内および住居南西埋土中より出土した。内外面とも

に回転ナデのみの調整である。住居カマ ド付近埋土中より出土 した。

16は 口縁部～体部下半にかけて残存する。住居内カマ ド袖内およびカマ ド前床面直上より出土 した。

8は土師器高台付17hで ある。体部下半～高台貼付部にかけての破片である。

14は須恵器甕である。外面調整は上方から下方へ斜めにヘラケズリが施されている。器形は全体的に大き

く歪みが認められる。住居南西床面直上および住居内カマ ド付近よりまとまって出土した。

R E 006堅穴住居状遺構 (第53図、写真図版26)

調査区中央やや東寄り、 2」 区南端ほぼ中央に位置する。竪穴住居状遺構北西隅が区画点 2121yに 近接

する。

検出面は第 I層直下、標高122.500mを測る。この検出面は、削平が著しい面であった。

平面形態は、ほぼ方形を呈する。規模は南北3.60m、 東西長3.89m、 深さ22.8cmを測る。

埋土は、概ね上 。下 2層のシルトからなる。上層は火山灰を含むシル ト層である。下層は、層厚10cmも な

-68-



いシル トである。この下層のシル トは地山に色調が類似するが、明らかに地山よりも結まりがないもので

あったため、地山とは区分した。

側壁は、一部攪乱を受けている南側壁を除いて概ね良好に残存している。

床面には貼床は認められず、他の住居ほど締まりや硬化がみられなかった。

カマ ド、煙道、煙出しともに存在せず、それら存在の痕跡になり得る焼土や炭化物もまうたくみられない。

よって、規模および形態からは堅穴住居と大きく隔たりを持つものではないが、カマ ドが存在 しないため堅

穴住居状遺構とした。

また、出土遺物もまったくみられなかった。以上の事実より、この遺構が居住用の施設である可能性は極

北2儀

122.700 a'

RE006
1.10YR3/3

2.10YR4/4
暗褐色ンルト(火山灰ブロック含む)
褐色シルト(地山?)

2

第53図  R E006堅 穴住居状遺構
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めて低いと考えられる。

竪穴住居出土石製品 (第54図、写真図版61)

竪穴住居より出土した石製品は 1点のみである。この石製品はRA042堅穴住居より出土した砥石である。

良好に残存していると思われるが、完存はしていない。石材は北上山地産の砂岩である。形態は長方形を呈

し、断面形態は方形を呈する。長さはH.15cm、 幅4.4c皿、重量は270,Ogを測る。長側面 4面ともに平滑であ

り、すべての面が使用された可能性が考えられる。

第54図

0            (S=1:2)           10cm

堅穴住居出土石製品

竪穴住居 出土鉄製品 (第55図、写真図版62)

竪穴住居より7点の鉄製品が出土した。これらをまとめて報告する。

1は鉄錬である。基郡先端部が欠損するもののその他は良好に残存する。全長12.8cm、 重量64gを測る。

刃部は緩やかに屈曲する曲刃鎌である。刃部の先端はやや尖り気味で、屈曲部はやや幅広である。刃部と基

部とを区分する境界はみられない。基部には、柄に装着するための折り曲げがみられる。RA045竪 穴住居床

面直上より出土 した。

2は鉄鏃である。残存状況はほぼ完形で、全長 13.25cm、 重量は40gを測る。鏃身部外形は長三角形を呈し、

鏃身部断面形は両切刃造であると考えられる。頸部形は斜行であると考えられるが、頸部に続 く関部は段差

や突起が不明瞭である。このため茎部は頸謬との境界が定かでない◇しかし、頸部と茎部では明らかに太さ

が異なるため両者に区分されるものと考えられる。また、これらの部位の断面形態は方形である。この鉄鏃

の各部位の長さの比は、概ね鏃身部 5:頸部2.5:茎部2.5である。よって、この出土鉄鏃は短頸鏃である。

RA045竪穴住居床面直上より出土した。

3は鉄鏃である。残存状況はほぼ完形であると考えられるが、茎郡先端部がわずかに欠損している。残存

する全長 14.7cm、 重量15,Ogを 測る。鏃身部外形は長三角形を呈し、鏃身部断面形は片切刃造であると考え

られる。頸郡、茎部ともに直線で断面方形を呈する。関部は角関であり、頸部と茎部を明瞭に区分する。こ
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の鉄鏃の各部位の長さの比は、全長を10と した場合概ね鏃身部 2:頸部 5:茎部 3である。よって、この鉄

鏃は長頸鏃である。RA045堅穴住居床面直上より出土 した。

4は鉄製餃具である。錆が全面に覆っているものの、ほぼ完形であると考えられる。外形は概ね方形を呈

するが、基部側が先端部側よりやや広がる台形状である。先端部～基部までの全長は4.8cm、 全体の重量は

27.Ogを測る。環状の中にT字形を呈する自在金具と自在棒が取 り付けられている。自在棒は、帯に取り付

けられる基部側に倒れた状態で錆び付き凝固している。RA046堅穴住居埋土最下層より出土 した。

5は鉄製刀子である。全体を錆が覆っているが、ほぼ完形である。全長は12.2cm、 刃部長6.2cm、 重量12g

を測る。刃郡は、断面三角形を呈する片刃である。茎部は断面長方形で先端に向け次第に細 くなる。また、

茎部には木質が部分的に残存 しており、木製の柄が装着されていたことが窺われる。

6は鉄製刀子であると考えられる。全体的に錆による劣化が著 しく、さらに両端が折れ、欠損しているた

め形状は判然としない。残存する全長は9.2cm、 重量は10gを 決Iる。断面は方形であり刃部が失われている

可能性も考えられる。RA049竪穴住居埋土中より出土 した。

7は鉄滓である。表面にはスサ等はみられず、片面には少量の砂粒を取 り込んでいる。表面の凹凸や形状

より流状津であると考えられる。重量は66gを測る。RA049竪穴住居煙道埋土より出土 した。

3.畠状遺構

今回の調査では、調査区西側で畑状遺構を 2箇所で検出した。 3G～ 3H区にて004・ 005畠 状遺構、 3H
区にてRZ006・ 007畠状遺構をそれぞれ検出した。

R Z004・ 005畠状遺構 (第56図、写真図版27・ 28)

RZ004畠状遺構は、調査区西側 3G区西端～ 3H区東端にまたがって位置する。

検出面は第 I層直下の面であるが、周辺よりも削平が著しくⅡ層が全く遺存していないためⅢ層上面が検

出面である。 しかし、この面の標高は122.750mを測り、竪穴住居等の遺構検出面の標高値と大きく異なるも
のではない。

ほぼ南北を指向する17条からなる畝間溝群である。ここでは、畝間溝は西から東へ向け便宜上①～①の番

号を付して表記する。畝間溝はそれぞれほぼ平行でそれぞれ重なることなく筋状に延びる。各畝間溝間の間

隔は、セクション位置で最小約18cm、 最大約67cmである。溝幅も12～ 27cmと一定ではない。

埋土は 2層か単層のいずれかであり、それぞれの畝間溝の埋土はほば同じシルトである。この埋土中には

多くの火山灰ブロックが認められる。 2層の埋土からなる畝間濤は①と⑫であるが、いずれの埋土上層にも

多量の火山灰ブロックが認められ、埋土下層の火山灰よりも大きな塊状である。

畝間溝①～① o①は断面による土層の確認はできなかったが、埋土の様子はその他の畝間溝と同様であっ

た。また、⑩と⑪はそれぞれがかなり短小な溝であり、溝間の間隔も狭いため同一の畝間溝である可能性も

考えられる。

畝頂部は残存していないため遺構から耕作の痕跡は見出せない。

出土遺物はみられなかったが、埋土中の火山灰が十和田a降下火山灰であるとから、畝間溝埋没時期が 9

世紀末～10世紀初頭頃であると考えられる。

RZ005畠 状遺構は、RZ004畠 状遺構北に位置する畝間溝群である。RZ004畠 状遺構と大きく異なるものはみ

られず、ほぼ同じ様子である。本来、先のRZ004畠状遺構と連続する畝間である可能性が考えられるが、それ
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ぞれ断絶しているため別遺構として扱った。畝間溝は西から東へ向け便宜上①～①の番号を付して表記する。

①～③は方向、規模、形状、埋土ともに南に位置するRZ004の ⑥・〇・⑨と同じであり、RZ004に続く畝間

溝である可能性がある。しかし、その他の畝間溝に関しては連続性が認められない。

畝頂部は残存していないため遺構から耕作の痕跡は見出せない。
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調 査 区 外

1.10YR3/1 黒褐色シル ト(中粒砂含む)
2.10YR2/1 黒色シル ト(火山灰少量含む )
3.10YR2/1 黒色シル ト(火山灰微量含む )
4.10YR2/1 黒色シル ト(粗粒砂含む)
5.10YR2/3 黒褐色シル ト(火山灰少量含む)
6.10YR2/1 黒色シル ト(火山灰少量含む )
7.10YR271 黒色シル ト(火山灰微量含む )
8.10YR2/1 黒色シル ト(火山灰多量に含む )
9,10YR3/2 黒掲色ンル ト(粗粒砂含む 焼土粒状ブロック状に含む)

第57図  R Z006・ 007畠状遺構
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出土遺物はみられなかったが、埋土中の火山灰が十和田 a降下火山灰であると考えられ、畝間溝埋没時期

が 9世紀末～10世紀初頭頃であると考えられる。

R Z006・ 007(第 57図、写真図版29。 30)

RZ006畠 状遺構は、調査区西側 3H区に位置する。RA049と 切り合い関係がある。

検出面は第 I層直下の面である。この面の標高は122.800mを測 り、竪穴住居等の遺構検出面の標高値と

大きく異なるものではない。

ほぼ南北を指向する 5条からなる畝問溝群である。ここでは、畝間溝は西から東へ向け便宜上①～⑥の番

号を付して表記する。畝間溝はそれぞれほば平行であるが、間隔は一定ではない◇特に畝間溝④・⑤の間隔

は南側で他より狭い。

埋土は、火山灰を多量に含むシルトの堆積である。火山灰はほぼ 1次的な堆積と思われる程多量である。

畝頂部は残存していないため遺構から耕作の痕跡は見出せない。

出土遺物はみられなかったが、埋土中の火山灰が十和田a降下火山灰であるとから、畝間溝埋没時期が 9

世紀末～10世紀初頭頃であると考えられる。

4.杭 列

調査区西側で杭跡と考えられる小さな遺構を検出した。およそ東西方向に列を成して存在している。杭跡

の集合である杭列を一つの遺構として登録した。

R Z008杭列 (第58図、写真図版31・ 32)

3G区で検出した12本の杭跡からなる杭列である。杭列を構成する杭跡は便宜上杭跡①～⑫とした。

検出面は第 I層直下の面であるが、周辺よりも削平が著しくⅡ層が全く遺存していないためⅢ層上面が検

出面である。しかし、この面の標高は122.750mを測り、竪穴住居等の遺構検出面の標高値と大きく異なるも

のではない。

埋土は、上層で火山灰が多 く認められる。下層はシル ト主体であるが火山灰は認められない。埋土は全般

的にしまりがない。

全ての杭跡に掘形はみられず、地面に直接打ち込まれたものと考えられる。平面形態は径約10cnの 円形で

あり、断面形状は柱状のもので、杭跡② o③・④・〇・③・①・⑫については最下端が逆三角形に尖ってい

る。このことから杭そのものはまったく遺存していないながらも、使用された杭は丸木のもので、先端部が

鉛筆の先ように加工されていたと考えられる。これらの杭跡には、断面においても平面においても明瞭な抜

き取り痕はみられなかった。抜き取りの際に痕跡が残らないような抜かれ方をされたのか、抜かれずそのま

ま木材が朽ちてしまったなど可能性が考えられるが、調査では明確にできなかった。また、すべての杭の先

端がⅢ-4層 (砂礫層)中まで及んでいない。打ち込みの際、杭先端が礫層にぶつかったところで打ち込み

終わったのかもしれない。 したがって、杭跡①・⑤ o③・⑩の断面形態は先端部が尖っていない理由の一つ

に礫層にぶつかって杭先端部が潰れてしまったのかもしれない。

出土遺物はみられなかったが、埋土中の火山灰が十和田a降下火山灰であると考えられ、杭の痕跡の埋没

時期が 9世紀末～10世紀初頭頃であると考えられる。
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5.焼 土坑・土坑および柱穴

調査区東側で土坑を多数検出した。土坑の中には底面に被熱痕跡が認められる 3基があり、これらは焼土

坑という呼称を用い、被熱痕跡が認められないその他の土坑と区別した。焼土坑はRD137～ 139であり、土坑

はRD140～ 149である。

R D137土坑 (第59図、写真図版33)

調査区中央やや東寄り、2」区北端西側に位置する焼土坑である。焼土坑東隅が区画点2125Wに近接する。

検出面は攪乱を受けているが、第 1層直下標高122.480mを測る。

平面形態は、ほぼ方形を呈する。主軸は座標軸より約45° 振る。規模は北西～南東長1.34m、 北東～南西

長1.65m、 深さ19,lcmを測る。

Ｘ
２‐２Ｓ

RD137
1,10YR2/3
2.10YR2/3
3.5YR3/3

4.5YR3/3
5.10YR3/1
6.5YR3/6

黒褐色ンルト(火山灰ブロック含む)
黒褐色シルト(地山ブロック含む)
暗赤褐色シルトの燒土(地山ブロック含む)
暗赤褐色ンルトの焼土
黒褐色シルト(地山ブロック含む)
暗赤褐色ンルトの焼土

第59図  R D137土 坑
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埋土は、大別すると上。中・下 3層からなる。上層は火山灰や地山をブロック状に含むシル ト層である。中

層は焼土の 2次堆積層である。下層は地山ブロックを含むシル ト層である。

側壁は、南東側壁と北東側壁が攪乱を受けているが、その他は良好に残存 している。

底面はほぼ平坦で、東半の広範囲に被熱度合いの高い焼土層を検出した。この焼土層断面は直下の地山層

と層界不明瞭で下方に向け漸位的に赤みが弱くなっている。このことから、この底面東半および東側壁は直

接被熱していると考えられる。

遺物は、土師器の破片がわずかに出土 した。

遺構および少量の遺物から 9世紀後半～10世紀前半にかけての焼土坑であると考えられる。

R D138土坑 (第 60図、写真図版34)

調査区東側、31区北端西側に位置する焼土坑である。焼土坑東隅が区画点2J3eに 近接する。

検出面は、第 1層直下標高122.400mを測る。

平面形態は、ほぼ方形を呈する。土坑主軸は座標軸より約 45° 振る。規模は北西～南東長 1.92m、 東西長

1。 42m、 深さ26.Ocmを 測る。

埋土は、大別すると上・下 2層からなる。上層は炭化物を含むシル ト層である。下層は焼土ブロックを多

く含むシル ト層である。

側壁は、西隅側壁が攪乱を受けているが、その他は良好に残存 している。

|げ

第60図  R D138土坑
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底面はやや凹凸がみられ、北側には拳大の円礫が「コ」の字形に存在する。円礫は被熟のためか赤変が認

められ、円礫分布範囲内は底面も焼土化が顕著である。この焼土層断面は層界不明瞭で下方に向け漸位的に

赤みが弱 くなっている。このことから、底面北側は直接被熱していると考えられる。なお、側壁は被熱が認

められなかった。

火山灰や遺物がみられないため、時期は不明である。 しかし、RD137土坑と類似する点が多いことから9世

紀後半～10世紀前半にかけての焼土坑であると考えられる。

R D139土坑 (第61図、写真図版35)

調査区東側、31区北端西側に位置する焼土坑である。焼土坑南西隅が区画点313yに近接する。

1霊

第61図  R D139土坑
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検出面は、第 1層直下標高122.200mを測る。

平面形態は、東西方向に長い長方形を呈すると考えられるが、北側が大きく攪乱を受けている。土坑長軸

方向が主軸とするならば、主軸は東西方向である。規模は南北長の推定約1.2m、 東西長 1.92m、 深さ21.lcm

を測る。

埋土は、大別すると上・下 2層からなる。上層は拳～人頭大の撰を含むシル ト層である。この埋土中の礫

は被熱痕跡が認められるものがあり、西側に集中する。下層は西半で焼土ブロックを多 く含むシル ト層であ

る。

側壁は、北側壁がほぼ全体攪乱を受けているが、その他は良好に残存している。

底面は概ね平坦であるが、西側はわずかに窪む。底面西半は焼土化が顕著である。この焼土層断面は層界

不明瞭で下方に向け漸位的に赤みが弱くなっている。このことから、底面北側は直接被熟 していると考えら

れる。なお、側壁には顕著な被熱が認められなかった。

遺物は、埋土より土師器が 3点出土した。

遺構および遺物から9世紀後半～10世紀前半にかけての焼土坑であると考えられる。

R D140土坑 (第62図、写真図版35)

調査区東側、21区東端に位置する土坑である。上坑南隅が区画点2121yに近接する。

検出面は、第 1層直下標高122.500mを測る。

平面形態は、方～円形を呈する。主軸方向は座標軸より約 30° 振る。規模は南北長1.33m、 東西長1.53m、

深さ25.2c皿を測る。

埋土は、ほぼ単層であり、炭化物を若千量含むシル ト層である。植物の根株によりやや攪拌されているた

が
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第62図  R D140土坑
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めか埋土に縮まりはない。

側壁は、良好に残存している。側壁はどの方向においても緩やかに立ち上がる形状を成す。

底面は概ね平坦である。

遺物は、埋土中より192点 もの剥片土器が出土した。剥片土器は埋土中にほぼ普遍的に含まれるが、土坑北

半埋上下位～底面付近より多く出土した。

遺構および遺物から9世紀後半～10世紀前半にかけての剥片土器廃棄土坑であると考えられる。

R D 141土坑 (第63図、写真図版36)

調査区東側、21区西側に位置する土坑である。土坑東端が区画点2122hに近接する。RA035竪 穴住居と切り

合い関係が認められる。

検出面は、攪乱の顕著な面であり、第 1層直下標高122.450mを測る。

平面形態と規模は、直径約 lmの不整な円形を呈する。

埋土は、上・下 2層からなり、上層は締まりのないシル トである。下層は地山ブロックを含むシル トであ

り、底面を薄く被覆している程度のものである。

側壁は、現代の水路によって攪乱されている北側以外が残存している。

RA035堅 穴住居と切り合い関係は断面においては確認できなかった。 しかし、平面での検出段階で土坑西

嗚2h

亀

Эp

RD141
1.10YR2/1 黒色シル ト
2.10YR4/1 褐灰色シル ト
3.7 5YR  シル ト(地山ブロック含む)

第63図  R D141土 坑
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側の輪郭がみられず、土坑西半はRA035竪 穴住居の埋上のみであった。このことからこの土坑はRA035竪 穴住

居によって切られている可能性が高い。

底面は概ね平坦であるが、土坑中心部がやや窪む。土坑底面では須恵器長頸壺が西にやや傾いた状態で出

土した。この須恵器長頸壺は口縁～頸部半ばまでがみられない。また、その破片は埋土中にもみられなかっ

た。さらに、この須恵器長頸壺肩郡西側には、ほぼ完形の土師器イが口縁部を須恵器長頸壷に密着するよう

な状況で出土した。土師器杯の破損部分は上側の口縁部のわずかである。土師器lTh内面と須恵器長頸重の間

には埋土が充填しており、植物の根が蔓延っていた。このような底面での土器検出状況より、本来土坑底面

に須恵器長頸壺は正置され、長頸壺の回は土師器イを伏せるようにして蓋とされていたものと推測される。

しかし、東側からの生じた何らかの圧力により須恵器長頸壺は西に傾き、土師器lThが須恵器長頸壺肩部まで

滑り落ちた状況であると考えられる。なお、須恵器長頸壺内には上が充満 しており土以外のものはみられな

かった。

このような土器の組み合わせは飯岡沢田遺跡でも確認されている。飯岡沢田遺跡の例では、長頸重の日頸

部が意図的に打ち欠かれ、土師器郷で蓋がなされていた。これは須恵器内から火葬人骨が出土している蔵骨

器であったが、今回の例は火葬骨がみつかっておらず蔵骨器ではない可能性が高い。

遺構および出土した遺物から9世紀後半の土器埋納土坑であると考えられるが、遺構の切り合い関係より

' RA035竪穴住居よりも古い土坑であると考えられる。

R D142上坑 (第64図、写真図版37)

調査区東端、 2」区北端に位置する土坑である。土坑北端が区画点2123eに近接する。

検出面は、第 1層直下標高122.400mを測る。

平面形態は、均整の取れたほぼ方形を呈すると考えられるが、北側が攪乱を受けている。主軸は、ほぼ南

北方向である。規模は南北長1.04m、 東西長 0。 92m、 深さ15,9cmを測る。

埋土は、概ね粒状の焼土や炭化物を多く含むシル トである。

側壁は、北側壁が攪乱を受けているが、その他は良好に残存している。

底面は概ね平坦である。底面や側壁には顕著な被熱が認められなかったが、埋土中には多くの炭化物と焼

土がみられたことから近 くで検出した焼土坑と何らかの関係があると考えられる。また、規模や形態は焼土

坑の特徴を有するため被熱度合いの軽い焼土坑である可能性も考えられる。

遺物は、須恵器JTXが 2点出土した。

出土したわずかな遺物から判断すれば、平安時代の土坑であると考えられる。

R D143土 坑 (第64図、写真図版37)

調査区東端、 2」区北端に位置する土坑である。土坑北東隅が区画点2123cに近接する。

検出面は、第 1層直下標高122.400mを測る。

平面形態は、ほば長方形を呈する。長軸方向を主軸とするならば、主軸はほば南北方向より約45° 東に

振っている。規模は長軸1.40m、 短軸1.02m、 深さ29.Ocmを測る。

埋土は、概ね黒褐色シル トの単層であり、若干量の小礫を含む。

側壁は、すべて良好に残存している。

底面は概ね平坦である。
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RD143
1.10YR2/2 黒褐色シル ト(小礫含む )
2.10YR2/3 黒褐色ン,レ ト(地山ブロック含む)

RD142
1.10YR2/1 黒色シルト(燒土粒、炭化物粒含む)
2.5YR6/8 橙色シルトの焼土(炭化物粒含む)
3.ア.5YR2/3 極暗褐色ンルト(炭化物片含む)
4.10YR3/2 黒褐色シルト(焼土粒、炭化物粒含む)
5.7.5YR6/8 橙色砂質シ,レ ト

~~IΣ

52干

北 24d

}

第64図  R D142・ 143土坑

遺物は出土 しなかったため明確な土坑の時期は不明であるが、埋土や規模・形状から古代の土坑である可

能性が高い。

R D144土坑 (第65図、写真図版37)

調査区中央やや東寄 り、31区北端に位置する土坑である。土坑北東隅が区画点313fに近接する。

検出面は、第 1層直下標高122.300mを測る。

平面形態は、ほぼ長楕円形を呈する。長軸方向を主軸とするならば、主軸はほぼ東西方向である。規模は

東西長 1.61m、 南北長0,90m、 深さ25.9cmを 測る。

埋土は、概ね黒褐色シル トの単層であり、火山灰ブロックを多 く含む。

側壁は、すべて良好に残存 している。

底面は概ね平坦である。

遺物は須恵器tThが埋土中より 1点出土 した。

遺構および遺物から9世紀後半～10世紀前半にかけての上坑であると考えられる。

R D145土坑 (第65図、写真図版38)

調査区中央やや東寄り、21区南端に位置する土坑である。土坑北側が区画点2124fに 近接する。

検出面は、第 1層直下標高122.400mを測る。
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RD145
1.7 5YR2/3 極暗褐色シルト(炭化物片含む)
2.10YR3/2 黒福色ンルト(地山ブロック多く含む)

にぶい黄褐色シル ト(地山ブロック多く含む)

褐色シル ト(地山ブロック多く含む )

黒褐色ンル ト(微極砂含む)

灰黄褐色シル ト(地山ブロック含む)

お

RD144
1.10YR2/1 黒色シルト(火山灰ブロック多く含む)

~千

＼ヽλフ＼＼一，ノ ―
十罰hg

122300

122.300

RD147
1.10YR2/1 黒色シルト(火山灰ブロック含む)
2.10YR2/2 黒褐色シルト

RD148
1.10YR2/1 黒色シルト(炭化物含む 火山灰ブロック含む
ブロック少量含む)
2.7.5YR2/1 黒色シルト(焼と粒含む)

地山

122.800

RD149
1.10YR2/1 黒色シル ト(攪乱 )
2.10YR2/2 黒褐色ンル ト(炭化物混 じる 攪乱 )
3.10YR3/2 黒褐色シル ト(火山灰ブロツク多く含む)

七 su

第 65図  R D144～ 149土坑
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平面形態は、ほぼ円形を呈する。規模は径0.48m、 深さ19。 9cmを測る。

埋土は、上下 2層のシル トであり、上層には炭化物、下層には地山ブロックを多 く含む。

側壁は、すべて良好に残存している。

底面は丸い形状である。

遺物は出土 しなかった。

遺構の時期は不明である。       ‐

R D146土 坑 (図 65、 写真図版37)

調査区中央やや東寄り、21区南端に位置する土坑である。土坑西端が区画点3正 lgに近接する。

検出面は、第 1層直下標高122.400mを測る。

平面形態は、やや不整な円形を呈する。規模は径0,96m、 深さ24。 7cmを測る。

埋土は、地山ブロックを含むシル トである。

側壁は、南西側が攪乱を受けている以外はすべて良好に残存している。

底面はほぼ平坦である。

遺物は出土しなかった。

遺構の時期は不明である。

R D147土 坑 (第65図、写真図版38)

調査区中央やや西寄り、3H区北西側に位置する土坑である。土坑西端が区画点312uに近接する。

検出面は、第 1層直下標高122.600mを測る。

平面形態は、やや不整な円形を呈する。規模は径0,95m、 深さ33.Ocmを 測る。

埋土は、上下 2層のシル トであり、上層には火山灰ブロックを含む。

側壁は、攪乱を受けている北東部分以外すべて良好に残存している。

底面は丸い形状である。

遺物は出土しなかった。

遺構埋土に含まれる火山灰より9世紀後半～10世紀前半にかけての上坑であると考えられる。

R D148土 坑 (第65図、写真図版38)

調査区中央やや東寄り、31区北西に位置する土坑である。土坑西端が区画点31lfに近接する。

検出面は、第 1層直下標高122.400mを測る。

平面形態は、やや不整な円形を呈する。規模は径 0。 96m、 深さ24.7cmを測る。

埋土は、上下 2層のシル トであり、上層には火山灰ブロックや炭化物を含み、下層には少量の焼土ブロッ

クを含む。

側壁は、南西側が攪乱を受けている以外はすべて良好に残存している。

底面はほぼ平坦である。

遺物は出土 しなかった。

遺構埋土に含まれる火山灰より9世紀後半～10世紀前半にかけての土坑であると考えられる。
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R D149土 坑 (第65図、写真図版38)

調査区中央やや東寄り、21区南西隅に位置する土坑である。土坑南端が区画点2125tに近接する。

検出面は、第 1層直下標高122.500mを測る。

平面形態は、やや不整な円形を呈する。規模は径1.28m、 深さ25.8cmを測る。

埋土は、上下 2層のシル トであり、上層は攪乱起源による不純物が多いが、下層には火山灰ブロックを多

く含む。

側壁はすべて良好に残存 している◇

底面はほぼ平坦である。

遺物は出土しなかった。

遺構埋土に含まれる火山灰より9世紀後半～10世紀前半にかけての土坑であると考えられる。

上坑 出土遺物 (第66図、写真図版63)

出土した遺物は土師器郭・土師器甕・須恵器ITA・ 須恵器壺である。 1・ 2・ 5。 6・ 8。 11は土師器郷で

ある。

1は 口縁部～底部にかけて残存する。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整で

ある。

2は 口縁部～底部にかけて残存する。内面 ミガキ調整で黒化処理されており、底部は回転糸切り後無調整

である。日縁部は著 しく外反する。

5は 日縁部～底部にかけて良好に残存する。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無

調整である。体部外面に黒斑が認められる。

6は 口縁部～底部にかけて良好に残存する。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無

調整である。

8は 口縁部～底部にかけて良好に残存する。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無

調整である。

＼

フ

(S=1:4)         20cm

第66図 土坑出土遺物
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Hは底部のみの破片である。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部は回転糸切り後無調整である。

7,10は土師器甕である。

いずれも底部のみの破片で、底部外面には木葉痕が認められる。

3.4は須恵器邦である。

3は日縁部～体部下半にかけて残存する。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部調整は不明である。

4は 日縁部|～体部にかけて残存する。内外面ともに回転ナデのみの調整で、底部調整は不明である。口縁

部はやや肥厚する。

9は須恵器長頸壺である。頸1部～日縁部にかけて欠損しているが、その他は良好に残存している。体部下

半は縦方向のヘラケズリが施され、それ以外は回転ナデである。底部はわずかに輪状に高台がみられる。こ

れは削り出しの高合であると考えられる。RD141土坑底面中央よりほぼ正置されて出土した。
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V。 自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じめに

岩手県盛岡市向中野に所在する細谷地遺跡は、北上川右岸の低位段丘上に立地する。周辺には、飯岡才川、

野古A、 稲荷、熊堂A・ B遺跡などが分布している。本遺跡の発掘調査では、平安時代と考えられる堅穴住居

跡や畑と考えられる畝、杭列などの遺構や、当該期の土師器や須恵器、鎌や刀子、鉄鏃などの遺物が確認さ

れている。

本報告では、1)テ フラの検出同定、2)畑状遺構の栽培植物の検証、という2点の課題を設定し、1)について

は、火山灰 (テ フラ)と考えられる堆積物を対象に、性状を明らかにする。また、テフラであった場合、噴

出年代の明らかにされている指標テフラとの対比を行い、遺構に関わる年代資料を作成する。一方、2)につ

いては、特にイネ科の栽培植物について検討するため、畝及び畝間から採取された土壌を対象に植物珪酸体

分析を行う。

I.火山灰分析
1.試  料
試料は、竪穴住居跡 (RA046)覆土及び畑状遺構 3・ 4の畝間から採取された火山灰と考えられる堆積物

2点である。各試料の肉眼観察の結果、竪穴住居跡覆土の試料は暗褐色を呈する中粒～細粒の砂であり、

畑状遺構試料は、黒褐色の砂質シル トとにぶい黄橙色のシル ト質砂が混在する状況が認められた。

2.分 析方法

(1)テ フラ分析

試料約20gを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄

みを流 し去る。この操作を繰り返し、得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。観

察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量の多少を

定性的に調べる。

火山ガラスは、形態によリバブル型・中間型・軽石型の 3タ イプに分類した。バブル型は薄手平板

状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラス、軽石型は小気泡を

非常に多く持った塊状および気泡の長 く伸びた繊維束状のものとする。さらに火山ガラスについて、

屈折率を測定することにより、テフラを特定するための指標とする。屈折率の測定は、古澤 (1995)の

MAIOTを 使用 した温度変化法を用いた。

3.結  果

(1)テ フラ分析

2試料は、ともに多量の火山ガラスが含まれる。

また竪穴住居跡試料中には多量の軽石も含まれ、

畑状遺構試料には中量の軽石が含まれる。火山ガ

ラスおよび軽石の特徴は、両試料とも類似してい 堅六住居跡 (RA046) 畑状遺構畝間
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る。火山ガラスはバブル型と軽石型が混在 し、軽石型が非常に多い。

火山ガラスの屈折率は、堅穴住居跡覆土試料ではnl.504～ 1.508、 畑状遺構試料ではnl.504～ 1.509

の レンジを示 し、ともにnl.506前 後にモー ドがある (図 1)。 軽石は、径2mm程度で粒径の淘汰は非常に

良好である。その色調は白色を呈し、発泡は良好である。

4.考  察

竪穴住居跡覆土や畑状遺構畝間に認められたテフラと考えられる堆積物は、火山ガラスおよび軽石の粒径

の淘汰が非常に良いことや、岩石片や石英粒などテフラに由来 しない砕屑物をほとんど含まないこと、 さら

に各遺構における出土状況から、一次降下堆積 したテフラが後世の撹乱を受け土層中にブロック状に残存 し

たことが推測される。

これらの試料は、上記 した火山ガラスや軽石の特性や本遺 FVIの地理的位置、既存の東北地方におけるテフ

ラの産状についての研究成果 (町田ほか (1981;1984)、 Arai et al.(1986)、 町田。新井 (2003)な ど)と の比較

から、西暦915年 に十和田カルデラより噴出した十和田aテ フラ(To a)に 対比される。なお、東北地方では、

To aと ほぼ同時期 (上述の早川。小山 (1998)に よれば、To a噴出から約30年後の西暦947年 )1こ 中国と北朝鮮の

国境にある白頭山から噴出した自頭山苫小牧テフラ(3 Tm)の堆積 も広域に認められている。ただし、 このテ

フラは細粒のバブル型の多い火山ガラスを主体とすることとその屈折率が高い (nl.511～ 1.522)こ とか ら、

To aと は明瞭に区別される。今回の試料中に含まれる火山ガラスには、B―Tmに 由来する火山ガラスはほとん

ど含まれていないと考えられる。

また、発掘調査時の所見によれば、テフラは、竪穴住居跡では覆土上層にブロック状に堆積する状況が認

められており、遺構の廃絶後のほぼ埋没した時期に降下ことが考えられる。 したがって、当遺構は、新 しく
ともTo a降灰以前、すなわち10世紀以前の遺構と判断される。また、畑状遺構についても、畝間にTo aが集

積していることから、当テフラの降灰時には畝や畝間が作 られていたことが推測される。

Ⅱ。植物珪酸体分析

1.試  料
畠状遺構は、発掘調査区西側2箇所から検出されており、それぞれ畠状遺構 1・ 2、 畠状遺構 3・ 4と される◇

これらの畠状遺構からは、いずれも畝が南北に延びる状況が確認されている。

試料は、3H7f区 南壁で確認された畑状遺構 3・ 4の土層断面から採取された土壌6点 (試料番号1～ 5,火山

灰試料)と、畠状遺構Ⅲ2の畝間より採取された土壌 1点 (試料番号6)である◇このうち、試料番号 1は

表土付近、試料番号2は畝直上の土層であり、いずれも黒色を呈する砂質シル トからなる。試料番号3は、

畝間より採取されており、To aが 混在する黒色の砂質シル トである。なお、火山灰試料は、同地点の隣

接する同一土層から採取されている◇試料番号4・ 51ま、畝覆土上部 (試料番号4)及び畝覆上下部 (試料

番号5)|こ相当し、いずれも黒色を呈する砂質シル トからなる。これらの計7点の土壌試料について、植

物珪酸体分析を行う。
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2.分 析方法

(1)植物珪酸体分析

各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法 (ポ リタングステン酸ナ トリウム,比

重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離 。濃集する。これをカバーガラス上に滴下・

乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラー トを作製する。400倍 の光学顕微鏡下

で全面を走査 し、その間に出現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来 した植物珪酸体 (以

下、短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび棄身機動細胞に由来 した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)

を、近藤 。佐瀬 (1986)の 分類に基づいて同定・計数する。分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレ

パラー ト作成に用いた分析残澄量、検鏡に用いたプレパラー トの数や検鏡 した面積を正確に計量し、

堆積物 lgあたりの植物珪酸体含量 (同定 した数を堆積物 lgあたりの個数に換算)を求める。

結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。また、各種類の植物珪酸体含量とその層位的変化から栽

培植物や古植生について検討するために、植物珪酸体含量の層位的変化を図示する。

3.結  果

(1)植物珪酸体分析

結果を表 1、 図21こ示す。各試

料からは植物珪酸体が検出され

るが、保存状態が悪 く、表面に

多数の小孔 (溶食痕)が認 め ら

れる。この中には、イネ科業部

(葉 身と葉鞘)の 業部短細胞 に

由来する亜鈴形を呈する短細胞

珪酸体、葉身機動細胞に由来 し

た扇形を呈する葉植物珪酸体が

見られる。また、籾殻の外穎表

面に形成される乳房状形を呈す

るイネ属穎珪酸体も含まれる。

火山灰試料では、植物珪酸体

含量は約2,600個 /gと 最 も少な

く、ヨシ属やススキ属などが認

表1畠状遺構の植物珪酸体含量 (個/D

種  類
試 料番号 6丈 山灰

イチゴツナギ亜科オオムギ族  1,366  363  151  159  58   0   0

イネ科業部短細胞珪酸体
イネ族イネ属
キビ族キビ属
タケ亜科クマザサ属
タケ亜科
ヨン属
ウシクサ族コブナグサ属
ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科
不明キビ型

不明ヒゲシバ型

イネ族イネ属
キビ族
タケ亜科クマザサ属
タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ族
不 明

12,539    871    101   1,272    232    219      0

1,986    581    101    318      0      0      0

869    218      0    318      0    148      0

124     73      0    159    174      0      0

4,221   7,039  5,134 16,534 10,826  7,014    714

0    73    50     0     0     0     0
5,462 13,643  2,919  8,585  5,558  6,283    165

2,359  1,950    604  3,021    579    804     55

7,449 13,062  6,140 17,647  7,873  8,329    769

3,973  5,951    956  7,472  2,489  2,923    384

4,718  2,467      0  1,113  1,100    146      0

372    213    101      0      0      0      0

372     73      0    159     58     73      0

0      0      0      0    347      0      0

248  1,379    503  1,272  2,837    365      0

2,855  4,064    856  2,226  2,721   1,754     55

1 117  3774    705  1908  1795  1461     55

不明ダンテク型        3,352 4,136  503 3,021 1,447 1,680  439
イネ科葉身機動細胞珪酸体

珪化組織片
イネ属類珪酸休      26,195  653   0  159  753   0  0
合 計
イネ科業部短細胞珪酸体   43,70047,96916,70958,50629,23627,398 2,526
イネ科葉身機動細胞珪酸体  9,68211,975 2,165 6,678 8,858 3,799  110
珪化組織片
総 計

26,195    653      0    159    753      0      0
79577 60597 18874 65343 38847 31 197  2636

められる。

試料番号6・ 5で は、植物珪酸体含量は約34万個/gで ある。栽培植物のイネ属が認められ、特に試

料番号5では機動細胞珪酸体含量は約1,100個、籾殻に形成されるイネ属穎珪酸体は約750個/gで ある。

また、試料番号5で は栽培種を含む分類群であるオオムギ族も認められるが、検出された植物珪酸体の

形態からは栽培種か否かの判別は困難である。

試料番号4では、植物珪酸体含量は約6.5万個/gである。に増加する。イネ属が認められ、短細胞珪

酸体と機動細胞珪酸体含量は約1,000個 /gを超える。この他に、オオムギ族や栽培種を含む分類群で

あるキビ属が認められる。試料番号3で も、試料番号4と概ね同様な種類が検出されるが、これらの植
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図 2植物珪酸体含量の層位変化
堆積物 lgあ たりに換算した個数を示す。●Oは 100個 /g未満の種類を示す。

物珪酸体含量は少ない。

試料番号 2・ 1では、イネ属が認められる。特に、試料番号1ではイネ属短細胞珪酸啓や穎珪酸体含

量が突出して多 く、機動細胞珪酸体含量も最も多い。この他に、オオムギ族やキビ属の植物珪酸然含

量も多 く認められる。これらの試料には、いずれもヨシ属やススキ属の植物珪酸体が多く認められ、

タケ亜科やイチゴツナギ亜科などの植物珪酸体 も認められる。

4.考  察

畠状遺構 3・ 4の表土から畝下部までの土層からは、栽培植物のイネ属をはじめとして、栽培種を含む分

類群のキビ属やオオムギ族が検出された。これらの状況を見ると、イネ属短細胞珪酸体含量は表土 (試

料番号1)で最も含量が多く、次いで畝上部 (試料番号 4)、 畝直上 (試料番号2)と なるが、表土と畝上

部では約10倍の含量の違いがある。また、イネ属の機動細胞珪酸体や頴珪酸体含量も、畝上部と畝直上

の試料間で含量が多少異なるが、表土付近で最も含量が多い傾向は共通する。キビ属やオオムギ族 も、

短細胞珪酸体含量は少ないものの、イネ属と同様な傾向が認められる。

一方、畝と畝間の植物珪酸体含量は、畑状遺構 3・ 4で は畝上部 (試料番号4)でイネ属やキビ属、オオ

ムギ族の短細胞珪酸体、機動細胞珪酸林含量が多 く、畝下部 (試料番号5)や畝間 (試料番号 3、 火山灰試

料)で得られた含量をいずれも上回る。ただし、イネ属の頴珪酸体は畝下部 (試料番号5)と 畝上部の含

量を上回る。

畠状遺構 3・ 4の畝 (試料番号4・ 5)に おけるイネ属機動細胞珪酸体含量は約1,000個/gで ある。ここで、

安定 した稲作が行われたと推定される水田跡で行った分析調査では、イネ属機動細胞珪酸体含量は約

5,000個 /gと されている(杉山,2000)。 岩手県内における分析調査例を見ると、ヨ角子久保IV遺跡 (軽米

町)の平安時代の畝溝からはイネの植物珪酸体が検出され、そのイネ属機動細胞珪酸体含量が約600個/g

とされ (古環境研究所,1988)、 同遺構からは、前述のイネとともにムギ類の植物珪酸体や種実遺体 も検

出されたことから、これらの栽培の可能性が指摘されている (パ リノ・サーヴェイ,1988)。 また、上鬼

柳IV遺跡 (北上市)では、イネやオオムギに由来する植物珪酸体が検出され、平安時代以降に畠遺構や
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周辺でイネ、あるいはオオムギが栽培された可能性が指摘されている (パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,

1992)。 大向H遺跡 (二戸市)の平安時代の畠跡では、栽培種のイネやムギ類などのイネ科作物に出来す

る植物珪酸体は全 く検出されず、イネ科以外の作物 (根菜類、豆類、野菜類など)の栽培の可能性が指摘

されている(パ リノ・サーヴェイ株式会社,未公表)。

これらの状況を考慮すると、畠状遺構 3。 4の畝では、陸稲栽培が行われていた可能性がある。なお、畝

直上 (試料番号2)や表土 (試料番号1)か らもイネ属やキビ属、オオムギ族が認められているが、イネ属や

キビ属の短細胞珪酸体に限れば、畝直上 (試料番号2)と 比較して畝 (試料番号4)で含量が多い。また、

畝間 (試料番号3,火山灰試料)で も同様な種類が確認されているが、その含量は低い。これは、耕作後に

To aが 混入 したことや、畝や周囲の土壌の混入により畝間が埋没したことから植物珪酸体の割合が低下

したと考えられる。また、畠状遺構の畝下部 (試料番号5)に おいても、イネ属やオオムギ族が認められて

いる。この点は、1)当遺構で継続的に栽培が行われ、これらの植物珪酸体が土壌中に供給された、2)上

部からの混入、といったことが推測される。

なお、本分析で検出されたキビ属やオオムギ族は、植物珪酸体分析では栽培種に限定することができ

ないが、これらの種類も栽培されていた可能性がある。また、本分析結果で得 られた植物珪酸体につい

ては、敷き藁や稲藁を用いた堆肥による施肥等によって供給された可能性もある。この点については、

これらの栽培植物の種実遺体調査を行い検証することが望まれる。

畠状遺構 3・ 4の土層では、上記した栽培植物や栽培植物を含む種類の他に、ヨシ属やススキ属をはじめ

として、タケ亜科やイチゴツナギ亜科などの植物珪酸体が検出されることから、これらのイネ科植物の

生育も窺われる。なお、これらのイネ科植物はいわゆる人里植物であり、開けた場所に生育する種類が

多く、本遺跡周辺は開けた場所であったと推測される。また、ヨシ属は湿潤な場所に生育する種類であ

ることから、周囲に湿潤な場所が存在 したと考えられる。
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図版1 テフラ

1.To一aの軽石 堅穴住居跡 RA046覆土
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図版2植物珪酸体
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1.イネ属短細胞珪酸体(試料番号4)

3クマザサ属短細胞珪酸体(試料番号4)
5.ススキ属短細胞珪酸体(試料番号4)

7.イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体(試料番号 1)
9.ウシクサ族機動細胞珪酸体(試料番号4)
11.イネ属類珪酸体(試料番号5)

2キビ属短細胞珪酸体(試料番号 1)
4ヨシ属短細胞珪酸体(試料番号4)
6オオムギ族短細胞隆酸体(試料番号 1)
8.イネ属機動細胞畦酸体(試料番号5)
10.ヨシ属機動細胞珪酸体(試料番号4)

自然科学分析図版 2
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表
5 
竪
穴
住
居
一
覧

障
図
h
写
 
真

図
版
No
.
遺
構
名
主
 
軸

規
  
 
模
(c
m)
床
面
積

(だ
)
カ
マ
ド
位
置

火
山
灰
柱
穴
住
居
内

土
 
抗
壁
溝
切
り
合
い
関
係

備
考

縦
横

深
さ

図
7
写
図
4

×
×

×
×

×
前
年
度
調
査
区
に
か
か
る

図
9
写
図
4
RA
03
4

×
埋
土
下
位

プ
ロ
ッ
ク
状

×
×

×
前
年
度
調
査
区
に
か
か
る

図
10
写
図
5
RA
03
5
N-
10
°
 
―
E

(6
65
)

(3
9.
25
)
北
壁
や
や
東
寄
り
埋
土
上
位

ブ
ロ
ッ
ク
状

10
基
南

西
～
南

RA
03
4 
 R
D1
56

に
切
ら
れ
る

土
抗
埋
土
に
火
山
灰
微
量
含
む
 
前

年
度
調
査
区
に
か
か
る

図
13
写
図
6
RA
04
0
E-
2°
 
―
N

(3
45
)

(1
0.
66
)
東
壁
や
や
北
寄
り

×
×
2基

×

図
16
写
図
8
RA
04
1
E-
19
°
 
―
S

20
.7
5
東
壁
南
寄
り
埋
土
中

ブ
ロ
ッ
ク
状
少
運
×
4基

×
土
抗
埋
土
に
火
山
灰
少
量
含
む

図
21
写
図
10
RA
04
2
V-
16
°
 
一
N

(1
0.
37
)
西
壁
中
央

×
×
3基

×
RA
04
6に
切
ら
れ
る

図
25
写
図
12

N-
6°
 
一
E

(1
4.
06
)
北
壁
中
央

×
×
2基

×
RA
05
0に
切
ら
れ
る

じ
]2
8
写
図
13
RA
04
4
N-
5°
 
―
W

3.
82

×
×

×
×

×

彊
]3
0
写
図
14

E-
16
°
 
一
S

17
.
40
東
壁
北
寄
り
埋
土
上
位

ブ
ロ
ッ
ク
状
多
選

×
3基
】
ヒ

西
～
南
RA
04
6を
切
る
?

固
]3
5
写
図
16

ll
-8
°
 
一
N

(5
85
)

(2
5.
89
)
西
壁
中
央

埋
土
上
位

ブ
ロ
ッ
ク
状
多
選
4基
1基

×

RA
04
2を
切
る
。 R
A0
45

に
切
ら
れ
る

図
38
写
図
18
RA
04
7
W-
6°
 
一
N

-1
5.
64
西
壁
中
央

埋
土
下
位

帯
状
多
量

×
2基

×
調
査
区
外
に
か
か
る

図
41
写
図
20

W-
5°
 
一
S

(2
91
)

(7
.4
2)
西
壁
中
央

×
×
3基

×
土
抗
埋
上
、
カ
マ
ド
崩
落
土
?に
火
山

灰
ブ
ロ
ッ
ク
含
む

図
44
写
図
22

E-
6°
 
―
S

-1
3.
21
東
壁
北
寄
り

×
×

×
×
畑
跡
2・
3直
下
調
査
区
外
に
か
か
る

図
47
写
図
23

S-
6°
 
一
E
(4
36
)

-1
4.
24
南
壁
東
寄
り

×
×

×
×
RA
04
3を
切
る

図
50
写
図
24
RA
05
1
E-
7°
 
一
S

東
壁
南
隅

埋
土
中

ブ
ロ
ッ
ク
状

×
×

×
カ
マ
ド
崩
落
土
に
火
山
灰
ブ
ロ
ッ
ク

含
む

図
53
写
図
26
RE
00
6
N-
3°
 
―
W

11
.8
0

×
埋
土
上
位

ブ
ロ
ッ
ク
状

×
×

×



表
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土
坑
一
覧
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表
7 
杭
跡
一
覧

写
真

図
版

No
.

遺
構
名
グ
リ
ッ
ド
規
  
 
模
(c
m)

平
面
形
火
山
灰
出
土
遺
物

備
考

上
下

深
さ

子
図
33
RD
13
7
21
24
g
13
8×
(1
35
)
11
1×
10
6
22
.5
隅
丸
方
形
埋
土
上
位

ブ
ロ
ッ
ク
状

焼
土
坑

事
図
34
RD
13
8
2」
22
b
17
0×
13
7
13
9×
10
9
19
.1
隅
丸
方
形

×
焼
土
坑

事
図
35

RD
13
9
31
2y
19
0×
-1
21
15
7×
-9
[
21
1
隅
丸
方
形

×
土
器
片
数
点
焼
土
坑

RD
14
0
21
20
x
15
9×
13
3
11
0×
93
25
.2
不
整
円
形

×
土
師
器
の
剥
片
土
器
廃
棄
土
坑

事
図
36
RD
14
1
21
21
g
86
)〈
82
80
×
78
27
.0
不
整
円
形

×
土
器
埋
納
土
坑

事
図
37

RD
14
2

11
5×
(1
13
)
86
×
63
15
.9
不
整
円
形

×

RD
14
3
2J
23
d
13
5×
96
99
×
74
29
.0
楕
円
形

×

RD
14
4
31
3f
16
1×
90
14
3×
82
25
.9
精
円
形
埋
土
中

ブ
ロ
ッ
ク
状
多
量

RD
14
5
21
24
f
48
×
46
20
×
10
19
,9
不
整
円
形

×

事
図
38

RD
14
6
21
23
o
14
7×
95
11
7×
70
24
.7
精
円
形

×

RD
14
7
3H
2u
85
×
(7
5)
53
×
43
33
.0
不
整
円
形
埋
土
上
位

ブ
ロ
ッ
ク
状
多
量

RD
14
8
21
25
f
10
5×
90
88
×
55
11
.5
不
整
円
形
埋
土
上
位

ブ
ロ
ッ
ク
状

RD
14
9
2H
24
y
13
0×
11
0
91
×
89
25
.8
不
整
円
形
埋
土
下
位

プ
ロ
ッ
ク
状
多
量

写
真
区

|I
T,
it
No
.

規
模
(c
m)

火
 
山
 
灰

杭
間
の

距
 
離

(c
m)

備
 
考

長
径
短
径
深
さ

写
図
31

①
10
.0

13
.5
埋
土
上
位
に
多
量
30
.0
下
端
が
平
ら

②
11
.0

14
.0
埋
土
上
位
に
少
量

63
.0

③
11
.0

14
.5
埋
土
上
位
に
多
量

11
1.
5

写
図
32

④
11
.5
10
.5

埋
土
中
。
ブ
ロ
ッ

ク
状
に
少
量

22
.5

⑤
11
.5
10
.5
19
.5
埋
土
上
位
・
ブ

ロ
ッ
ク
状
に
微
量

下
端
が
平
ら

⑥
13
.0

埋
土
中
に
少
量

29
.0

①
14
.0
11
.0
18
.0
埋
土
上
位
に
含
む

28
.0

③
18
.0
14
.5
14
.5
埋
土
上
中
位
・
ブ

ロ
ッ
ク
状

③
12
.0
11
.5
14
.0
×

下
端
が
平
ら

48
.0

⑩
13
.0
11
.0
14
.0
埋
土
上
位
に
含
む

30
.0

①
12
.0
10
.5
16
.0
埋
土
上
位
に
多
量

72
.0

⑫
10
.0
×



表
8 
畠
状
遺
構
畝
間
溝
一
覧

規
  
 
模
(c
m)
畝
の
幅

(c
m)

火
  
山
  
灰

備
考

長
さ
幅
深
さ

1-
①

② ③

39
.0

④

51
,0

⑤

21
.0

⑥

64
.0

①

15
.0
※
1

③

28
.0

⑨
-4
70

32
.0

⑩

50
.0

①

37
.0

⑫

48
.0

①

36
.0

⑭

35
,0

⑮

27
.0

④

33
.0
※
2

①

規
模

畝
の
帽

(c
m)

山
火

灰
備

考
長
さ
幅
深
さ

2-
C

② ③

56
.0

④ ⑤ ⑥ ⑦

Ｉ Φ ∞ ―

規
模

畝
の
幅

(c
m)

火
山
灰

備
考

長
さ
幅
深
さ

3-
C

不
明

②
不
明

③
(2
10
)

埋
土
下
位
・
ブ
ロ
ッ
ク

状
に
多
量

④
23
.5

埋
土
下
位
・
プ
ロ
ッ
ク

状
に
多
量

⑤
26
.5

埋
土
下
位
・
ブ
ロ
ッ
ク

状
に
多
量

⑥
埋
上
下
位
・
ブ
ロ
ッ
ク

状
に
多
量

規
  
 
模
(c
m)

畝
の
幅

火
山
灰

備
考

長
さ
幅
深
さ

4-
廻

埋
土
下
位
・
ブ
ロ
ッ
ク

状
に
多
量

②
埋
土
下
位
。
プ
ロ
ッ
ク

状
に
多
量

③
埋
土
下
位
・
ブ
ロ
ッ
ク

状
に
多
量

※
1は
⑥
―
③
間
の
数
値
  
※
2は
⑮
一
①
の
数
値
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表
9 
遺
物
観
察
表
(上
器
)①

翻 吐
写
真
図
jI
I

No

土 構

出 遺
種
別
器
種
残
存
率

(%
)

法
  
  
量
 (
cm
)

調
整

色
調

胎
土
焼
成

備
考

口
径
底
径
器
高
器
厚

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

34
-3
5
50
-1
08
RA
04
5
須
恵
器
甕

52
9

1,
9
平
行
タ
タ
キ
・
頸
部
回
転

ナ
デ

当
具

!.
5Y
R5
/1
黄
灰
色
2.
5Y
R5
/2
暗
黄
灰
色
10
YR
6/
1褐
灰
色
○
○
肩
部
降
灰
認
め
ら
れ
る

33
- 
2
49
-1
00
記A
04
5
須
恵
器
短
頸
重

10
7

Ll
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
 
ー
部
に
ミ
ガ

キ
 
そ
の
他
は
回
転
ナ
デ
?
回
転
ナ
デ

10
YR
5/
1褐
灰
色
10
YR
5/
1褐
灰
色
10
YR
5/
1褐
灰
色
◎
◎

32
- 
1
48
- 
92
記A
04
5
土
師
器
邦

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

「
5Y
R8
/8
責
種
色
7 
5Y
R7
/6
橙
色

○
○
部
分
的
に
黒
斑
あ
り

32
- 
5
48
- 
90
驚A
04
5
土
師
器
杯

18
 7
5
53

0,
7
]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

10
YR
6/
3に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
7/
2に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
○
△
黒
斑
あ
り

32
- 
7
48
- 
91
記 A
04
5
土
師
器
杯

可
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

.5
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
10
YR
6/
6明
黄
褐
色
10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
○
△
黒
斑
あ
り
(底
部
内
面
)

33
-2
8
49
-1
02

須
恵
器
長
頸
壷
(瓶
)

1,
0
ラ
ケ
ズ
リ
・
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

「
.5
YR
5/
2灰
褐
色
7.
5Y
R5
/1
褐
灰
色
L5
YR
5/
1褐
灰
色
○
○
星
状
に
降
灰

32
- 
4
47
- 
89
そA
04
5
土
師
器
杯

コ
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
Ⅶ
5/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
1 
7/
1黒
色
10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
○
○
内
黒
・
墨
書
「
玉
」

32
-1
8
48
- 
94
RA
04
5
土
師
器
坪

0,
7
]転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
6/
2灰
黄
褐
色
○
○
黒
斑
あ
り
 
内
黒
か
?

32
-1
6
47
- 
86

土
師
器

邦
可
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

,Y
R5
/8
明
黄
褐
色
5Y
R4
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色
Ⅳ
R4
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色
○
○
黒
斑
あ
り
(底
部
内
面
)

33
-3
1
49
-1
07
tA
04
5/
04
,
土
師
器
甕

(2
38
)

1,
1
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
・
ナ
デ
F5
YR
4/
3褐
色
5Y
R5
/4
に
な
い
赤
褐
色
.5
YR
4/
3掲
色

○
◎

32
- 
9
48
- 
95
tA
04
5
土
師
器
杯

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

10
YR
5/
1褐
灰
色
10
YR
5/
2灰
黄
褐
色
10
YR
5/
1褐
灰
色
○
△
内
外
面
広
い
範
囲
に
黒
斑

32
-8
48
- 
96
■
04
5/
04
2
土
師
器
邪

6.
1

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

10
YR
5/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
VR
6/
4に
な
い
黄
橙
色
△
△
二
次
焼
成
に
よ
る
黒
斑
あ
り

32
-1
7
49
-1
04
RA
04
5
土
師
器

不
]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

5Y
R6
/6
 
れ豊
てL
1.
5Y
R5
/4
に
な
い
褐
色
.5
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
○
○
黒
斑
あ
り
(底
部
内
面
)

32
-1
2
48
- 
97

上
師
器
杯

59
可
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

;Y
R7
/6
橙
色
5Y
R6
/8
橙
色
;Y
R6
/8
橙
色

○
△
底
部
付
近
内
外
面
に
黒
斑

32
- 
2
48
- 
98

土
師
器

邦
]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

5Y
R7
/6
橙
色
7 
5V
R7
/6
橙
色
.5
YR
8/
5浅
黄
橙
色
○

黒
斑
あ
り
(底
部
内
面
中
心
)

32
-3
48
- 
99
RA
04
5
土
師
器

FT
N

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

5Y
R7
/8
黄
橙
色
5Y
R7
/8
橙
色
,Y
R7
/8
橙
色

○
△

33
-3
2
49
-1
06
RA
04
5
土
師
器
甕

(2
34
)
(2
44
)
(2
2.
6)
Ll
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

10
YR
6/
8明
黄
褐
色
10
YR
4/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
6/
8明
黄
褐
色
○
O
底
径
の
数
値
は
胴
部
最
大
径

32
-6
47
- 
83
驚A
04
5
土
師
器
邦

51
5

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

.5
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
7.
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
.5
YR
6/
6橙
色
◎
△
内
面
底
部
外
面
底
部
下
半
に
黒
斑

32
-1
1
47
-8
7

土
師
器
杯

55
1.
0
]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

10
YR
7/
6橙
色

10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
7/
6 
増豊
て色
O

内
面
の
底
部
に
黒
斑
あ
り

32
-1
9
46
-7
5
u0
45
土
師
器
杯

2.
2)

可
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
5Y
R6
/8
橙
色
NR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
△
○

33
-2
7
49
-1
03
tA
04
5/
04
2
土
師
器
甕

8.
2

10
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
7 
5Y
R6
/6
橙
色
.5
VR
6/
6に
ぶ
い
橙
色
○
○

33
-3
4
49
-1
05
tA
04
5/
04
2
土
師
器
甕

(1
5.
9)
12
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
ナ
デ

10
YR
5/
4に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
3/
1黒
褐
色
10
YR
6/
3に
ぶ
い
黄
橙
色
△
O

32
-1
4
47
- 
84
■
04
5
土
師
器
杯

IH
I転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

10
YR
5/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
3/
1黒
褐
色
10
YR
4/
2灰
黄
褐
色
○
△
黒
斑
あ
り
(外
面
)内
面
全
体
黒
斑

33
-3
3
46
- 
74
RA
04
5
土
師
器
甕

(2
8,
4)

(1
3.
2)

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

;Y
R5
/6
明
赤
褐
色
5Y
R7
/8
 1
豊
で白
,V
R7
/8
橙
色

○
◎

32
-1
3
48
- 
93
そA
04
5
土
師
器
杯

5,
1

可
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

「
5Y
R7
/6
橙
色
7.
5Y
R7
/8
黄
橙
色
.5
YR
7/
8黄
橙
色
◎

32
-1
0
47
- 
82
記A
04
5
土
師
器
杯

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

5Y
R7
/6
橙
色
7.
5Y
R7
/6
橙
色
「
5獣
7/
6橙
色

◎
△
ミ
部
外
面
に
黒
斑

82
-1
5
47
- 
85

土
師
器
邦

7.
2
53
07
コ
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

生
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
7.
5Y
R6
/6
橙
色
5Y
R7
/6
 
増豊
モヨ

◎
△

32
-2
6
47
- 
81
lA
04
5
土
師
器

lT
h

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

;Y
R6
/8
橙
色
7.
5Y
R6
/6
橙
色
F 
5Y
R6
/6
 
荘霊
てヨ

◎
△
本
部
外
面
に
黒
斑

33
-3
0
48
-1
01
記A
04
5
須
恵
器
罠頸
壷
(瓶
)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
`回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

10
YR
6/
2灰
黄
褐
色
2.
5Y
R6
/1
灰
黄
色
5Y
R6
/1
灰
黄
色
○
○

32
-2
5
47
- 
88
RA
04
5
土
師
器

邦
0.
7
回
転
ナ
デ

ガ
キ

10
釈
5/
3に
な
い
黄
褐
色
10
YR
2/
1黒
色
10
YR
6/
2灰
黄
褐
色
○
○
本
部
外
面
に
黒
斑
あ
り



表
9 
遺
物
観
察
表
(土
器
)②

ｌ μ Ｏ Ｏ Ｉ

脚 Ｌ
写
真
図
版

No
.

土 構

出 遺
種
別
器
種
残
存
率

(%
)

法
  
 
量
(c
n)

調
整

色
調

胎
土
焼
成

備
考

口
径
底
径
器
高
器
厚

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

19
-1
6
44
- 
49

土
師
器
耳
皿

(8
7)

]転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
YR
3/
1黒
褐
色

黒
色

10
YR
5/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
○
○
内
外
面
に
黒
化
処
理

19
-7
43
-4
0
RA
04
土
師
器
高
台
付
不

12
 5
5
78

07
]転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
椒
4/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
OY
R3
/
黒
褐
色
10
YR
6/
4に
な
い
黄
橙
色
△
○
墨
書
「
?」

19
-4
42
- 
37

土
師
器

47
N

0.
7
]転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
YR
6/
6明
黄
褐
色
0粒
R2
/
黒
色

10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
○
○
墨
書
「
?J

19
-1
42
- 
35

土
師
器
イ

56
05
]転
ナ
デ

ガ
キ

5Y
R6
/8
橙
色
OY
R2
/
黒
色

○
◎
底
部
糸
切
り
後
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

19
-5
42
- 
34

土
師
器
辱

58
5

0.
55
]転
ナ
デ

ガ
キ

「
5Y
R6
/6
橙
色
OY
R2
/
黒
色

OY
R6
/3
に
な
い
黄
橙
色
○
○
底
部
糸
切
り
後
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

19
-6
42
- 
36

土
師
器

必
5_
0

可
転
ナ
デ

ガ
キ

10
YR
4/
6褐
色
OY
R3
/
黒
褐
色
OY
R6
/4
に
ぶ
い
黄
橙
色
○
○
底
部
糸
切
り
後
ヘ
ラ
ナ
デ

19
-8
43
- 
41

土
師
器

郭
05
ヨ
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

碓
5Y
R5
/6
明
褐
色
10
YR
6/
6明
黄
褐
色
10
YR
6/
6明
黄
褐
色
○
○

19
-3
42
- 
39
tA
04
土
師
器

邦
]転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
YR
5/
4に
よ
い
黄
褐
色
10
YR
2/
1黒
色

OY
R6
/4
に
ぶ
い
黄
橙
色
○
○
底
部
口
縁
部
外
面
に
黒
斑

44
- 
53

土
師
器
耳
皿

12
ガ
キ

ミ
ガ
キ

10
YR
3/
1黒
褐
色
10
YR
3/
1黒
褐
色
OY
R6
/4
に
な
い
黄
橙
色
○
○

19
- 
2
42
-3
8

土
師
器
年

団
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

75
11
R6
/6
橙
色
1 
5Y
R6
/6
橙
色
OY
R7
/4
に
ぶ
い
黄
橙
色
○
△

19
-l
l
44
- 
50

土
師
器

杯
回
転
ナ
デ

が
キ

7.
5Y
R6
/6
橙
色
10
YR
3/
1黒
褐
色
OY
R6
/6
明
黄
褐
色
○
○

19
44
- 
52

土
師
器
邪

(1
85
)

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
YR
6/
6明
責
掲
色
10
YR
5/
6黄
褐
色
10
46
/6
明
黄
褐
色
△
△

44
- 
51

土
師
器

不
回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

7 
5Y
R6
/6
橙
色
10
YR
2/
2黒
褐
色
10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
△
△

19
-9
44
- 
54

上
師
器
婉

(1
5.
9)

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

10
YR
2/
1黒
色
10
YR
2/
1黒
色
10
YR
4/
2灰
黄
褐
色
○
○
為
外
面
に
黒
化
処
理

19
-1
8
43
- 
44
RA
04
土
師
器
甕

07
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

7 
5Y
R5
/6
明
褐
色
5Y
R4
/6
褐
色
5Y
R7
/6
橙
色

△
○

43
- 
46

土
師
器
甕

(2
32
)

(1
45
)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
回
転
ナ
テ
可
転
ナ
デ

7 
5Y
R5
/6
明
褐
色
「
5Y
R5
/6
明
褐
色
7.
5Y
R6
/6
橙
色
O
○
潤
部
に
黒
斑
あ
り

19
-2
2
43
- 
47

土
師
器
甕

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ケヽ
7.
5Y
R7
/6
 1
豊
てL
化
5Y
R7
/8
橙
色
「
5Y
R8
/6
浅
責
橙
色
△
○
陰
上
に
砂
粒
多
く
含
む
・
黒
斑
あ
り

19
-2
0
43
-4
8
RA
04
土
師
器
甕

(2
98
)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ケヽ
5Y
R7
/6
橙
色
WR
6/
6橙
色
10
獣
7/
6橙
色

△
○

19
-1
9
48
-4
5
RA
04
土
師
器
甕

(1
17
1

Ц
転
ナ
デ

]転
ナ
デ

5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色
5Y
R6
/6
橙
色

△
○
氏
部
回
転
糸
切
り

40
-9

土
師
器
高
台
付
必

2,
7

コ
転
ナ
デ

ガ
キ

5Y
R7
/6
橙
色
10
YR
2/
1黒
色

○
△
轟
書
「
ネ
?」

40
- 
1

土
師
器
高
台
付
不

コ
転
ナ
デ

ガ
キ

5Y
R5
/6
明
赤
褐
色
10
YR
2/
1黒
色

○
○
例
痕
(体
部
外
面
)底
部
外
面
に
ヘ
ラ

這
号 「
―
」
徳
部
外
面
に
亥
1書
「
大
J

40
- 
3

土
師
器
杯

司
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

に
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
10
YR
2/
1 
1ミ
てヨ

5Y
R8
/4
浅
黄
橙
色
O
○

40
- 
4

土
師
器
郭

53
回
転
ナ
デ

]転
ナ
デ

1 
5Y
R6
/6
橙
色
,Y
R6
/8
 
増豊
てヨ
,Y
R6
/8
橙
色

○
○

40
-2
2

RA
04
7
土
師
器
婉

16
.3
5

(5
6

ガ
キ

ガ
キ

10
YR
l,
7/
1黒
色
10
YR
1 
7/
1黒
色
10
YR
5/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
○
○
「
大
」
刻
書

40
- 
6

RA
04
7
須
恵
器
杯

28
55

回
転
ナ
デ

]転
ナ
デ

1 
5Y
R6
/6
橙
色
7 
5Y
R6
/8
 1
き
てヨ
「
5Y
R6
/6
橙
色

○
部
還
元

40
- 
2

RA
04
7
土
師
器

JT
N

1
回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

;Y
R6
/8
橙
色
10
YR
2/
1黒
色
5Y
R7
/8
橙
色

○
○

書
悧 期

大 ケ
体
部
最
下
段
回
転
ハ

40
-1
7

土
師
器

IT
N

4
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

;Y
R5
/8
明
赤
褐
色
5Y
R5
/6
明
赤
褐
色
,Y
R6
/8
橙
色

△
△

40
- 
7

土
師
器

邦
9

コ
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

;Y
R7
/8
橙
色
2.
5Y
R7
/8
橙
色
,V
R7
/8
 
増豊
てヨ

○
△

40
-3
0
55
-1
47

土
師
器
杯

5
(3
2

コ
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
10
YR
2/
1 
套ミ
てョ

5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
○
○
墨
書

40
-2
9
56
-1
46

土
師
器
杯

5
回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R6
/6
橙
色
10
YR
3/
1黒
褐
色
5Y
R6
/6
橙
色

○
○
曇
書
「
大
?」



表
9 
遺
物
観
察
表
(上
器
)③

Ｉ Ｐ Ｏ 牌 ―

醐 吐
写
真
図
版
土 構

出 遺
種
別
器
種
残
存
率

(%
)

法
  
 
量
(c
m)

調
整

色
調

胎
土
焼
成

備
考

口
径
底
径
器
高
器
厚
外

画
内

面
外

面
内

面
瞬

面

40
-1
9

土
師
器
杯

15
可
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

,V
R5
/6
明
赤
褐
色
1 
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
,Y
R6
/8
橙
色

○
O

40
-1
5

土
師
器
甕

0,
75
コ
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
10
YR
8/
4浅
黄
橙
色
10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
○
◎
底
部
回
転
糸
切
り

40
-2
5

lA
04
7
土
師
器
甕

0.
6
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

,Y
R5
/8
明
赤
褐
色
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色
;Y
R6
/6
橙
色

○
○
外
面
の
大
部
分
は
黒
変

40
-8

8
tA
04
7
須
恵
器

邦
(3
.3
)

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

15
Y6
/2
灰
黄
色
10
YR
6/
3に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
7/
1灰
白
色
◎
△
底
部
外
面
に
墨
書
「
十
」

40
-2
7

1
tA
04
7
上
師
器
甕

(1
92
)

ヽ
ラ
ナ
デ

ケヽ
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
10
YR
5/
4に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
6/
6明
黄
褐
色
○
○

40
-2
3

RA
04
7
土
師
器
鉢

(2
02
)

(2
3)
0,
3
可
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
VR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
3/
1黒
褐
色
10
VR
6/
3に
ぶ
い
黄
橙
色
◎
○

40
-2
1

土
師
器

邪
10

(1
.7
5)
07
ヨ
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

子 .
5Y
R6
/6
 
れ笠
てヨ
10
YR
3/
1黒
褐
色
1 
5Y
R6
/6
 
増警
モヨ

○
○
底
部
糸
切
り
後
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

40
-1
8
54
-

土
師
器
年

E「
I転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
YR
5/
4に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
2/
1黒
色

OY
R6
/3
に
ぶ
い
黄
橙
色
○
○

40
-2
0

ぬ
04
7
土
師
器
高
台
付
イ

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

,Y
R6
/6
橙
色
5Y
R6
/8
橙
色
ll
R6
/6
橙
色

〇
○

40
-2
4

0
土
師
器
甕

(1
00
)

ラ
ナ
デ

ナ
デ

5Y
R4
/2
灰
褐
色
10
YR
5/
4に
ぶ
い
黄
褐
色
OY
R5
/4
に
ぶ
い
黄
褐
色
△
○

40
-2
8

2
須
恵
器
甕

(1
9.
2)
14
タ
タ
キ
。
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ケヽ

10
YR
4/
1褐
灰
色
25
Y5
/1
灰
黄
色
」
5Y
5/
1灰
黄
色
○
◎
底
部
に
融
着
物
付
着

RA
04
7
須
恵
器
不

(1
47
)

(3
7)

コ
転
ナ
デ

可
転
ナ
デ

25
Y4
/1
灰
黄
色
25
Y5
/1
灰
責
色
上
5Y
5/
1灰
黄
色
○
○

11
5

須
恵
器
不

(1
5,
0)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

5Y
5/
1灰
色

5Y
4/
1灰
黄
色

灰
色

○
○

55
-
RA
04
7
須
恵
器
杯

15
(1
4.
4)

(4
.1
)

回
転
ナ
デ

可
転
ナ
デ

7Y
5/
1灰
色

灰
色

10
YR
5/
1灰
色

◎
○

40
-2
6

須
恵
器
甕

(1
30
)
(7
.3
)
1 
1
タ
タ
キ

当
具
痕

5Y
4/
1灰
色

.5
y4
/1
灰
色

灰
色

△
△
一
部
は
赤
変

52
-4

RA
05
1
土
師
器

杯
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

7.
5Y
R7
/6
橙
色
5Y
R6
/6
橙
色
7
5Y
R6
/6
橙
色

○
△

52
- 
1
59
-1
96

土
師
器

lT
N

4_
7

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

5Y
R6
/8
橙
色
,4
6/
8橙
色
5Y
R6
/8
橙
色
O
△

52
-2
59
-2
03
敵
05
1
土
師
器
然

(4
85
)

回
転
ナ
デ

ガ
キ

7 
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
10
YR
2/
1黒
色
10
YR
3/
1黒
褐
色

△
○

52
- 
6
59
-2
01
RA
05
1
土
師
器
邦

2
回
転
ナ
デ

コ
転
ナ
デ

7 
5Y
R7
/8
責
橙
色
「
5颯
7/
8黄
橙
色
7 
5Y
R7
/8
黄
橙
色
○
△

52
-3
59
-1
99
RA
05
1
土
師
器
郭

2
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

5釈
6/
6橙
色
;Y
R6
/6
橙
色
5Y
R7
/8
橙
色

◎
△
外
面
に
黒
斑
あ
り

12
-1
40
- 
14

土
師
器
杯

13
.8
5

4,
7

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R6
/8
橙
色
10
YR
2/
1 
兵景
てヨ
5Y
R6
/6
橙
色
O
O
墨
書
1方
」
底
郡
回
転
糸
切
り
後
お

ラ
ケ
ズ
リ

12
59
-2
00
RA
05
土
師
器
イ

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

7.
5Y
R6
/6
橙
色
,Y
R6
/8
橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

○
○
嵐
部
切
り
離
し
後
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

52
-7
59
-1
97
RA
05
土
師
器

邦
(1
38

IP
a転
ナ
デ

可
転
ナ
デ

7.
5Y
R7
/6
橙
色
,Y
R7
/6
橙
色
「
5Y
R7
/6
橙
色

○
△

52
- 
8
60
-2
05
RA
05
土
師
器
高
台
付
lT

可
転
ナ
デ

可
転
ナ
デ

「
.5
YR
5/
4に
な
い
褐
色
.5
YR
5/
4に
ぶ
い
褐
色
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
○
○

59
-2
02

土
師
器

IL
TN

(1
4.
15
1

回
転
ナ
デ

ガ
キ

F5
YR
6/
6橙
色
10
YR
2/
1黒
色

5Y
R6
/6
 

“&
て
ヨ
○
○
塞
書
「
木
J底
部
回
転
糸
切
り
後
巨

転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

0
59
-2
04
RA
05
土
師
器

邦
(1
,1

可
転
ナ
デ

ガ
キ

7 
5V
R6
/4
に
な
い
橙
色
10
YR
2/
1黒
色
「
 5
YR
6/
6 
増霊
てヨ

○
○
ミ
部
切
り
離
し
後
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

3
60
-2
11
RA
05
土
師
器
甕

(1
47
1

25
.2
11
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヽ
ケ

5Y
R5
/6
明
赤
褐
色
il
R4
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色
YR
5/
4に
ぶ
い
赤
褐
色
△
○

60
-2
10
RA
05
土
師
器
甕

(1
8.
6:

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ケヽ
5Y
R6
/6
橙
色
1 
5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R6
/4
に
な
い
橙
色
○
○

60
-2
09

土
師
器
甕

(2
17
51

回
転
ナ
デ

可
転
ナ
デ

5Y
R7
/6
橙
色
,V
R7
/6
橙
色
「
5Y
R8
/6
浅
黄
橙
色
○
△

60
-2
07
臥
05
須
恵
器
甕

10
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
回
転
ナ
デ
ヨ
転
ナ
デ

5ヾ/
灰
色

14
/灰
色

〈5
/灰
白

○
◎



表
9 
遺
物
観
察
表
(土
器
)④

― 岸 ｏ ］ ―

翻 吐
写
真
図
版

No

土 構

出 遺
種
別
器
種
残
存
率

(%
)

法
  
 
量
(c
m)

調
整

色
調

胎
土
暁
成

備
考

口
径
底
径
器
高
器
厚

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

43
- 
1
56
-1
59
訟
04
8
土
師
器
杯

ヨ
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

,Y
R5
/6
明
赤
褐
色
5Y
R5
/8
明
赤
褐
色
;Y
R6
/8
橙
色

○
×
部
還
元

43
- 
2
56
-1
60

土
師
器
坪

(1
42
)

ヨ
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R6
/6
橙
色
10
YR
2/
1黒
色
WR
7/
6橙
色

○
O

43
- 
3
56
-1
58

土
師
器
邦

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

1 
5Y
R7
/6
橙
色
5Y
R7
/8
責
橙
色
「
5Y
R7
/6
橙
色
◎

43
- 
4
56
-1
69

土
師
器
邦

I「
I転
ナ
デ

]転
ナ
デ

.5
YR
7/
8黄
橙
色
.5
YR
6/
6橙
色
「
.5
YR
6/
6 
1鬱
てヨ

○
△

43
-1
0
56
-1
64

土
師
器
甕

ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
;Y
R6
/6
橙
色

5V
R5
/4
に
な
い
褐
色
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
○
○
lo
.9
6と
同
一
個
体
?

43
-1
1
56
-1
68

土
師
器
甕

ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
た
5Y
R4
/2
灰
褐
色
.5
YR
3/
3暗
褐
色
「
.5
YR
4/
2灰
褐
色
○
○
lo
.9
5と
同
一
個
体
?

43
-7
56
-1
67
記A
04
8
土
師
器
甕

18
不
明

ケヽ
;Y
R6
/6
橙
色
Ⅳ
R6
/6
橙
色
;Y
R7
/6
橙
色

○
○

43
- 
6
56
-1
66

土
師
器
罫

ID
3転
ナ
デ

]転
ナ
デ

5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
.5
YR
7/
4に
な
い
橙
色
1 
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
△
○

43
-5
56
-1
61
■
04
8
土
師
器
邦

18
回
転
ナ
デ

ガ
キ

1 
5Y
R4
/3
褐
色

5釈
5/
4に
な
い
褐
色
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
○
○

43
- 
9
56
-1
65
記A
04
8
土
師
器
甕

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

子
5Y
R4
/3
褐
色

OY
R『
/4
に
な
い
黄
橙
色
10
1R
5/
4に
よ
い
黄
褐
色
△
◎

43
- 
8
56
-1
62

土
師
器
甕

(1
38
1

11
7

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヽ
ケ

5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
51
R5
/3
に
な
い
褐
色
5Y
R5
/3
に
ぶ
い
褐
色
○
○

43
-1
2
56
-1
63

土
師
器
甕

72
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ケヽ
L5
YR
5/
4に
ぶ
い
褐
色
.5
YR
4/
4褐
色
上
5Y
R5
/4
に
な
い
褐
色
△
○

37
- 
9

9
記A
04
6
土
師
器
不

(1
4.
3

In
」
転
ナ
デ

ガ
キ

10
YR
5/
4に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
2/
1黒
色
10
YR
7/
6明
黄
褐
色
O
○

37
-4

6
土
師
器
不

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

子 .
5Y
R6
/6
橙
色
10
YR
2/
1黒
色
.5
YR
8/
4浅
黄
橙
色
○
○
氏
部
回
転
糸
切
り
後
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

37
-1
1

7
RA
04
6
土
師
器
坑

77
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

10
YR
1 
7/
1黒
色
10
YR
l,
7/
1黒
色
10
YR
6/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
◎
○

37
-1
5

土
師
器
甕

(1
21
51

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ケヽ
;Y
R6
/8
橙
色

OY
R6
/4
に
ぶ
い
黄
橙
色
10
Yl
17
/6
明
黄
褐
色
○
△

37
-1
6

土
師
器
甕

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ケヽ
5Y
R4
/6
褐
色
7 
5Y
R4
/4
褐
色
仕
5Y
R4
/6
褐
色

○
○

37
-1
8

土
師
器
甕

可
転
ナ
デ

可
転
ナ
デ

5Y
R8
/6
浅
黄
橙
色
7 
5Y
R3
/4
浅
黄
橙
色
5Y
R8
/4
浅
黄
橙
色
O
△

87
-1
2

土
師
器
邦

(1
71

]転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R6
/6
 
増含
てヨ
10
YR
2/
1黒
色
5Y
R7
/6
橙
色

○
△

87
- 
6

5
モA
04
6
土
師
器
杯

07
団
転
ナ
デ

ガ
キ

「
5Y
R7
/6
橙
色
10
YR
2/
1 
;ミ
てヨ
生
54
8/
4浅
黄
橙
色
○
○

37
- 
8
52
-1
22

土
師
器
邦

可
転
ナ
デ

コ
転
ナ
デ

;Y
R7
/8
 
刑含
てヨ
5Y
R7
/8
橙
色

;Y
R7
/8
 
増豊
てヨ

△
○

37
- 
5
51
-1
11

土
師
器
邦

07
可
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
2/
1黒
色
10
YR
4/
1灰
褐
色
◎
○

37
-1
4
52
-1
21

土
師
器

IT
N

Ц
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
VR
7/
2に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
2/
1黒
色
10
YR
5/
2灰
責
褐
色
○
○
ミ
部
切
り
離
し
後
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

37
-7
51
-1
09
宅A
04
6
土
師
器

IT
N

57
51

回
転
ナ
デ

団
転
ナ
デ

「
5Y
R6
/6
橙
色
7 
5Y
R6
/6
橙
色

○
○
勺
外
面
に
黒
斑
あ
り

37
- 
1

3
角ゝ
04
6
土
師
器
不

(1
36

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

;Y
R7
/6
 

“豊
てヨ

tO
YR
5/
4に
ぶ
い
黄
掲
色
10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
△
△
ミ
部
に
ヘ
ラ
記
号
「
一
」

37
-2

4
須
恵
器

lT
h

(1
42
1

コ
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

「
5Y
R8
/6
浅
黄
橙
色
Ⅳ
R8
/4
浅
橙
色
5Y
R8
/6
浅
黄
橙
色
△

37
-1
3
51
RA
04
6
土
師
器
杯

2.
7

コ
転
ナ
デ

ガ
キ

10
YR
5/
4に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
3/
1黒
色

10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
○
△
条
部
回
転
糸
切
り
後
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

37
-1
0

RA
04
6
土
師
器
邦

(2
.7

回
転
ナ
デ

I「
I転
ナ
デ

;Y
R6
/8
橙
色

,Y
R6
/8
 
巾&
て
ヨ
;Y
R6
/8
橙
色

○
△

37
-3

土
師
器
邦

(1
4.
21

コ
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

;Y
R5
/6
明
赤
褐
色
.5
YR
2/
1黒
色
;Y
R6
/6
橙
色
O
◎

23
-2
45
- 
58
RA
04
2
土
師
器

lT
N

(1
5.
21

(4
35

コ
転
ナ
デ

ガ
キ

10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
2/
1 
ロミ
てヨ

10
YR
6/
3に
ぶ
い
黄
橙
色
○
○



表
9 
遺
物
観
察
表
(土
器
)⑤

‐ ― 牌 〇 ∞ ―

脚 吐
写
真
図
版

No
.

土 構

出 遺
種
別
器
種
残
存
率
(%
)

法
  
  
量
 (
cm
)

調
整

色
調

胎
土
焼
成
備

考
日
径
底
径
器
高
器
厚

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

23
-3
45
- 
60

土
師
器

イ
ヨ
転
ナ
デ

]転
ナ
デ

「
5Y
R8
/6
浅
黄
橙
色
7.
5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R7
/6
 1
豊
でヨ

○

23
- 
5
45
- 
61
■
04
2
土
師
器

斥
0,
7
]転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

.5
YR
5/
4に
ぶ
い
褐
色
10
YR
3/
2黒
褐
色
10
YR
5/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
△
○

23
-6
45
- 
62
出
04
2
土
師
器
坑

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

10
YR
3/
1黒
褐
色
10
YR
3/
1黒
褐
色
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
○
○

23
- 
1
44
- 
56

土
師
器

lT
h

可
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
10
YR
5/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
10
11
R6
/4
に
ぶ
い
黄
橙
色
○
△
体
部
外
面
に
黒
斑
あ
り

23
- 
4
44
- 
57

土
師
器
イ

可
転
ナ
デ

ガ
キ

10
Ⅶ
5/
4に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
3/
1黒
褐
色
10
YR
5/
4に
ぶ
い
黄
褐
色
○
○

23
-7
45
- 
59

土
師
器
甕

ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
7/
4に
な
い
黄
橙
色
51
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
×
O
体
部
外
面
に
刻
書
「
?」

27
-5
45
-6
3

土
師
器
郭

45
5

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

子
5Y
R6
/6
橙
色
7 
5Y
R6
/6
橙
色
「
5Y
R6
/6
橙
色

○
△
底
部
回
転
糸
切
り
後
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

27
-2
45
- 
67
RA
04
3
土
師
器
杯

0.
4
回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
VR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
tO
YR
2/
1黒
色

10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
○
○

27
- 
4
45
- 
66

土
師
器

邦
5,
7

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

;Y
R6
/8
 
増監
てヨ
5Y
R6
/8
 
れ3
て
ヨ
,Y
R6
/8
橙
色

○
△

27
- 
6
45
- 
68

土
師
器
甕

(1
2.
2)

16
85

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ハ
ケ
ケヽ

5V
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
7,
5Y
R5
/4
に
な
い
褐
色
5Y
R5
/3
に
な
い
褐
色
○
O

27
-3
45
- 
65
RA
04
3
土
師
器
不

In
H転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

「
.5
YR
7/
6 
増含
てヨ
7.
5Y
R7
/8
黄
橙
色
5Y
R7
/6
橙
色

△
△

49
- 
1
58
-1
90
釉ゝ
05
0
土
師
器
不

14
.3

ヨ
転
ナ
デ

ガ
キ

5Y
R6
/6
橙
色
10
YR
2/
1黒
色
に
5Y
R7
/6
橙
色

○
◎
体
部
外
面
に
刻
書
|?
」
底
部
に

塁
書
?「
十
」

49
- 
4
58
-1
91
弘
05
0
土
師
器
婉

(1
55
)

ガ
キ

ガ
キ

10
YR
3/
1黒
褐
色
10
YR
3/
1黒
褐
色
10
YR
5/
1褐
灰
色
○
○

49
- 
6
58
-1
93
u0
50
土
師
器
甕

12
85
)

(0
.6
5
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
7 
5V
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
○
△

49
- 
2
58
-1
92

土
師
器
邦

団
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
6/
6明
黄
褐
色
△
○

49
- 
5
58
-1
94
記A
05
0
土
師
器
甕

10
ラヽ
ケ
ズ
リ

ケヽ
Ⅳ
R5
/4
に
な
い
赤
褐
色
7.
5Y
R4
/1
褐
灰
色
5Y
R7
/6
橙
色

○
○
砂
底

15
-3
42
- 
38
記A
04
0
土
師
器
甕

12
ヽ
ラ
ケ
ズ
リ
・
ハ
ケ
ケヽ

10
1R
5/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
5/
4に
ぶ
い
黄
褐
色
OY
R7
/4
に
ぶ
い
黄
橙
色
○
○

15
-1
42
- 
32
猷
04
0
土
師
器
杯

1)
In
3転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R6
/6
橙
色
10
YR
2/
1黒
色
5Y
R7
/6
橙
色

△
△

15
-2

モA
04
0
須
恵
器

杯
]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

コ
縁
・
底
部
2 
5Y
G/
2灰
黄

ヨ
そ
の
他
75
獣
6/
8橙
色

,V
R6
/8
橙
色
底
部
ロ

15
Y6
/2
灰
黄
色
5Y
R6
/8
橙
色

○
仏
部
帯
状
に
還
元
不
足

46
-1
8
57
-1
40
RA
04
9
土
師
器
甕

1,
0
ラヽ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

0釈
4/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
5/
4に
本
い
黄
褐
色
OY
R5
/4
に
ぶ
い
黄
褐
色
○
○

46
-1
0
58
-1
89

土
師
器
婉

(1
57
)

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

10
YR
1 
7/
1黒
色
10
YR
1 
7/
1黒
色
10
釈
5/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
○
○

46
-1
57
-1
71
tA
04
9
土
師
器

野
(1
40
)

(4
55
)

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

7 
5Y
R5
/4
に
な
い
褐
色
「
5Y
R4
/2
灰
褐
色
7 
5Y
R6
/4
に
な
い
橙
色
O
○
底
部
糸
切
り
後
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

46
-1
1
57
-1
80
RA
04
9
土
師
器

郷
回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

7 
5Y
R5
/4
に
な
い
褐
色
10
YR
3/
1黒
褐
色
;Y
R5
/3
に
ぶ
い
赤
褐
色
△
○
氏
部
切
り
難
し
後
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

46
-1
7
57
-1
79
宅A
04
9
土
師
器
甕

(1
58
)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

、
rテ

5Y
R4
/8
赤
褐
色
,Y
R4
/8
赤
褐
色
5Y
R5
/8
明
赤
褐
色
○
○

46
-1
3
58
-1
87
RA
04
9
土
師
器
郭

(7
.0
)

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

7.
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
10
YR
3/
1黒
褐
色
7 
5Y
R7
/6
橙
色

○
△

46
-1
6
57
-1
77
鷲A
04
9
土
師
器
甕

(1
62
)

51
ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
7 
5Y
R4
/3
褐
色
5Y
R3
/2
黒
褐
色
10
YR
6/
3に
な
い
黄
栓
色
○
○

46
-1
2
57
-1
74
RA
04
9
土
師
器
婉

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

10
YR
l.
7/
1 
兵く
てヨ
10
YR
l,
7/
1黒
色
10
1R
6/
3に
ぶ
い
黄
橙
色
○
○

46
-3
57
-1
70
tA
04
9
土
師
器

邪
(1
66
)
67
57

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

5Y
R6
/8
 
増霊
てヨ
iY
R5
/6
明
赤
褐
色
5Y
R6
/8
橙
色

○
○

46
-8
57
-1
72
tA
04
9
土
師
器
高
台
付
郭

コ
転
ナ
デ

コ
転
ナ
デ

5Y
R6
/8
橙
色
,Y
R6
/8
橙
色
5Y
R6
/8
橙
色

○
◎
一
部
還
元

29
-2
46
-7
0
tA
04
4
須
恵
器
邦

回
転
ナ
デ

可
転
ナ
デ

5Y
R6
/6
橙
色
;Y
R7
/8
橙
色
10
YR
4/
1褐
灰
色
○
△
竣
化
著
し
t



ｌ μ ｏ ト ー

表
9 
遺
物
観
察
表
(上
器
)⑥

榊 阻
写
真
図
版
No

土 構

出 遺
種
別
器
種
残
存
率

(%
)

法
  
  
量
 (
cm
)

調
整

色
調

治
土
院
成

備
考

口
径
底
径
器
高
器
厚

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

29
-1
46
- 
69

須
恵
器
杯

5.
7

コ
転
ナ
デ

]転
ナ
デ

5Y
R6
/6
 
車書
てヨ
5Y
R7
/8
橙
色
;Y
R6
/6
橙
色

○
△
駿
化
著
し
t

29
- 
5

71
土
師
器
甕

5
(1
6.
8)

ハ
ケ

ケヽ
10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
6/
4に
本
い
黄
橙
色
○
○

12
-1
8

土
師
器
甕

15
.3

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

不
明

5Y
R6
/6
橙
色
75
Ⅶ
7/
8黄
橙
色
1 
5Y
R7
/8
黄
橙
色

×
○
ヨ 縁
部
湾
由
さ
せ
る
の
み
で
ヨ
ヨ
ナ
デ
な
し

12
- 
2
39
- 
8
臥
03
5
土
師
器
邦

13
95

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

1 
5Y
R6
/6
 
増笠
モ已
10
YR
1 
7/
1黒
色
「
5Y
R7
/6
橙
色

○
○
聾
書
1大
?J
 
底
部
切
り
離
し
後

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

12
- 
9
39
- 
11
RA
03
5
土
師
器
不

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

15
報
7/
6橙
色
10
YR
7/
6明
黄
褐
色
10
YR
8/
4浅
黄
橙
色
○
○

12
- 
4
39
- 
 9
弘
03
5
土
師
器

lT
h

14
.2

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

5Y
R7
/6
 
巾霊
てヨ
10
YR
2/
1黒
色
10
YR
4/
1褐
灰
色

△
○
氏
部
切
り
離
し
後
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

12
-2
0
40
- 
17
記A
03
5
土
師
器
甕

07
不
明

ハ
ケ

,Y
R4
/3
に
ぶ
い
赤
褐
色
7.
5Y
R3
/1
黒
褐
色
5釈
4/
2灰
褐
色
○
○

12
-2
2
40
- 
18
そA
03
5
土
師
器
甕

(7
71
(9
.6
5)
(1
,4
5
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

,Y
R5
/6
明
赤
褐
色
5Y
R5
/8
明
赤
褐
色
;颯
6/
8橙
色

○
△

12
-2
1
40
- 
15

土
師
器
甕

(1
1.
0)
(1
07
)
12
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヽ
ケ

10
YR
5/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
3/
1黒
褐
色
10
懺
7/
4に
な
い
黄
橙
色
△
○
本
部
外
面
に
焼
成
前
線
刻

12
-1
7
41
- 
26
鷲A
03
5
土
師
器
甕

(7
3)

コ
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

,Y
R5
/6
明
赤
褐
色
5Y
R5
/8
明
赤
褐
色
,Y
R6
/8
橙
色

◎
○

12
-1
9
41
- 
30
RA
03
5
土
師
器
甕

13
_7

可
転
ナ
デ
(タ
タ
キ
)
回
転
ナ
デ

F.
5Y
R7
/6
 
増釜
て色
7 
5Y
R8
/6
浅
黄
橙
色
5Y
R7
/6
橙
色

○
○

12
-7
40
- 
12

土
師
器

lT
N

(1
43
)

可
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

,Y
R6
/8
橙
色
5Y
R6
/8
橙
色

;報
7/
8橙
色

◎
○

12
-1
2
41
-2
3

土
師
器

IT
N

(6
.2
5)
(1
7)

回
転
ナ
デ

10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
6/
4に
な
い
黄
橙
色
OY
R6
/4
に
ぶ
い
黄
橙
色
○
△
底
部
外
面
に
黒
斑

12
-1
1
41
-2
0

土
師
器
坪

(1
4,
8)

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

;Y
R5
/8
明
赤
褐
色
5Y
R5
/8
明
赤
褐
色
NR
5/
8明
赤
褐
色
△
◎

12
-8
41
-2
4

土
師
器
第

5)
]転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

.5
YR
6/
6橙
色
10
YR
l,
7/
1黒
色
.5
YR
6/
6橙
色

○
○

12
-6
40
- 
16

土
師
器
郭

(1
46
5)

]転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
3/
1黒
褐
色
10
YR
3/
1黒
掲
色
○
○

12
-5
41
- 
25

土
師
器

邦
コ
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
駅
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
2/
1 
拝ミ
てヨ

0駅
6/
4に
な
い
黄
橙
色
○
○
墨
書
「
村
?J

12
-3
40
-1
3
tA
03
5
土
師
器

イ
50

回
転
ナ
デ

ガ
キ

5Y
R6
/6
橙
色
10
釈
2/
1黒
色
7 
51
TR
7/
6橙
色

○
◎

12
RA
03
[
土
師
器
甕

(1
4.
3)

ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
5Y
R4
/6
赤
褐
色
;Y
R5
/6
明
赤
褐
色
5Y
R6
/6
 
れ霊
てヨ

△
△

39
-1
0
RA
03
5
土
師
器
高
台
付
杯

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
?

7.
5Y
R7
/6
橙
色
5Y
R6
/6
 
増豊
てヨ
7.
5Y
R6
/6
橙
色

○
O
勺
面
ミ
ガ
キ
十
黒
化
処
理
の
可
能
性
あ
り

41
-2
9
RA
03
5
土
師
器
甕

(1
96
)

ヘ
ラ
ナ
テ

ケヽ
5報
4/
6赤
褐
色
;Y
R5
/6
明
赤
褐
色
5Y
R5
/6
明
赤
褐
色
O
○

9-
 7
39
- 
 7
RA
03
4
土
師
器

甕
(1
5,
0)

(1
02
)

ヽ
ケ

5Y
R6
/8
 1
霊
てヨ
,Y
R5
/8
明
赤
褐
色
5Y
R5
/8
明
赤
褐
色
△
○

9-
 2
39
- 
 2

土
師
器

杯
03
5～
0,
回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
駅
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
2/
1黒
色

10
YR
?/
4に
か
い
黄
橙
色
○
○

9-
 6
39
- 
 3
RA
03
4
土
師
器

杯
回
転
ナ
デ

In
3転
ナ
デ

75
釈
6/
8橙
色
,Y
R6
/8
橙
色

F.
5Y
R6
/8
 
増霊
てヨ

○
△

39
- 
6

土
師
器
不

(1
2.
5

回
転
ナ
デ

I「
I転
ナ
デ

10
YR
6/
4に
な
い
黄
惟
色
10
YR
6/
4に
な
い
黄
橙
色
10
YR
8/
4浅
黄
橙
色
○
△

9-
 5
39
- 
 4

土
師
器

lT
h

(1
2)

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

h5
VR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
10
YR
2/
1 
妄ミ
てヨ

10
YR
7/
4に
な
い
黄
橙
色
△
○
ミ
部
切
り
離
し
後
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

9-
 3
39
- 
 5
RA
03
4
土
師
器

17
N

(1
3.
4

02
～
0,
回
転
ナ
デ

可
転
ナ
デ

5V
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
,Y
R6
/6
橙
色
,Y
R6
/6
橙
色

○
△
ミ
部
切
り
離
し
後
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

9-
1
39
- 
 1

土
師
器

F7
N

5 
55

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
XR
5/
4に
な
い
黄
褐
色
10
YR
2/
1黒
色

10
YR
5/
4に
ぶ
い
黄
褐
色
○
○
墨
書
「
上
」

66
-5
62
-2
29
RD
13
7
土
師
器
lT
N碗
?)

(1
37
1

(1
47
)

ミ
ガ
キ

ガ
キ

10
YR
4/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
2/
1黒
色
10
YR
4/
1褐
灰
色
○
○

62
-2
21
RD
13
7
土
師
器
甕

15
不
明

ケヽ
10
VR
5/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
4/
2褐
黄
灰
色
h5
VR
6/
3に
ぶ
い
褐
色
○
○
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表
9 
遺
物
観
察
表
(土
器
)⑦

脚 吐
写
真
図
版
土 構

出 遺
種
別
器
種
残
存
率

(%
)

法
調

整
色

調
胎
土
焼
成
備

考
口
径
底
径
器
高
器
厚
外

面
内

面
外

面
内

面
断

面

66
-7
62
-2
24
記D
13
9
土
師
器
甕

5Y
R6
/6
橙
色
1 
5Y
R7
/6
橙
色
5Y
R7
/6
橙
色

△
○

66
-1

記D
13
9
土
師
器
邦

(1
4.
45
)

]転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

,Y
R6
/6
橙
色

5Y
R2
/1
黒
色
5Y
R5
/6
明
褐
色
○
○
墨
書
「
木
。
本
?」

66
- 
6
62
-2
23
tD
13
9
土
師
器

邦
0.
5
]転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R6
/6
橙
色
10
YR
l,
7/
1黒
色
5釈
6/
6橙
色

○
O
ミ
部
切
り
離
し
後
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

66
-2
62
-2
30
RD
13
9
土
師
器

不
(1
5,
6)

可
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

7 
5Y
R6
/6
 
蒋豊
てヨ
5Y
R2
/1
 
妄罠
てヨ
7.
5Y
R6
/6
橙
色
O
○

46
- 
7
57
-1
76
tA
04
9
土
師
器
高
台
付
杯

可
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R6
/6
橙
色
10
YR
2/
1黒
色
5Y
R7
/6
橙
色

○
○

46
-1
4
58
-1
85
RA
04
9
土
師
器

邦
(1
32
)

回
転
ナ
デ

可
転
ナ
デ

5Y
R6
/6
橙
色

Ⅳ
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
;釈
6/
4に
ぶ
い
橙
色
○
○

52
-9
60
-2
06

土
師
器

不
回
転
ナ
デ
?

コ
転
ナ
デ

5Y
R6
/8
橙
色
;Y
R6
/8
橙
色
5Y
R6
/8
橙
色

○

32
-2
4
46
- 
76

土
師
器
杯

(1
5)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

10
YR
2/
1黒
色
10
YR
2/
1 
:R
て
ヨ

5Y
R5
/3
に
ぶ
い
褐
色
◎

32
-2
1
46
-7
7
tA
04
5
土
師
器

不
(1
35
)

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

「
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
10
YR
2/
1黒
色
叱
5Y
R7
/3
に
ぶ
い
橙
色
○
△

32
-2
2
46
- 
78
記 A
04
5
土
師
器
不

(5
3)

回
転
ナ
デ

]転
ナ
デ

5Y
R8
/6
浅
黄
橙
色
il
R8
/4
浅
橙
色
「
5Y
R8
/6
浅
黄
橙
色
○

×

32
-2
3
46
-8
0
RA
04
5
土
師
器

17
N

(1
コ
転
ナ
デ

]転
ナ
デ

に
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
5Y
R6
/4
に
な
い
橙
色
5Y
R5
/4
に
な
い
褐
色
◎

×

32
-2
0
46
-7
9

土
師
器
郭

(1
4.
4

コ
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
OY
R2
/
黒
色

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
○
○

19
-[
2

RA
04
1
土
師
器
邦

(0
35
)
回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色

黒
色

.5
YR
6/
4に
な
い
橙
色
○
○

19
-1
3
43
- 
43
RA
04
1
土
師
器

邦
(1
3.
95

(4
.3
5

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
OY
R2
/
黒
色

10
YR
6/
3に
ぶ
い
黄
橙
色
○
○

40
- 
5
55
-1
52
宅A
04
7
土
師
器

邦
(2
21

コ
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色

黒
色
54
8/
6浅
黄
橙
色
○

40
-1
4
55
-1
53

土
師
器
杯

(0
65
)
可
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

lY
R6
/6
橙
色

黒
褐
色
7.
5Y
R6
/6
橙
色

○
O

40
-1
3
55
-1
51
そA
04
7
土
師
器
杯

(1
54
5

(0
.4
5
)
]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

,V
R7
/8
橙
色
2 
5Y
R6
/8
橙
色
5Y
R7
/8
橙
色

○
×

40
-1
0
55
-1
57

土
師
器

杯
(1
32
)

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

,5
VR
5/
4に
ぶ
い
褐
色
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
7 
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
○
○

52
-5
60
-2
08
u0
51
土
師
器
甕

(9
.5
5)
(2
.8
5)
1.
5
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

;Y
R7
/6
橙
色
,Y
R5
/6
明
赤
褐
色
7 
5Y
R7
/6
橙
色

○

27
-1
45
- 
64

須
恵
器

郷
(1
3.
9)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

'I
R7
/4
に

ぶ
い
橙
色
釈
7/
4に
ぶ
い
橙
色
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
△

29
-3
46
- 
72

土
師
器
高
台
付
杯

2.
1
0_
7
不
明

コ
転
ナ
デ

WR
7/
6橙
色

;Y
R7
/8
 1
豊
てヨ
5Y
R7
/6
橙
色

○
○

29
- 
4
46
- 
73

土
師
器
甕

(1
26
)

,Y
R6
/6
 

“登
てョ
;Y
R5
/6
明
赤
褐
色
5Y
R6
/6
橙
色

○
○

57
-1
73

土
師
器
甕

07
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ケヽ
;釈
5/
6明
赤
褐
色
.5
VR
5/
4に
な
い
褐
色
7 
5V
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
△
○

46
- 
6
58
-1
82

土
師
器
杯
碗
?)

ミ
ガ
キ

ガ
キ

10
YR
l,
7/
1黒
色
10
YR
l.
7/
1 
月景
てョ
10
VR
4/
1褐
灰
色
○
○

46
-9
58
-1
88
lA
04
9
土
師
器

杯
(1
3,
7)

(0
65
)
回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5V
R6
/4
に
な
い
橙
色
10
YR
l,
7/
1黒
色
10
VR
4/
1褐
灰
色
O
○

15
58
-1
86

土
師
器

杯
(1
3.
2)

(4
2)

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R5
/3
に
ぶ
い
褐
色
F.
5Y
R5
/3
に
ぶ
い
褐
色
5Y
R6
/3
に
ぶ
い
褐
色
○
〇

46
-1
9
57
-1
78

土
師
器
甕

(2
0.
6)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヽ
ケ

5Y
R5
/6
明
赤
褐
色
7 
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
,5
YR
5/
4に
ぶ
い
褐
色
○
○

46
-5
57
-1
81

土
師
器
杯

コ
転
ナ
デ

]転
ナ
デ

5Y
R7
/6
橙
色
7.
5Y
R7
/6
橙
色
「
 5
YR
7/
6 
荘豊
でヨ

○
○

46
- 
2
58
-1
84

土
師
器

lT
N

(1
47
)

05
H転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

h5
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
10
YR
2/
1 
兵県
てヨ
10
YR
4/
2褐
黄
灰
色
△
○
噴
部
切
り
離
し
後
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

13
4ユ
ー
 2
1

土
師
器

FT
N

(1
53
1

コ
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

1 
5Y
R5
/8
明
赤
褐
色
2 
5Y
R5
/6
明
赤
褐
色
1 
5Y
R5
/8
明
赤
褐
色
O
◎
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表
9 
遺
物
観
察
表
(土
器
)①

翻 Ｎｏ ・

写
真
図
版

No
,

土 構

出 遺
種
別
器
種
残
存
率
(%
)

法
  
 
量
(c
m)

調
整

色
調

胎
土
焼
成
備

考

口
径
底
径
器
高
器
厚

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

12
-1
4
41
- 
28

土
師
器
鉢

15
(3
2.
6)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
ナ
デ

7 
5Y
R5
/3
に
ぶ
い
褐
色
5Y
R6
/6
橙
色
5V
R6
/6
橙
色

○
○
黒
斑
あ
り

67
-1
1
63
-2
34
遺
構
外
土
師
器
高
台
付
lT
h

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

,Y
R6
/8
橙
色
;Y
R6
/8
橙
色

'Y
R6
/8
 
増霊
モ色

◎
○
ミ
部
回
転
糸
切
り
後
高
台
は
り
付

67
-1
5
64
-2
51
遺
構
外
土
師
器
甕

11
5h
R7
/3
に
ぶ
い
橙
色
10
YR
3/
1黒
褐
色
5Y
R7
/3
に
な
い
橙
色
○
△
底
部
外
面
網
代
痕
あ
り

67
-8
64
-2
44
遺
構
外
須
恵
器
?
杯

(1
32
)
(5
,1
5)

可
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

,Y
R8
/4
淡
橙
色
;Y
R8
/4
淡
橙
色
Ⅳ
R8
/4
淡
橙
色

△
○
還
元
不
足

67
-1
8

遺
構
外
土
師
器
甕

(8
45
)

(3
75
)
(0
55
)
ガ
キ
?

ナ
デ

.5
YR
5/
4に
ぶ
い
褐
色
子 .
5Y
R5
/6
明
褐
色
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
○
○

67
-2
0
64
-2
50
遺
構
外
土
師
器
甕

(2
1.
0)

コ
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

YR
4/
3に
ぶ
い
赤
褐
色
,V
R4
/3
に
ぶ
い
赤
褐
色
'釈

5/
6明
赤
褐
色
◎
○

67
-1
4
64
-2
41
遺
構
外
土
師
器

lT
N

(6
14
5
(1
07
ヨ
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
YR
5/
4に
ぶ
い
黄
褐
色
「
5Y
R5
/4
に
な
い
褐
色
.5
YR
5/
4に
ぶ
い
褐
色
○
○

67
-1
2
64
-2
43
遺
構
外
土
師
器
高
台
付
lT
N

(7
.6
)
1.
7

ガ
キ

ミ
ガ
キ

10
YR
l.
7/
1 
妄景
てヨ
10
YR
l,
7/
1黒
色
10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
○
○
底
部
回
転
糸
切
り
後
高
台
は
り
付

67
- 
2
64
-2
38
遺
構
外
土
師
器
杯

(1
3.
5)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

,Y
R6
/6
橙
色
5Y
R6
/6
橙
色
,Y
R6
/6
橙
色

○
○

67
-1
6
63
-2
35
遺
構
外

瓦
平
瓦

ナ
デ

ナ
デ

15
1R
6/
8橙
色
2.
5Y
R6
/8
 
増金
てヨ
,Y
R6
/4
 1
こ
ムゞ
tヽ
橙
色
〇
◎

67
-1
3
63
-2
33
遺
構
外
陶
器
小
皿
?

10
71

コ
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

5Y
R7
/4
に
な
い
橙
色
5報
4/
8赤
褐
色
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
◎
◎

67
-1
64
-2
45
貴
構
外
土
師
器
杯

(1
56
)

コ
転
ナ
デ

ガ
キ

.5
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
10
YR
2/
1黒
色

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
○
O
墨
書
「
メ
?」

67
- 
3
64
-2
43
豊
構
外
土
師
器
杯

(1
3.
6)

0.
7
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

;Y
R6
/8
橙
色
5Y
R6
/6
橙
色
iY
R6
/6
橙
色

○
◎
は
部
切
り
離
し
後
ナ
デ
あ
り

内
外
面
回
転
ナ
デ
は
工
具
使
用
?

67
- 
9
63
-2
37
貴
構
外
瓦
質
土
器
不
明

(1
3.
2)

ミ
ガ
キ

ナ
デ

10
YR
6/
2褐
黄
灰
色
10
YR
5/
1褐
灰
色
10
YR
了
/2
に
ぶ
い
黄
橙
色
○
○

67
-1
9
64
-2
47
豊
構
外
土
師
器
甕

(1
96
5

(4
15
)

ナ
デ

ナ
デ

;Y
R6
/6
 
和霊
てヨ
5Y
R6
/6
橙
色

;獣
6/
6橙
色

○
○

67
-1
0
64
-2
52
童
構
外
土
師
器
不
明
不
明

0.
7
可
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
7.
5Y
R7
/4
に
な
い
橙
色
10
YR
7/
2に
ぶ
い
黄
橙
色
○
○

67
-2
1
63
-2
32
童
構
外
土
師
器
甕

(2
3)

を
5Y
R5
/6
明
赤
褐
色
7 
5Y
R5
/2
灰
褐
色
il
R5
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色
○
△

67
- 
7
64
-2
49
童
構
外
土
師
器

17
N

(1
38
)

(0
.4
5)
回
転
ナ
デ

ガ
キ

;Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
10
YR
2/
黒
色
,Y
R6
/3
に
ぶ
い
橙
色
○
○

67
-2
2
63
-2
36
貴
構
外
縄
文
土
器
深
鉢

07
.5
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色

掲
灰
色
10
YR
4/
1褐
灰
色
○
○

67
- 
5
64
-2
39
童
構
外
土
師
器

不
5

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色

/1
黒
色

5釈
6/
4に
ぶ
い
橙
色
○
○
墨
書
「
?」

67
- 
4
63
-2
3ユ
貴
構
外
土
師
器
イ

(1
48
)

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

7 
5Y
R6
/4
に
な
い
橙
色

こ
ぶ
い
橙
色
.5
獣
6/
4に
な
い
橙
色
○
○
黒
斑
あ
り

19
-1
5
44
- 
55

須
恵
器
小
瓶

(2
.4
5)

回
転
ナ
デ

コ
転
ナ
デ

4ヾ/
灰
色

.5
Y5
/
灰
色
10
Y4
/1
灰
色

○
○

37
-1
9
51

須
恵
器

回
転
ナ
デ

可
転
ナ
デ

10
YR
7/
1灰
白
色
OY
R7
/
灰
白
色
10
YR
7/
1灰
白
色
○
△

87
-1
7
52
-1
25
lA
04
6
須
恵
器
甕

07
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

可
転
ナ
デ

灰
色

5Y
5/
灰
色
2.
5Y
6/
2灰
黄
色
◎
◎

49
-3
58
-1
95

須
恵
器

邦
(1
45
)

07
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

灰
色

灰
色
5Y
6/
1灰
色

○
○

12
-2
3
41
-2
2

須
恵
器
甕

5
(3
78
)

(1
回
転
ナ
デ

ナ
デ

10
YR
6/
1褐
灰
色
15
Y5
/1
黄
灰
色
10
YR
6/
1褐
灰
色
○
○
24
3と
同
一
個
体
?

66
-3
62
-2
28

須
恵
器

郷
(1
3.
0)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

〕 .
5Y
6/
1黄
灰
色
15
Y5
/1
黄
灰
色

△
○

66
-1
1
62
-2
27

須
恵
器

鉢
(1
5.
6)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

15
Y7
/2
灰
黄
色
10
YR
7/
1灰
白
色
25
Y7
/2
灰
黄
色
○
△

66
-4
62
-2
26
RI
11
42
須
恵
器
邦

(1
5,
3)

(3
.9
5)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

,Y
R7
/1
灰
白
色
,V
R7
/1
灰
白
色

2 
5C
Y7
/1
明
オ
リ
ー
ブ
灰
色
○
△

67
- 
6
64
-2
40
遺
構
外
須
恵
器
郭

(1
58
)

51
]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

5Y
6/
2灰
責
色
25
Y6
/2
灰
黄
色
2.
5V
6/
2灰
黄
色
○
○



表
9 
遺
物
観
察
表
(土
器
)◎

細 阻

P●
真
図
脇
土 構
出 遺

種
別
器
種
残
存
率
(%
)

法
  
 
量
(c
m)

調
整

色
調

胎
土
焼
麒
備

考

日
径
底
径
器
高
器
厚
外

面
内

画
外

面
内

面
断

面

46
- 
4
64
-2
46

須
恵
器
甕

5
13
回
転
ナ
デ

ナ
デ

7.
5Y
4/
1灰
色
1
0Y
6/
1灰
色
10
Y6
/1
 
うに
てヨ

○
O
23
8と
同
一
個
体

66
- 
9
62
-2
22
ll
11
41
須
恵
器
長
顕
壷
(瓶
)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

5B
6/
1青
灰
色
lB
6/
1暗
青
灰
色
5Y
6/
1灰
色
O
◎
判
り
出
し
高
台

66
- 
8
62
-2
20
D1
41
土
師
器

不
コ
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
1R
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
1
0Y
Rl
,7
/1
 
月県
てヨ
ll
lY
R7
/4
に
ぶ
い
黄
橙
色
○
O

46
- 
4
58
-1
88
u0
49
土
師
器

邦
5

コ
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

10
1R
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
l,
7/
1黒
色
OY
R5
/2
灰
黄
褐
色
○
○
墨
書
「
本
」

表
10
 
遺
物
観
察
表
(石
製
品
)

榊 配
写
真
図
版
出
土
遺
構

種
 
別

法
 
量
(c
m)
襲 ①

石
材

産
地

特
徴

備
考

長
さ
幅
厚
さ

55
- 
1
61
-2
19
■
04
2

砥
石

4
4

少
岩

北
上
山
地

吏
用
痕
あ
り

― 出 ｏ 『 ―
表
11
 
遺
物
観
察
表
(鉄
製
品
)

嗣 Ｎｏ ・

写
真
図
版

No
.
出
土
遺
構

種
 
別

法
  
量
 (
cm
)
襲 ①

特
徴

備
考

長
さ
幅
厚
さ

54
- 
5
61
-2
15
tA
04
5

刀
子

丙
の
木
質
あ
り

54
- 
3
61
-2
12

鉄
鏃

(1
4.
7)

54
- 
2
61
-2
13
lA
04
5

鉄
鏃

13
.2
5

54
- 
1
61
-2
17
tA
04
5

鎌
12
.8
5

0.
15
^

0.
45

54
- 
4
61
-2
14

餃
具

l 
l

54
- 
6
61
-2
16
RA
04
9

刀
子

54
- 
7
61
-2
18
tA
04
9

鉄
滓
(流
状
滓
)



表
12
 
遺
物
観
察
表
(剥
片
土
器
)①

‐ ― 岸 〇 ∞ ―

荼 助 Ｎｏ ・

位

法
  
  
量
(c
m)

重
さ

(g
)

備
考

長
 
さ

幅
厚
 
さ

ユ
口
縁
部

2
口
縁
部

3
日
縁
部

4
日
縁
部

5
日
縁
部

6
口
縁
部

7
日
縁
部

8
口
縁
部

9
口
縁
部

口
縁
部

口
縁
部

口
縁
部

口
縁
部

口
縁
部

1,
0

口
縁
部

1.
0

口
縁
部

口
縁
部

口
縁
部

1,
0

口
縁
部

10

口
縁
部

10

口
縁
部

日
縁
部

口
縁
部

口
縁
部

lg
未
満

口
縁
部

lg
未
満

雲 助 Ｎｏ ・

部
位

法
  
  
量
(c
m)

重
さ

(g
)

備
考

長
 
さ

幅
,享
 
さ

日
縁
部

口
縁
部

日
縁
部

lg
未
満

口
縁
部

日
縁
吉
F

lg
未
満

底
部

底
部

33
.0

底
部

底
部

底
部

底
部

23
0

底
部

37
.0

底
部

底
部

底
部

底
部

底
部

底
部

底
部

底
部

底
部

底
部

底
部

底
部

底
部

10



表
12
 
遺
物
観
察
表
(剥
片
土
器
)②

芸 助 Ｎｏ ・

位
部

法
  
量
(c
m)

重
さ

(g
)

考
備

長
さ

幅
厚
 
さ

体
部

体
部

5_
7

体
部

77

体
部

体
都

体
部

体
部

体
部

体
部

(0
6)

体
部

体
部

2.
2

体
部

(0
.8
)

体
部

3.
7

(0
.4
)

体
部

(0
.3
)

体
部

(0
.3
)

体
部

(0
3)

体
言
臣

(0
5)

体
部

(0
.3
)

体
部

(0
.4
)

体
部

1.
8

(0
.4
)

体
部

17
(0
.4
5)

体
部

2.
1

(0
.4
)

体
部

(0
,3
)

体
部

(0
3)
lg
未
満

体
部

1.
0

黎 助 Ｎｏ ・

位
部

法
  
  
量
(c
m)

重
さ

(g
)

考
備

長
 
さ

幅
厚
 
さ

底
部

底
部

底
部

底
部

1.
0

底
部

底
部

ig
未
満

底
部

底
部

底
部

1.
0

底
部

底
部

10

底
部

底
部

lg
未
満

底
部

体
部

27

林
言
Б

体
部

体
部

体
部

体
部

(0
.5
)

体
部

仏
部

体
部

体
部

(0
3)

体
部

41
(0
.3
)

‐ ‐ Ｐ Ｏ Ｏ Ｉ



表
12
 
遺
物
観
察
表
(剥
片
土
器
)③

寒 醜 Ｎｏ ・

位
部

法
  
  
量
(c
m)

重
さ

(g
)

考
備

長
 
さ

幅
厚
 
さ

体
部

体
部

体
部

体
部

体
部

lg
未
満

体
部

体
部

体
部

体
部

体
部

体
部

体
部

体
部

2.
1

体
部

lg
未
満

体
部

1,
7

体
部

1.
0

休
部

1_
7

lg
未
満

体
部

体
部

体
部

10

体
部

10

体
部

体
部

lg
未
満

体
部

体
部

lg
未
満

芸 勁 阻
部

位

法
  
  
量
(c
m)

重
さ

(g
)

備
考

長
 
さ

幅
厚
 
さ

体
部

体
部

体
部

1.
1

体
部

体
部

1,
7

体
部

体
部

体
部

体
郡

体
部

体
著
Б

1.
5

ig
未
満

体
部

1.
7

lg
未
満

体
部

1_
4

ig
未
満

体
部

ig
未
満

体
部

lg
未
満

体
部

lg
未
満

体
部

1.
8

lg
未
満

体
部

lg
未
満

体
部

1.
7

lg
未
満

体
部

体
部

1.
7

lg
未
満

体
部

1.
4

体
部

18

体
言
F

と
g未
満

体
部

2_
1

lg
未
満

Ｉ Ｐ ド ｏ ｌ



表
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遺
物
観
察
表
(剥
片
土
器
)④

― 卜 Ｐ ド ー

芸 助 阻
部

位

法
  
  
量
(c
m)

重
さ

(g
)

備
考

長
 
さ

幅
厚
 
さ

体
部

1.
6

lg
未
満

体
部

1.
3

lg
未
満

体
部

0,
7

lg
未
満

体
部

体
部

体
部

体
郡

体
部

1.
9

lg
未
満

体
部

lg
未
満

体
部

lg
未
満

体
部

体
部

と
g未
満

体
部

0.
7

と
g未
満

体
部

ig
未
満

体
部

1.
2

体
部

12
lg
未
満

体
部

と .
3

1.
1

lg
未
満

体
部

1.
1

lg
未
満

体
部

lg
未
満

体
部

体
部

1.
3

lg
未
満

体
部

1.
3

lg
未
満

体
部

Ll
lg
未
満

体
部

1.
7

ig
未
満

体
部

1.
2

lg
未
満

芸 助 阻
部

位

法
  
  
量
(c
m)

重
さ

(g
)

備
考

長
さ

幅
厚
 
さ

体
部

1_
4

lg
未
満

体
部

体
部

1.
1

体
部

lg
未
満

体
郡

体
部

と
g未
満

体
部

体
部

lg
未
満

体
部

1.
ユ

lg
未
満

体
部

体
部

ig
未
満

体
部

lg
未
満



Ⅵ.調査のまとめ
1.竪 穴住居群 について

今回の細谷地遺跡 (第 8次調査)で は、2,638ポ の面積を対象に調査をおこなった。その結果、古代に属す

る竪穴住居15棟、竪穴住居状遺構 1棟、土坑17基を検出した。

竪穴住居群は調査区東側で多 く検出され群を成している◇竪穴住居からみた時期については、形態や出土

遺物、大半の堅穴住居埋土で火山灰が検出されていることから、すべて平安時代のものであると考えられる。

この火山灰については理化学的な分析により十和田 a降下火山灰とほぼ特定されており、従来の見解から火

山灰降下時期は10世紀初頭頃と考えられる。そのため、埋土中に十和田 a降下火山灰がみられるこの竪穴住

居群は、大半の住居が10世紀初頭には廃絶していたと考えられる。この竪穴住居群の群構造の詳細を考える

ために、様々な属性・条件を抽出し、それによって分析をおこないたい。

15棟の竪穴住居群を巨視的に概観すると、平面分布は東側で密度が高 く、西側で比較的分散傾向にある。

一方、南北においては北側で密度が高く、南に目を移すにしたがって密度が希薄になる傾向にある。

各竪穴住居の主軸方向は一定ではなく、カマ ドの設置方位についても全 く一定ではない。よって、この属

性は現段階では群構造の手掛かりとはなりえないと判断される◇

しかし、群中の竪穴住居間には切 り合い関係が認められるものがあり、 これらについては各々の相対的な

先後関係を導き出すことが可能である。切り合い関係が認められる竪穴住居は以下の通 りである。

・結果 1・ ・・RA035(古 )→ (新)RA034

・結果 2・ ・・RA042(古 )→ (新)RA046

・結果 3・ ・・RA043(古 )→ (新)RA050

・結果 4・ ・・RA044(古 )→ (新)RA042
。結果 5・ ・・RA046(古 )→ (新)RA045

さらに、結果 2・ 4・ 5よ り以下の時間的順序を導き出すことが可能である。

・結果 6・ ・・RA044(古 )→ (新)RA042(古 )→ (新)RA046(古)→ (新)RA045

次に竪穴住居においてみられる十和田 a降下火山灰から竪穴住居の相対的な時間的先後関係を考えてみた

い。なお、この火山灰については、いずれも埋土中にブロック状に存在する 2次的あるいは 3次的な堆積を

示す火山灰が多 く、降下時の純粋な堆積であるものは少ないと考えられるため決定的な証拠になり得ないこ

とを断っておく。また、検出した火山灰は調査中に肉眼で観察できたものである。

火山灰が検出された層位によって分類すると以下の通りである。

・火山灰検出層位 1(埋土下位 )。 ・・RA034・ RA047

・火山灰検出層位 2(埋土上位)・ ・・RA035。 RA045。 RA046

・火山灰検出層位 3(埋土中位)・ ・・RA041・ RA051

以上の 3事例から導き出すことができる相対的な先後関係を示す結果は以下の通りである。

・結果 7・ ・・ [RA034・ RA047](火山灰古)→ [RA041・ RA051](火山灰中)→ [RA035。 RA045・ RA046](火

山灰新)

このような火山灰検出層位の結果と先の切り合い関係からの結果の双方で登場する竪穴住居 4棟を抽出し、

それぞれの結果を示すと以下の通りである。なお、( )内は火山灰層位での結果、「→」は切り合い関係で

の結果である。
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第67図 細谷地遺跡古代遺構分布
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・結果 8・ ・・RA034(火山灰古)→ (火山灰新)RA035

。結果 9・ ・・RA046(火山灰新)→ (火山灰新)RA045

これら結果 8・ 9よ り双方の時間的先後関係に一応矛盾はない◇さらに、この結果 8・ 9を組み合わせる

ことによって以下のような新たな結果を導き出すことが可能である。

。結果 10・ ・・RA034(古)→ (RA035(新)}→RA046(新)→ {RA035(新))→ RA045(新)→ {RA035(新 ))

さらに、切り合い関係での結果 6よ り、(古)RA044→ RA042→ RA046→ RA045(新 )の順序を示した。このう

ち火山灰の検出されていないRA044と RA042は、火山灰降下時にはすでに埋没していた、あるいは火山灰降下

以後に築造されたかのどちらかが考えられる。 しかし、RA034が 火山灰古段階である結果10を考慮に入れる

と、RA044と RA042は 火山灰降下時にはすでに埋没 していた、と考えることができる。すなわち、RA044と

RA042は 必然的に埋土下位で火山灰検出のRA034よ り古い段階に位置付けられ、RA044と RA042の後にRA034以

降が続 くと考えられる。

・ 糸吉  切烏11 ・ ・ 。(ゼF) [RA044・ RA042] ―→ [RA034 ・RA047] ―→ [RA041 ・RA051] ―→ (RA035) 一→  RA046-

(RA035) 一→RA045-→  (RA035) (募斤)

表13 遺構間土器接合事例一覧

図版 遺物 部位 出土遺構 出土状況 遺構間距離 切り合し

33-28 須恵器長頸壷

体部 RA042 床面直上・埋土・土抗(Pl・ P3)埋土
RA45-42間  3.2m

RA45-46間   Om
RA045 。RA046口縁部・体部・底部付近 RA045 検出・埋土。RA46と の重複部分

体部 RA046 埋土

32- 4 土師器甕
啓 部 床面直上

3.2コn な し

口縁部・体部 埋土・煙道・煙出し・カマド燃焼部

32- 8 土師器lTh
底部 土坑 (P 1) 埋土

3.2m な し

口縁部・体部 北西部・北部埋土

32- 6 土師器甕
口縁部 RA042 土抗 (P 1) 埋土

3.21m な し

口縁部・体部・底部 RA045 北西部・北東部・南東部埋土

33-34 土師器甕
体部 RA042 南部埋土・土抗 (P 理 土

3.2m な し

口縁部・体部・底部 RA045 埋土・煙出し・カマ ド燃焼部

43- 2 土師器郷
体部 検出

6.0■n な し

口縁部・体部・底部 北東部 。東部埋土・床面直上

43-12 土師器甕
体部 RA044 埋土

42.7m な し

口縁部・体部 RA048 埋上下位'床面直上.カマド燃焼部・カマド両ソデ内

土師器郭
底部 RA041 床面直上

4.91ta な し

口縁部・体部・底部 RA046 北西部・北部埋土・カマ ド内

23- 1 土師器杯
口縁部・体部・底部 RA042 南東部埋土

3.2m な し

体部・底部の一部 RA045 北西部埋土

27- 6 土師器甕
口縁部・体部・底部 RA043 カマ ド?

Orn RA043 ・RA050
底部付近 RA050 埋 土

49- 4 土師器婉
体部 北束埋土

4.Om な し

底部 水路部分埋土

29- 2 須恵器郭
口縁部・体部・底部 埋土 。検出・付近

33.2rn な し

体部 北東埋土

27- 1 須恵器邦
口縁部・体部 東側埋土

Orn RA043・ RA050
口縁部・体部 床面
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使 用 形 態 焼 成 器 種 器 形 調 整

供膳形態
酸化焔

邦

高台なし

ミガキ・黒化処理 (内面)

ミガキ・黒化処理 (内外面)

ガキなし(回転ナデ)

高台付

ミガキ・黒化処理 (内面)

ミガキ・黒化処理 (内外面)

ミガキなし(回転ナデ)

婉 ミガキ・黒化処理 (内外面)

還元焔 郵 高台なし 回転ナデ(内外面)

煮沸形態 酸化焔
甕

大

ロクロによる調整なし中

/1ヽ

大
ロクロによる回転ナデ

中

娼 ロクロによる回転ナデ

貯蔵形態
還元焔

甕

瓶
長頸瓶

小 瓶

酸化焔 鉢 ガキ・黒化処理 (内面)

表14 土器分類一覧

また、RA049は 廃絶・埋没後、直上に畑状遺構が作られている。この畑状遺構畝間に火山灰が堆積している

ことからRA049は 火山灰降下時には完全に埋没していたと考えられる。よって、RA0491ま少なくとも10世紀初

頭には廃絶していたと思われる。

不備な点はあるが、以上が遺構からみた堅穴住居群のおよその時間的先後関係である。

2.堅 穴住居 出土遺物 について

前節では、竪穴住居群を遺構から分析をおこなったが、本節では堅穴住居出土の土器類から分析をおこな

いたい◇まず、大きな前提となるのは、前述した通りこの集落が 9世紀～10世紀初頭までの時間幅の中に位

置しているという点である。

今回出土 した土器を主に使用形態、焼成、調整、器形などの諸属性から大きく分類すると表13の通りにな

る。この中から最も普遍的にみられ、出土量の多いものである土師器rTh(内黒)を さらに細分し、詳細な年

代決定の材料としたいと考える。それにより、竪穴住居の変遷を追求し、さらに今後当該期における土器編

年の足がかりとしたい。抽出した土師器郵 (内黒)を細分する基準として注目した属性は、日縁端部の微細

な形態差である。当然ながら、日縁部に着眼点を置くため、日縁部の良好に遺存する資料に限定されること

はあらかじめ断っておく。これにより抽出できた資料は、全部で43点である。43点の上師器無高台lTh(内黒)

を口縁端部の形態差により3分類に細分可能である。分類基準は以下の通りである。

・口縁端部が直線的なもの 。・・・・・ A形態 (第 70図 1～ 17)

・口縁端部が外反傾向にあるもの 。・・ B形態 (第 70図 18～ 27)

(内面は外反気味であるが外面は直線的)
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第68図 竪穴住居出土土師器郭集成 (1)
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第69図  堅穴住居出土土師器邪集成 (2)
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口縁端部が外反するもの C形態 (第70図 28～ 43)

A・ BoCの 各形態の関連性をみると、 B形態が他 2形態の中間的形態を示している。すなわち、この 3

形態が、 もし仮に時間的変遷を示す属性であるならば A→ B→ Cあ るいは C→ B→Aの 時間的な変遷が

想定される。前者は日縁端部が直線的なものから外反していく過程を、後者は口縁端部が外反するものから

直線的になっていく過程をそれぞれ示す。では、今回の場合いずれの形態変化が的を射ているのであろうか。

小笠原好彦がおこなった「あかやき土器」の分析では、供膳形態の口縁部を短 く外反させる特徴について、

「それ以前の東北地方の須恵器とのつながりではでてこない性格のものである。」と述べている。この指摘は

重要であり、事実 9世紀初頭を含めそれ以前の供膳形態には外反する日縁形態はみられない。これに関連し

て、土師器高台付tTNに は日縁部が外反するものが多く認められる。この土師器高台付郷が、その他の供膳形

態に何らかの影響を与えたとするなら、この器種の出現以降に外反する日縁部の供膳形態がみられるように

なるのかもしれない。以上積極的な理由付けではないが、土師器無高台杯 (内黒)の 口縁部形態の時間的変

遷は、基本的に直線的なものから外反するものへと変化すると考えたい。すなわち、3形態の変遷は IA→ B

ヨ の順が妥当であると思われる。

この仮説をもとに、竪穴住居出土土師器不 (内黒)を竪穴住居毎にA・ B・ C各形態に分類した。その結

果、A形態は17個体で、A形態のみ出土している竪穴住居はRA040。 RA042・ RA050で ある。次にB形態は10個

体で、A・ B形態が出土している竪穴住居はRA035・ RA047で、 B形態のみが出土している竪穴住居はみられ

ない。最後にC形態は16個体で、BoC形 態が出土している竪穴住居はRA043・ RA051・ RA045、 C形態のみが

出土している竪六住居はRA048で ある。なお、 A・ BoCの 3形態とも出土している竪穴住居はRA034・ RA041・

RA049で あり、A・ C形態出上の堅六住居はRA046で ある。

これを時間的にまとめると、以下の通りである。なお、先に掲げた通り土師器高台付不の出現が土師器無

高台邪 (内黒)の 口縁部が外反へ向かう契機となるならば、今回出土した土師器高台付lTXは、A形態単独期

以降の竪穴住居から出土するはずである。この点について検証すると、A形態単独の出土がみられるRA040。

RA042・ RA050か らは土師器高台付杯の出土がみられない点で矛盾はない。

・A期 (RA040。 RA042・ RA050)

↓

・AB期 (RA035。 RA047)

↓

・ BC期 (RA043・ RA051。 RA045)・ BC期以降 (RA034・ RA041・ RA049・ RA046)

↓

・ C只月 (RA048)

これらの結果と前節の遺構から導き出された結果とを重ねると、先後関係逆転のような矛盾が生じる。

・矛盾 1・ ・・ [遺構]RA051→RA035/[遺 物]RA035→ RA051

・矛盾 2・ ・・ [遺構]RA034→RA035/[遺 物]RA035→RA034

いずれの矛盾 もRA034が 他の住居と先後関係において逆転している。しかし、その他に矛盾が生じていな

いことを考えるとRA035の 帰属時期に誤りがあるとせざるを得ない。それならば、RA035の何をどのように修

正すべきなのであろうか。矛盾 2は直接的な切り合い関係が認められる住居同士であり、特に切り合い関係

は今回の調査区はもちろんのこと過年度調査区内でも明らかにされている。よって、遺構から得られた結果

を無視するわけにはいかないと考えられる。当然、遺物は新旧が乱れて出土することもあり得るし、特に
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RA034は 今回検出した竪穴住居の中で最大の規模であったため、含まれる遺物に他の住居より若千の時間幅

を持たせても良いのかもしれない。このようなことから矛盾 2に ついては[遺構]RA034→RA035を 重視 したい。

よって、RA035は 今回偶然 C形態が出土 しなかったとみるべきであろう。つまり、AB期 ではなく、BC期以

降に帰属するものと修正しても良さそうである。修正案は以下の通りである。

・ A期 (RA040。 RA042・ RA050)

↓

・AB期 (RA047)

↓

・ BC期 (RA043・ RA051・ RA045)・ BC期以降 (RA034・ RA035・ RA041・ RA049。 RA046)

↓

。C期 (RA048)

先の矛盾とは逆に、遺構の結果で先後関係が明確にならなかったものに遺物の結果を合わせる事により、

新たな結果を加えることができる組み合わせもある。このような関係は以下の通 りである。

・新結果 1・ ・・RA047(AB期)→RA034(BC期 以降)

以上のように前節から本節を通じて堅穴住居群の変遷を検証した。これによって、想定される変遷は以下の

通 りである。

(I貝]) [RA040・ RA042・ RA044・ RA050]

↓

(Ⅱ歩鯛) [RA034・ RA047]

↓

(Ⅲ期)[RA041・ RA043・ RA051]

↓

(IV真月) [RA049-→  (RA035)一→  RA046-→ RA045。 (RA048)]

やや補足的ではあるが、従来の研究で当該期は時間を経るに従って、いわゆる「あかやき土器」の組成比

率が高 くなる傾向にあるとされている。今回の調査での竪穴住居出土邪の「あかやき土器」組成比率は 8～

83%ま で大きく開きがあることがわかった。ほとんどの住居で不全体の30～40%があかやき土器であるが、

RA041が 8%、 RA045が 80%、 RA048が 83%と 傑出している。この結果は80%を超える 2つの住居は先述した通

り、Ⅳ期の終わりに位置付けられるため従来の研究に合致する。 しかし、8%と かなり低い率のRA041は 解釈

に苦慮するところである。

3.出 土遺物か らみた集落の性格

ここでは集落の性格について言及することのできる出土遺物について述べたい。RA046か らは餃具が 1点

出土した。県内での餃具の出土例は決 して多 くなく、明らかになっていない遺物の一つである◇今回出土 し

た餃具は、遺存状況が良好でほとんど破損 していないと思われる。この餃具は馬具に用いられた金具である

可能性も否定できないが、金具部分の形状が方形を呈すること、堅穴住居からの出上であることなどから今

回出土 した餃具は腰帯に装着される装身具の帯金具であると考えたい。さらに、このRA0461よ このような希

少な餃具を保有 し、床面に柱穴を持つ堅固な上屋構造が推定されることから他の住居よりやや性格の異なる

可能性が考えられる。この餃具のついた腰帯を使う服装は当時の正装であると考えられ、正装で参加する公
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の場に顔を出す機会のあった人物の所持品だったのであろうか。

次に、今回の調査で多 くの土器が出土 したことは述べたが、周辺諸集落より墨書および刻書土器が多く出

土 した。書かれた文字は、過年度調査分と合わせると特に「大」という文字が突出している。また、表 16に

あるように細谷地遺跡に隣接する飯岡才川遺跡でも同様の傾向が認められる。 しかし、飯岡才川遺跡の北に

位置する台太郎遺跡では、「木」という文字が比較的多い傾向にある。このように一集落で同一の文字が多 く

出土する例が認められることから、この墨書・刻書される文字が集落固有のシンボリックな意味合いを保持

している可能性が考えられる。もし、このような文字の使い分けがなされていたとするならば、今回の細谷

地遺跡の調査で 1点出土 した「木」という墨書土器は、台太郎遺跡の集落との交流を示すのではないだろう

か。

また、表にある通 り文字が書かれる器種はFTh類が圧倒的に多 く、中でも黒化処理された土師器に集中する

傾向がある。何らかの理由で黒化処理された土師器lTXに は特別な意味合いがあったのかもしれない。

墨書と刻書の両者が存在する以上、両者の間に何らかの差があったと考えられる。両者の差は見え方に起

因するところが多いと考えられる。なぜならば、今回の出土事例をみても明らかなように、内面のみ黒化処

理されている土器には墨書、内外面両面が黒化処理された土器については刻書というように文字を書 く器面

の違いによって使い分けがなされている。すなわち、文字を書 く行為そのもの以上に、文字を「見せる」あ

るい1ま「見る」ことに重点を置いていたものとみられる。刻書は、黒地に黒字では見えないために選択され

た視覚的な狙いを含んだ施字方法だったのであるう。今後、周辺地域および他地域を含めた文字集成をおこ

ない出土傾向を掴む必要がある。

最後に、籾殻の圧痕が明瞭にみられる土師器高台付郭・須恵器小瓶 。土師器耳皿 。底部網代痕土師器甕な

ど周辺集落ではあまり多 くみられない珍 しい出土遺物も存在するが、今後の出土事例の増加と既存資料の整

理をおこなう必要があり、現状では今後の検討課題としたい。

4.遺 構 と遺物か らみ た生産活動

農業生産に伴う遺構として畠状遺構を 2箇所で検出した。また、この畠状遺構に伴うと考えられる杭列も

検出した。

畠状遺構は、遺構の名称を異にするが岩手県内で近年検出例が増加 している遺構である。県内における古

代に属する同種の遺構は、二戸市大向Ⅱ遺跡 。平泉町本町Ⅱ遺跡など管見に触れる限り26例を数え、盛岡市

内では、堰根遺跡の検出例を含め今回の細谷地遺跡が 2例 日である。

今回検出した畑状遺構で生産された作物については最大の関心事であるが、考古学的には特定が困難な状

況にある。しかし、自然科学的分析結果から類推可能である。

今回の調査では、畠状遺構に伴う土壌を採取し自然科学的な分析をおこなった。土壌の分析は、栽培植物

の検証をおこなうため植物珪酸体分析を実施した。その結果、イネ属やキビ属、オオムギ族の短細胞珪酸体、

機動珪酸体を検出した。分析結果およびその結果に基づいた検証はV章で詳しく述べられており、畠状遺構

3・ 4で は陸稲栽培がおこなわれていた可能性が指摘されている。 しかし、畠状遺構を覆う表土層でも多く
の植物珪酸体が検出された。すなわち、少なくとも古代以降の堆積土である表土中に多 くの珪酸体が検出さ

れたことは、畝間や畝で検出された珪酸林も後世の混入である可能性も考えられる。よって、本報告では細

谷地遺跡の畠状遺構において五穀 (特にイネやオオムギ)が栽培されていた可能性が考えられるものの、後

世の栽培種が混入したという可能性も残るという慎重な立場を取らざるを得ない。
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遺跡名 。文献 種 別 訳 解 器 種 部 位 面 出土遺構

飯岡才川遺跡 (第 3次)

『岩手県文化振興事業団

埋蔵文化財調査報告書第

393集』

刻 大 土師器郭 (内黒 ) 体部 外 RA01

亥J 十 土師器杯 (内黒) 底部 外 RA01

亥J 八 八 土師器高台付杯 (内黒) 体部 外

墨 本 土師器郷 (内黒) 体部 外 RA05

墨 本 ? 土師器第 (内黒) 底部 外 RA06

細谷地遺跡(第 4・ 5次)

『岩手県文化振興事業団

埋蔵文化財調査報告書第

414集』

亥J 不 明 須恵器郭 底部 外 RA07

亥1 不 明 土師器必 体部 外 RA01

刻 十 土師器lTh(内黒) 体部 外 RA02

刻 十 土師器邦 体部 外 RA02

刻 口 土師器郭 体部 外 RA10

刻 大 土師器高台付郷 (両黒) 体部 外

亥U 十 ? 土師器杯 体部 外

亥J 不明 土師器耳皿 底部 内 RA15

亥J 不 明 土師器杯 徳部 外 RA17

亥U 大 土師器高台付郭 (両黒) 林部 外 RA20

刻 十 土師器奉 体部 外

刻 十 土師器郷 体部 外 RA28

刻 大 土師器坪 (内黒) 体部 外 RA32

刻 不 明 土師器高台付杯 (内黒) 体部 外 RD21

表16 飯岡才川・細谷地両遺跡出土墨書および刻書土器一覧
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遺跡名・文献 種 別 訳 解 器 種 部 位 面 出土遺構

細谷地遺跡(第 3次)本書 墨 上 土師器郷 (内黒) 体部 外 RA034

墨 村 ? 土師器跡 (内黒) 体部 外 RA035

墨 大 ? 土師器郷 (内黒) 体部 外 RA035

墨 方 土師器然 (内黒) 体部 外

墨 不明 土師器郷 (内黒) 体部 外 RA041

墨 不 明 土師器郷 体郡 外 RA042

刻 不映 土師器甕 体部 外 RA042

墨 不 明 土師器邦 体部 外 RA043

墨 不明 土師器郷 体部 外 RA044

墨 玉 ? 土師器杯 (内黒) 体部 外 RA045

刻 大 ? 土師器高台付邦 (内黒) 体部 外 RA047

刻 大 土師器杯 (内勲 体部 外 RA047

墨 祝 ? 土師器高台付郭'(内黒) 体部 外 RA047

墨 十 須恵器不 底部 外 RA047

刻 大 土師器婉 (両黒) 体部 外 RA047

墨 大 土師器不 (内黒) 体部 外 RA047

墨 木 ? 土師器不 (内黒) 体部 外 RA047

墨 本 ? 土師器杯 (内黒) 体部 外 RA049

墨 木 上師器然 (内黒) 体部 外 RA051
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さて、古代の畠について書かれた文献資料が存在することはあまり知られていない。ここで紹介する『延

喜内膳式』によると宮中で食される作物は、直轄経営される畠で作 られ、作物の種類・作業内容・作業人数

等が示されている。記述中には、24種類の作物が挙げられており、そのうち13種において畝立て作業が盛 り

込まれている。このことから畝を形成すべき作物とその必要のない作物とに分けられるようである。 この記

述より調査区内において畝が検出できなかった場所も畝立てを不要とする耕作地であった可能性もある。

今回細谷地遺跡において検出した畠状遺構のその他の特徴は以下に掲げる通りである。

①居住域に著 しく近在 し、竪穴住居と時期的関係が比較的明らかであること。

② 2種の畝間規模の異なる畠状遺構が共存すること。

③南端に杭列が伴うと考えられること。

居住域の中心施設である竪穴住居と近在することから、当地域における平安時代集落は、農業生産域が比

較的居住域に隣接 していた可能性が考えられる。もちろん、細谷地遺跡が特殊な事例である可能性 も考慮に

入れる必要はあるが、水田域以外の耕作地は居住域付近で営まれていたのではないだろうか。

次に、異なる規模の畝群が存在することは何に起因するのであるう。西側に立地する畠状遺構 1・ 2の畝

群は、畝の幅が平均すると約38cm、 一方東側に立地する畠状遺構 3・ 4の畝群は、畝の幅が平均すると約19cm

と 1・ 2の半分である。考えられるのは、両者の時間差の存在、両者の利用法の差、あるいは両者の削平の

度合いの差などが考えられる。

まず、畝間の火山灰堆積状況から、ほば同時に両畝群が併存していた可能性が高く、時間差はないものと

考えられる。次に、土壌の分析から得た結果の通り、両者の検出植物珪酸体に大きな差が認められず、両者

の利用法についても栽培品種は同じである可能性が高い。最後に、削平の問題である。検出面の標高は、畝

幅の小さい畠状遺構 1・ 2の方が約10cn程度低い。よって、本来は畑状遺構 3。 4と 同じ規模を有 していた

畠状遺構 1。 2が、畝部大半を後世の削平により失った結果、頂部より幅広の畝裾部しか遺存 していない状

況にあったと考えられる。すなわち、両畝群は同時期に存在 し、さらに一連の畝群であった可能性が高い。

両畝群間に存在する空白地は攪乱著しく、また削平も受けていた地点でもあり、畝間の検出が困難であった

ため検出できなかったと思われる。今となってはこのことについて、調査担当者の不甲斐なさを反省する次

第である。

畠状遺構 1・ 2の南で東西に連なる杭列を検出した。杭列は、検出面において十和田 a降下火山灰が円形

の小さなプランとして確認できた。断面形状は下方に向かうほど尖った逆三角形を呈しており、先端を人工

的に加工された丸木の杭が地面に突き刺さされていたと判断できる。

杭列の時期は、すべての杭跡埋土上層に十和田 a降下火山灰が存在することから畠状遺構とほば同時期で

あることは明らかであり、さらに、杭同士は列をなしてそれぞれ同時に存在 したことも明らかである。

この杭列の用途 。性格であるが、県内の耕作遺構で検出された例はなく想定が困難である。 したがって、

今回の事例においてのみ想定可能な用途および性格を示したい。

最初に、土地区画を示すための杭列という観点から可能性について探っていきたい◇

土地の平面的な区画を示す杭列の想定できる機能は、何 らかの境界線を表すということである。この機能

は、遺構の平面的な配置からも十分考えられる。すなわち、畠状遺構が杭列よりも南に伸びておらず、杭列

より南には遺構がみられない。一見蓋然性が高いように思えるが、このような畠の境界を示す杭列が農業経

営上必要なのであろうかという疑間がある。この杭列より南側に竪穴住居などの遺構が広がるのであれば考

えられるかもしれないが、遺構はみられない。性格を異にするものと畠との境界ならば、作畝 し畝が途切れ
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報誹oG

第70図  畠状遺構および杭列

れば、それをもって境界と見なして事足りるように思われ

る。さらに、畠状遺構との詳細な時間的観点からすると、

杭跡埋土上層 =畠状遺構畝間埋土下層という時間的な並行

関係が考えられる。丸木の杭は故意に抜けたか抜かれたか、

あるいは自然に朽ちたか不明であるが、少なくとも先の火

山灰は、丸木の杭そのものがすでに失われてしまった後に

堆積 したと考えられる。よって、畠状遺構が畠として機能

していた時には、すでに杭が地上から姿を消 していたこと

になり、耕作時の境界として用いられたとは考えにくい。

もし、境界を示す杭列だったとしても、畑状遺構に先行 し

て設定された境界線であると考えた方が調査結果に即する。

以上の理由より、推定の域を脱 しないが、この杭列は畠

を作る以前に可耕地の南限の境界線を示 したものだったの

ではないだろうか。 しかし、先程述べたように境界線の設

定については耕作そのものには、さほど必要性が感 じられ

ないことから、何らかの理由で可耕地の南限を定める必要

性があったと思われる。この必要性の背景には農業経営そ

のものではなく、政治的な境界線あるいは祭祀的境界線な

どがあったのかもしれない。

補足的であるが、農業生産に関連する遺物としては鉄鎌

が堅穴住居から 1点出土 している。この鉄鎌は収穫などの

0           (S=1:200)          10m

表17 岩手県内耕作遺構集成 (畠 )

No. 遺跡名 所在地

1 畠角子久保Ⅵ遺跡 軽  米  町
2 コ ア ス カ 館 跡 浄 法 寺 町

3 大 向 上 平 遺 跡 二 戸  市
4 米 沢 遺 跡 二  戸  市
5 米 沢 】還 跡 二  戸  市
6 松 】慮 跡 二  戸  市
7 浅 石 】退 跡 二  戸  市
8 上 台 逹返 跡 二  戸  市
9 大 向 Ⅱ 遺 跡 二  戸  市
0 上 鬼 柳 Ⅳ 遺 跡 北  上  市
1 岩 崎 台 地 遺 跡 群 北  上  市
2 中 林 退 跡 水  沢  市
3 中 半 入 遺 跡 水  沢  市
4 白 済 寺 水  沢  市
5 岩 谷 堂 城 跡 江  刺  市
6 後 中 野 遺 跡 江  刺  市
7 宮 地 Ⅱ 遺 跡 江  刺  市
8 新 川 Ⅲ 遺 跡 江  刺  市
9 下 醍 醐 遺 跡 江  刺  市
愛 宕 林 遺 跡 江  刺  市
宮 地 Ш A遺 跡 江  刺  市
本 町 Ⅱ 遺 跡 平  泉  町
竜 ヶ 坂 遺 跡 平 泉  町
古 戸 前 遺 跡 大  東  町
河 崎 の 柵 擬 定 地 )II  山奇  オ寸
堰 根 遺 跡 盛  岡  市
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作業に用いられたのであろう。

農業生産以では、土器生産に伴う遺構を検出した。 3基検出した焼土坑は、土坑壁面および底面が被熱し

ており、土坑内で何かを燃焼 したと考えられる。同様に、過年度調査区でも多くの焼土坑が検出されている。

このような遺構の性格として想定できるのが、炭焼き窯・火葬墓あるいは火葬遺構・製鉄関連遺構など多く

挙げられる。

過年度の調査報告書では土器焼成遺構である可能性が指摘されているが、決定的な証拠を持たないために

慎重な論調で留めている。 しかし、今回の調査では土器焼成時に剥離した未製品の土師器甕片を多く出土し

た土器廃棄土坑を 1基検出した。この土坑の存在により、これら焼土坑は土器焼成遺構である可能性がこれ

まで以上に現実味を帯びてきた。この土器焼成に関しては、別に機会を設けて考察したいと考える。

これまで、盛南開発に伴う発掘調査では古代に属する多 くの竪穴住居が確認されてきた。そして、集落の

復原や集落のあり方について様々な視点から論 じられてきた。 しかし、今回の細谷地遺跡では初めて集落内

での生産活動という側面に言及できる調査成果を提示することができた。古代においては、専業的生産活動

と非専業的生産活動の 2者が存在する。岩手県における前者は、宮古市島田Ⅱ遺跡のような鉄 (製品)製産

専業集落、江刺市瀬谷子窯跡群、紫波町杉の上遺跡のような窯業生産専業集落である。 しか し、後者は、県

内ではあまり多 くみつかっていない。今回報告 した細谷地遺跡のような集落が後者であると考えられる。つ

まり、細谷地遺跡は、農業生産と土器生産の両方がおこなわれていた集落遺跡である。

通常、農業生産には農繁期と農閑期が必ず存在する。この農繁期に農業生産、農閑期に土器生産がおこな

われていたのかもしれない。また、明確な根拠にはなり得ないが、今回出土した籾殻の圧痕が残る土器は、

如何にもこの集落での生産活動の両輪を象徴するような遺物である。

5.総  括

本報告書で収録 した細谷地遺跡では、遺構・遺物から多くの成果を得ることができた。 9世紀半ば～10世

紀初頭に営まれた平安時代集落の在 り方が明らかになった。

居住域では竪穴住居群を検出した。竪穴住居におけるカマ ドの設置方位は、東西南北の四方に分散し、規

則性もみられず、時期決定の良好な判断材料とはならなかった。そのため、堅穴住居の重複関係や埋土中の

火山灰層位を基に可能な限り時期的変遷を考えた。また、それに対 し、出土した土器特に土師器郵を用いて

予察的に型式編年へ向けた属性の抽出とその検証をおこなった。これに関しては、ノイズの含まれるような

データを用いた箇所もあったが、この時期の時期的傾向を概ね掴むことができた。 しかし、整備不良の感が

否めないため、周辺集落の資料を早急に整理することが必要である。また、堅穴住居群の変遷は住居の存続

年数や埋没速度、土器の耐用年数や混入遺物などをあまり考慮していないため必ずしも正しいとは限らない

であろう。さらに、過年度調査された細谷地遺跡 4・ 5次の成果や隣接する飯岡才川遺跡・向中野館跡など

の成果を本報告書に十分反映できなかった。 しかし、今回の検証や属性の抽出作業が、平安時代土器型式の

細分と様式の設定をおこなうための一助となればと願う次第である。

また、この細谷地遺跡は出土した餃具などの遺物から周辺集落よりやや優位な立場にある集落であること

が想定できる。当地域において政治的に一定の権限を有していた人物が集落内に存在した可能性が考えられ

る。

さらに、この細谷地遺跡では 2種類もの生産活動の痕跡を確認することができた。一つは農業生産、 もう

一つは土器生産である。農業生産は畑状遺構が古代の畠であると想定される。栽培作物の同定は困難である
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が、五穀を中心とした主食級の作物であったと思われる。また、畠状遺構の南側で杭列を検出し、耕作地と

その他の土地に政治的あるいは祭祀的な境界線が存在する可能性も示すことができた。土器生産では、集落

内において土師器が焼成されていたことが明らかになった。被熱した土坑の用途・性格について選択肢が広

がったとともに、土器焼成に関する遺構の認定に役立つものと考える。

いずれにせよ、古代における両生産遺構が今後増加することを期待したい。

志波城というこの地域の政治的な中心施設が設置され、徳丹城にその機能を移した後の集落である細谷地

遺跡はこのような政治体制の中でどのような役割を演 じていたのであろうか。現在、いわゆる「盛南開発」

という大規模な開発事業が展開されている。この事業に伴う発掘調査は、盛岡市はもちろん岩手県の古代集

落を解明する上で非常に重要な責務を担っている。今後も資料は増加するであろうが、臆せず調査および整

理に臨まなければなるまい。
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WIl.

平安時代における土師器生産 ―細谷地遺跡の発掘調査成果から一

1.は じめに

今回、調査 した細谷地遺跡は、平安時代の一般的な集落である。これまで周辺域の調査でも多くの平安時

代集落が確認されており、その様子も少しずつ明らかになっている。このような集落の発掘調査がなされる

と最も多 く、普遍的に出土する遺物が土器である。調査の進展に伴い、この大量に得 られる土器の年代観、

使用形態などにおいて検討や考察がなされてきた。 しかし、土器の生産体制については触れることが難 しい。

平安時代、盛岡市域を含む周辺では、 どのような人々がどのような場所でどのように土器を生産していたの

かほとんど未解明のままでる。特に、土師器の生産については、まったく未解明と言っても過言ではない。

この最大の要因は、大規模な窯業施設で生産される須恵器と異なり、土師器の生産遺構というものが検出さ

れる例が極めて少ないことが挙げられる。 もし仮に、生産遺構を検出していたとしても、それと認定するた

めには多くの条件を満たす必要となり、調査担当者が認定することを躊躇するというのが現状である。

「土器を作る」・・・簡単に一言で表現できる事柄だが、その作業過程と作業内容は細かく、そして多岐に

渡る。粘上の採取から始まり焼成に至るまでいくつもの工程を経て土器は作られ、そして人々の手によって

消費される。土器生産とは、このいくつもの工程すべてであり生活に直接寄与する。

現代のような大量生産、大量消費の時代にあっても「ものを作るJと いう作業は骨が折れるものである。ま

してや、現代のように様々な技術が確立 していない古代においては言うまでもない。 しかし、現代に生きる

我々は、平安時代の人々の「土器を作る」苦労はなかなか想像できない。このように「土器を作る」という

苦労を我々が想像できないのは、先述 した通 り上器生産体制について充分に解明されていないからではない

だろうか。特に古代東北地方の土師器生産は不明な点が多 く課題が山積している状況にある。

本稿では、この上師器生産について考古資料から予察を含むいくつかの考えを示 したいと思う。これは本

書で発掘調査の成果を報告した細谷地遺跡が土器生産体制について少なからずヒントを提示 してくれる数少

ない貴重な遺跡であると評価できるからである。

2.剥 離 した土器片 とRD140土 坑

今回、細谷地遺跡の調査で検出したRD140土坑は、埋土中から多量の土器片が出土 した土坑である◇出上 し

た土器片は通常の土器片とは異なり、187片すべてがチップ状に剥離したものであった。これらの土器片に

ついては、「破裂剥片J、 「チップ状土器片」など様々な呼称が存在するが、現段階で定まった用語が存在 し

ていない。よって、本稿では便宜的に「剥片土器Jと 呼ぶこととする。この剥片土器のある種変わった特徴

は、以下の通りである。

出土した剥片土器はすべて、破断面を有する剥片状の破片である。大小ある剥離面は、概ね剥片の上下両

方において認められる。剥離角度は器壁断面において鋭角で、斜め上から斜め下へ向けて規則的に剥離 して

いる。つまり、断面の形状が平行四辺形にある。器表面でみると剥片上部は内面剥離、下部は外面剥離の関

係にある。また、通常の破断面と異なり剥離面の焼成度合いは非常に良好である。

剥片土器器表面は、内外面ともに調整をおこなった直後の如 く調整痕が明瞭で、使用による摩減が一切み

られない。また、調整によって器表面に生じた局所的な胎上のバリ状塊も欠落することなくそのまま確認で

考 察
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きる。

以上、出上 したこれら剥片土器の特徴を総合 して考えると、剥片土器の剥離は、通常の土器片にはみられ

ない特徴的な破断面を有することから、通常の使用によって破損した、あるいは祭〒E等で故意に破砕 した土

器片ではなく土器製作工程の焼成段階に生 じた失敗品であると考えられる。このことは、器表面の特徴から

通常通り使用された土器とは摩滅の度合いが大きく異なる点でも納得できる。これら剥片土器にみられる主

要な剥離面は、土器の成形における粘土紐あるいは粘土板など積み上げの最小単位であると想定される。こ

の積み上げ最小単位の上端、下端にそれぞれ成形次の接合面が存在し、各剥片はそれぞれの接合面間に不用

意にも介在 した空気や水分の膨張、破裂によって生じたものと理解できる。 しかしながら、接合面間以外に

はクレーター状の破裂痕跡等が認められないことから、単純に接合面間での破損であると推測される。

次に、これら焼成時において生じた失敗品と考えられる剥片土器が、多量に出土 した唯―の遺構である

RD140土 坑の特徴を掲げる。

竪穴住居が密なエリアより少 し東に外れた地点にこのRD140土 坑は位置する。近接する遺構としては、

RE014竪 穴住居状遺構やRD138土 坑 (底面の被熱した焼土坑)力頭存在する。

RD140は 、 1辺約1.4m、 深さ25cmを測る方形の土坑である。さらに、底面および壁面には被熱痕跡がまっ

たく認められない。

この土坑の最も大きな特徴は、埋土中からは187片 もの剥片土器が出土 したということである。

このように、承1片土器が一つの上坑から多量に出土したという事実はきわめて重要である。なぜならば、

先に掲げたような特徴から、RD140土坑は焼成時に生じた失敗品である承1片土器が廃棄された土坑である可

能性が考えられ、同時に周辺で土器の焼成がおこなわれた可能性が考えられるからである。

土器を焼成 した際に破損してしまった破片類はどのような末路をたどるのかというと、特殊な場合を除い

て、廃棄以外にその道はないと考えられる。今回検出したRD140土 坑も基本的に失敗品廃棄のために利用さ

れた土坑であると考えられる。 しかし、そこで一つ疑問が生じる。土器焼成が終了すれば、焼成施設内の完

成品のみを取り出すことで当初の目的を達することができるはずである。もし、失敗 して破損した剥片が存

在 したとしても、わざわざそれを取 り上げて別の土坑に廃棄する必要性はないと思われる。特に、RD140土坑

内部は被熱痕跡が認められず、土器を焼成 した施設ではなかったと考えられる。すなわち、土坑内で土器を

焼成し、不要な破損品である剥片土器を残 して必要な完成品のみを取り出した結果を示すものではない。こ

れは、RD140土 坑以外の土器焼成施設で焼成終了後の片付け行為がおこなわれたことを物語る。このような

片付けがおこなわれる理由として、焼成施設は 1度の土器焼成に留まらず、再度土器焼成に用いられたのか

もしれない。さらに言及するならば、このRD140は 最初から廃棄を目的として掘削された「廃棄土坑」である

可能性がきわめて高い。

この剥片土器の廃棄行為についてもう少 し掘り下げて考えたい。

まず、剥片土器187片の中には 3～ 5個体程度とみられる複数個体分の剥片が認められるが、接合し完全な

1個体の形を成すものは存在 しない。また、剥片土器の中には、20cmを超えるような大きな剥片は存在せず、

重量もlgに満たないものが全体の約 7割を占める。さらに、剥片土器の出土は、土坑ほぼ中央から南寄 り、

埋土中位から下位にかけて多くみられる。土坑を南北にちょうど半分に分割 して調査 した結果、北半埋土に

は数点の剥片しか出土しなかったが、南半埋土からは圧倒的多数の出土が認められたことによる。また、剥

片土器は土坑底面に折り重なるようにまとまって出土せず、埋土中に比較的分散 して含まれる状況であった。

土器焼成に関しては次節で詳細に述べるが、複数個体分の剥片の出土は、同時に焼成された複数個体であ
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るのか、男U々 に焼成された複数個体であるのか現段階では判断できない。 しかし、 1回 にいくつの個体が焼

成されるかわからないにせよ、その中で 3～ 5個体もの失敗品が生 じるようであれば、あまりにも生産性が

低過ぎると思われる。また、廃棄土坑での出土状況から一括性はきわめて低いと考えられる。 したがって、

今回の廃棄された剥片土器は、複数回の焼成で生じたものをその都度この土坑に廃棄したと考えたい◇剥片

土器の中でも小さな剥片のみが廃棄されている事実から、大きな剥片はカマ ド構築に用いられたり、カマ ド

燃焼部の土器敷きに用いられたりと、廃棄せずとも何らかの 2次的な活用法があったのかもしれない。その

結果、 2次的な活用法が見出せない剥片土器については廃棄されたのではないだろうか

3.土 師器焼成上坑

細谷地遺跡では今回の調査において 3基、過年度調査において12基の焼土坑が検出されており、合計15基

の検出に至った。過年度調査分である第 4・ 5次調査報告書では、焼成面が土坑内部に偏在すること、焼成

の程度が比較的強いこと、居住域内部に取り込まれていること等の諸条件を挙げ、これらの焼土坑 (焼成土

坑と表現されている)は、「土器焼成土坑の可能性が高いもの」としている。ただし、不安材料として、焼

成の具体的な作業内容を推 し量る遺物の出土状況がみられないことを挙げ、やや慎重さを保っている。一方、

土師器焼成土坑の認定については木立雅朗の論考があるが、これもかなり慎重な立場である。木立の述べた

「土師器焼成坑Jの必要条件は以下の通 りである。

「①掘 り込んだだけの単純な土坑であること (それ以外の固定的な施設を持たない)◇

②土坑床面が赤色に焼けていること (壁面のみが焼けたものは除外する)。

③炭・灰・赤色焼土の塊～粒が原位置で確認され、その土坑で直接火を使 ったことが明確であること

(2次堆積のものは除外する)。 」

また、「生産遺跡特有の遺物出土は重要だが、それらは移動しうるものであるため、周辺に焼成遺構が存在

することを示す重要な証拠であっても、出土遺構の性格を決定するとは言い難い。」と述べている。このよう

な厳格な条件を提示する根拠は、この種の遺構検出数の乱立を防ぐために必要であり、ある程度評価できる。

しかし、同時に土師器焼成に関わる遺構の認定が困難であることを示すものでもある。つまり、木立の示し

た条件を満たすことは容易ではない。今後、確実な遺構の集成をおこない、傾向を抽出したうえで小地域単

位での認定基準を設ける必要があるかもしれない。

細谷地遺跡でみられる焼土坑は、 どれも概ね方形を呈し、分布が密になり過ぎず散逸している。このこと

から、焼土坑群はある程度性格的なまとまりが存在 したと考えられる◇

現在、土師器を焼成したと考えられる土坑は岩手県内で 5例確認されている。 (表 17)しかし、土器焼成土

坑とする証拠の明瞭な遺構は数少なく、やはり認定が困難である。そのため、被熱 している土坑と報告され

ているものの中にも土器焼成をおこなった土坑が存在する可能性がある。逆に、土器焼成土坑と報告されて

いるものの中にも性格の異なる土坑が含まれている可能性も十分に考えられよう。

本論の中心である細谷地遺跡では、焼土坑以外に埋土中から「剥片土器」が多 く出土した廃棄土坑と考え

られる遺構を検出した。この剥片土器は、木立の述べる土器生産に伴う「生産遺跡特有の遺物」である。少

なくとも「周辺に焼成遺構が存在する」ことを示している。ただし、剥片土器や剥片土器の廃棄土坑は、こ

れまでの周辺遺跡の調査で確認されていない。また、焼土坑の分布は細谷地遺跡の集落範囲内で収まる。木

立の述べたとおり可動性のある剥片土器であるが、今回の場合においてはこの集落内で土師器が焼成された

と十分考えられる。14基 もの焼土坑が、調査済みの細谷地遺跡内で集中することは異常であり、焼土坑につ
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表18 岩手県内土器焼成上坑一覧

遺 跡 名 所在地 検出数 時  代 遺跡の立地 関連遺物 関連遺構 備  考

1 相 去 遺 跡 北上市 5 平安 台地緩斜面 な し な し

2 高 前 田 遺 跡 北上市 5 平安 台地緩斜面 な し な し

3 比 久 尼 沢 遺 跡 北上市 1 平安 台地緩斜面 な し な し

4 瀬 谷 子 遺 跡 江刺市 平安 台地上 な し 須恵器窯

5 細 谷 地 遺 跡 盛岡市 平安 河岸段丘上 剥片土器 廃棄土坑

6 熊 堂 B遺 跡 盛岡市 ? 平安 河岸段丘上 剥片土器 未報告

いて土器焼成以外の性格を追求できるような出土遺物はみられない。確かに、剥片土器そのものは可能性あ

るものと考えられるが、運ばれたとしてもせいぜい集落内での移動であるう。すなわち、剥片土器が他の集

落あるいは土器生産地から運ばれる意味が見出せないことは、出土状況からみても明らかである。これらの

ことから100%ではないが、細谷地遺跡で土坑を用いた土師器の焼成、つまり土師器生産がおこなわれていた

と認定 しても差し支えないと思われる。

4.土 師器焼成の方法

前項では細谷地遺跡での上師器焼成がおこなわれた可能性が高いことを示 した。では、この遺跡内ではど

のようにして土師器の焼成がおこなわれていたのであろうか。

焼成をおこなった施設と考えられる焼土坑の分析から焼成作業に関する情報を導き出してみると、この焼

土坑から得られる情報はかなり限定されそうである。これは焼土坑内で出土 した遺物は少なく、土坑内部の

焼土化 した部分の分布や焼土の厚みなどから土坑内での被熱の範囲やその度合いが予測される程度であると

考えられるからである。ただし、この被熱に関しても土坑が、複数回土器の焼成で使用された可能性も充分

想定できるため、さらに慎重に判断する必要があろう。以上のことを踏まえ、細谷地遺跡で検出した焼土坑

を遺構から分析する。今回検出した焼土坑の平面形態は、いずれも概ね方形を呈する。過年度調査分で検出

した焼土坑も同様に一辺 lm～ 1.5mの方形を呈するものが圧倒的に多い。深さは約25～30cm程度でさほど

深い土坑ではない。底面は概ね平坦であり、被熱した石が出土する土坑もある。焼土は底面や壁面にかけて

分布 しているが、今回の調査で確認 した土坑は壁面上部まで及んでいなかった。また、埋土下層中には粒状

の焼土塊や炭化物が混 じっていた。これらの事実を総合すると土器は、方形に掘られた土坑内で複数個体が

一括 して焼成されたと類推される。この時、土坑底面には燃料が置かれており、時には石などにより土器や

燃料を安定させたと考えられる◇燃料は粒状の炭化物の残存から主として薪燃料が用いられたと考えられる。

また、炭化物は極少量のみしかみられないため土器焼成に際して完全に燃え尽きてしまったのではないだろ

うか。

また、出土した剥片土器の分析をおこなうことにより、様々な情報を引き出すことが可能である。

承1片土器表面には、焼成時における温度の状況から火色化 した部分と黒斑化 した部分の両者がみられる。

さらに、この火色化 した部分と黒斑化 した部分の分布が器表面上においてそれぞれ異なることが判明した。

まず、火色化した部分は、日縁部と体部の剥片土器に多くみられる。また、日縁部の火色については筋状の

ものが認められ、林部の火色はリング状や円形のものが多 く認められる。次に、黒斑は底郡外面、すなわち

木葉痕のみられる面に関して多 く認められる。以上の焼成温度差による痕跡の違いとその棲み分けによる違

-130-



いは、焼成時における焼土坑内での土器の焼成方法や設置方法によるところが大きいと考えられる。火色は

通常、過度な高温によって生じる痕跡である。そのため口縁部や誉部にみられる円形斑状の火色は、酸素が

一点に集中して供給された結果、そこが高温になり火色化 したと考えられている。また、口縁部にみられる

筋状の火色は、稲藁等の燃料の一部が付着 したまま燃え上がった結果、部分的に高温になり筋状に火色化し

たものと考えられる。火色化 した部分の出現は、体部上半や口縁部および頸部など土器上部に多 くみられる。

このことから、比較的土器上部が高温になることが多い状況であったと考えられる◇このような火色化 した

剥片土器の様子から、土器焼成に際してある程度土坑内が閉塞されており、さらに、これまでの研究成果に

より珪酸分の多い稲藁等が燃料に使用された可能性が高いと考えられる。また、火色とは逆に黒斑について

は、酸素の供給が乏しく、温度があまり上昇 しなかった箇所に生じる痕跡であると考えられる。このような

黒斑の出現箇所は底部外面接地面に集中するため焼成時に底部が接地 していた可能性が指摘できる。さらに、

底部外面が接地 しているため土坑内で土器が正置された状態で焼成されたと考えられる。このように土器が

正置されての焼成を想定できるということは、土坑の閉塞に利用される覆いは日縁部の上に施されたことも

想像に難 くない。よって、細谷地遺跡で想定できる土器焼成の方法は、土坑内で密着して正置された複数個

体の土器上部を稲藁等により被覆 し、閉塞 した覆い焼きであったと考えられる。また、剥片土器にみられる

火色部分は、器表面から破断面にまで及ぶものがみられる例が存在する。このことは、焼成途中で弾け、剥

離した後もなお被熱 したのであろう◇

4.上 師器生産 と消費

出土した剥片土器の器種は土師器甕の 1種のみである。 しかも、平安時代の当地域では、製作に際してロ

クロを使用する土師器甕とロクロを使用 しない土師器甕の 2者が併存するが、出土した剥片土器はすべてロ

クロを使用しない土師器甕の剥片である。また、竪穴住居内より出土 した土師器甕のうちロクロを使用 しな

い甕の比率はかなり高い傾向にある。

また、細谷地遺跡で出土した土器は、土師器郭・甕、須恵器郭・甕・重などが挙げられる。その他僅少な

器種もいくらか存在するが、これらは遺跡周辺域を含め客体的なものでしかない。 したがって、主体となる

のは上記の器種である◇これらの土器類のほとんどが堅穴住居を中心とする遺構から出土 していることから、

出土した土器類は基本的にこの集落内で消費されたものであると考えられる。

以上の 2つの事実より細谷地遺跡では、少なくともロクロを使用 しない土師器甕は集落内で生産され、集

落内で消費されたと考えられる。さらに、これら土師器甕は比較的簡易な施設で焼成された土器である。未

報告資料であるが、約 2 km離れた熊堂 B遺跡においても同様の焼成土坑と剥片土器が確認されている。少な

くともロクロを使用 しない土師器甕は、広域流通 しない種類の土器であったと考えられる。

しかし、このロクロを使用 しない土師器甕は焼成時の破損率が著 しく高い器種である可能性も否定できな

い。つまり、少なくともこの器種は広域流通せず、細谷地遺跡集落内で生産され、消費されたことに誤 りは

ないと考えるが、その他の器種についてまで言及することはできない。 しか し、須恵器は窯による高温焼成

であるため集落外で生産されるが、土師器はどのような場所で生産されていたのだろうか。細谷地遺跡では、

ロクロを使用した痕跡が遺構から認められなかったため、ロクロを使用 しない器種のみが生産されていたこ

とも想定される。土師器甕がロクロの使用で 2者存在する理由は、集落内で自給自足されるものとそうでな

いものの違いであるのかもしれない。今後資料の充実を待って検討したい。
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5,ま とめ

今回の細谷地遺跡第 3次調査で検出した焼土坑は、過年度のものを合わせると14基を数える。かかる焼土

坑は、付属施設を持たない単純な構造・土坑底面の被熱状況などから土器を焼成した土坑であると推定され、

さらに、焼成時に剥離 。破損 したと考えられる剥片土器の廃棄土坑が存在することから、上記の焼土坑が土

器焼成のためのものであることはほぼ間違いない。

土師器焼成について未だ不明な点が多い古代の岩手県において土師器焼成上坑が検出でき、さらにそれに

付随すると考えられる廃棄土坑の存在は、今後この種の遺構を認定する上で大きな指標の一つになりうると

考えられる。

次に、この細谷地遺跡で焼成された上器は、廃棄土坑であるRD140土 坑出土の剥片土器の分析によりすべて

土師器甕のものであることが判明した。また、剥片土器の上師器甕は、 1個体のみではなく複数個体存在し、

剥離は巻き上げ成形の粘土紐単位で剥離していることが判明した。廃棄は剥離した細片のみでおこなわれた

ようで、剥離しなかった破片はこの土坑に廃棄されなかったようである。

少なくとも非ロクロ土師器甕は、集落内で生産、消費されたと考えられるに至った。

今回の細谷地遺跡の調査成果が、古代の岩手県において未解明である土師器生産についてわずかでも光を

与えることができれば望外の喜びである。同時に、今後県内各地において資料が増加することに期待 したい。

末筆になったが、本稿を成すにあたり青森市教育委員会木村淳一氏から土器焼成に関して青森市所在の野

木遺跡の調査成果をもとに多大なるご教示とご助言をいただいた。また、同遺跡関連遺物の実見の機会もい

ただいた。謹んで感謝を申し上げる。

引用・参考文献

・窯跡研究会編 『古代の土師器生産と焼成遺構』 真陽社 1997

・木村淳一 『野木遺跡』 1998

・木村 高・三林健一 『隠川 (4)隠 川 (12)遺跡 I 発掘調査報告書』 青森県埋蔵文化財報告書第244集

青森県教育委員会 1998

・『松山・羽黒平 (1)遺跡』 青森県埋蔵文化財報告書第170集 青森県教育委員会 1995
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写真図版41 RA035竪穴住居出土遺物(2)
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